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序　　　文

玄界灘に面した福岡市は、豊かな自然環韓と歴史的な遺産に恵まれています。しかし、近年

の福岡市は著しい都市化によって変貌しつつあります。

福岡平野は、大陸との交流の中で古くから栄え、そのために遺跡も多く存在している地域で

すが、都市の市街地化の拡大とともに都市基盤の整備がすすめられ、これに伴い埋蔵文化財の

発掘調査も増加しているところです。

福岡市教育委員会では、この地域における各種の開発事業に伴い、失なわれゆく埋蔵文化財

の保存と保護措置に努めているところです。

福岡市教育委員会では、平成3年度より一般国道202号外環状道路予定地の埋蔵文化財の

試掘調査、及び発掘調査を進めており、平成3年度には、Ⅰ工区の井相田D遺跡の中世水田跡

や、Ⅳ工区の賀茂遺跡の古墳時代井堰等の発掘調査を行い多大な成果をあげました。

本書は、平成8年度に実施した博多区所在の井相田D遺跡第2次調査の成果について報告す

るものです。　この発掘調査では弥生時代、平安時代一室町時代までの水田跡の他、弥生時代

の埋没林、池跡、縄文時代の埋没林等を発見しました。これらの遺構とその出土遺物は福岡平

野南部における縄文時代から室町時代までの歴史的経過を解明する重要な手懸かりになるもの

と考えられます。

本書が市民の埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としてご活用

頂ければ幸いに存じます。

平成11年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　町　田　英　俊



例

（1）　本書は、外環状道路建設予定地において福岡市教育委員会が、建設省福岡国道工事事務所

の委託を受けて平成8年度に実施した発掘調査報告書である。

（2）　本書には、外環状道路　工区において実施した博多区井相田所在の井相田D遺跡第2次調

査について収録する。

（3）　発掘調査は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課所属の井滞洋一が担当した。

（4）　本書に掲載した遺構実測の内、水田遺構の一部は「株式会社パスコ」に空撮図化を委託し、

その他の遺構及び、土層図の作成等は、井揮、吉田扶希子、牛房綾子が行ったO

（5）　本書に掲載した遺物実測は、吉田扶希子、田中昭子が行った。石器、陶磁器については機

械実測を行った。

（6）　遺構・遺物の製図は、主に吉田が行い、石器の製図は井樺が担当した。

（7）　遺構の写真撮影は、井澤が担当し、遺物の撮影については、「有限会社フォトスタジオ岡」

に委託した。

（8）　本書に掲載する遺構一覧表、遺物の一覧表は、吉田が作成した。

（9）　自然科学による各種の分析については、「株式会社パリノサーヴェイ」に分析委託を行った。

（10）　本書作成にあたっては、福田小菊、多田英子、西口キミ子、箱田加代子、江口しづの、高

岡ゆき、牧山嘉子、添田陽子、本谷由美子の協力を得た。

（11）　遺構番号は発掘調査中に於いて検出した順に通し番号をふり、整理報告の段階において遺

構略号を遺構番号の頭に付けた。遺構の略号として用いたのは、SD（溝、水路）、SG

（池跡）、SX（畦畔）、SP（小穴）、SS（水田跡）である。

（12）　本書の遺物番号は、挿図・図版番号に一致させているO

（13）　本書に用いた方位は、磁北である。

（14）　本報告にかかわる図面・写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収

蔵・保管する予定である。

（15）　本書の執筆は、第1－3章を井津が、第4章を吉田が担当し、編集は井滓・吉田が協議し

て行った。
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はじめに

1．調査に至る経過

福岡市の西区福重から城南区の堤を経由して博多区の立花寺に至る総延長16．2kmを測る一般国

道202号福岡外環状道路は、西九州高速道路の平面道路として福岡市が招致したもので、西南部地

区の交通渋滞の緩和の解消と交通ネットワークを形成することを主な目的とするものである。

福岡市教育委員会では、平成3年度より外環状道路建設予定地Ⅰ・Ⅳ工区内の埋蔵文化財の存在有

無について試掘調査を実施していたところ、平成7年に福岡市で開催されたユニバーシアードに当

たって、急遽外環状道路Ⅳ工区の福重から野芥迄の4・3km及び、Ⅰ工区の立花寺南バイパスの取り

付けから板付の国道3号線迄の1．2kmが共用されることとなった。

このためⅠ工区においては、平成3年度に博多区所在の井相田D遺跡第1次調査を実施したが、用

地の未買収や工事補償等の課題が多く、道路建設工事の主体並びに発掘調査の主力はⅣ工区地区に向

けられることとなった。平成7年度に外環状道路Ⅳ工区の共用が開始されたことに伴い、平成8年度

からはⅠ工区の発掘調査を実施する計画となった。

福岡市教育委員会では、平成8年度に博多区所在の井相田D遺跡第2次調査の二か所の発掘調査を

実施し、平成9年度には第2次調査の資料整理を行ったO

2．発掘調査組織

（1）平成8年度の発掘調査の組織

調　査　委　託

調　査　主

調　査　担

調　査　責

発　掘　担

庶　務　担

調　　　査

調　査　協　力

者　建設省福岡国道工事事務所

体　福岡市教育委員会

当　福岡市教育委員会文化部埋蔵文化課

住　文化財部埋蔵文化財課長　荒巻輝勝

当　埋蔵文化財課主任文化財主事　井澤洋一

当　埋蔵文化財課第一係　小森　彰

員　吉田扶希子、牛房綾子

者　池田孝弘、岩佐　亘、一ノ瀬周三郎、江下和彦、熊本義徳、小林義徳、

渋谷博之、関　剛、田上智雄、田原房五郎、富永利幸、二宮白人、萩尾行雄、

広田熊雄、藤川繁昌、前山政義、桧原高博、三浦　力、山口守人、米倉国弘、

吉田隆、阿部幸子、大庭貞子、尾崎澄子、金子二三江、木村文子、幸田信乃、

塚本よし子、友田妙子、中野裕子、永川カツエ、箱田香代子、本田ナツ子、

松岡芳枝、森教子、吉田恭子

資　料　整　理　新井幸子、板橋真由美、上笹貰久美子、多田映子、田中昭子、田辺禎美、

成清志保子、西口キミ子、箱田香代子、福田小菊、矢野悦子
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（2）平成9年度資料整理

整　理　報

庶　務　担

整　理　主

調　　　査

作　　　業

告

当

体

埋蔵文化財課主任文化財主事　井滞洋一

埋蔵文化財課第1係　小森　彰

福岡市教育委員会

員　池田孝弘、吉田扶希子、牛房綾子、廣寄香

員　多田映子、西口キミ子、福田小菊、田中昭子

尚、平成10年度の報告書刊行における編集・校正作業にあたっては、上記の方の外、上野道郎、

倉富亮太、松隈信一、吉川正志、綾部里香、内田裕子、江口しづの、川津美江、添田陽子、本谷由美

子の各氏にご協力を得た。記して謝意を表する次第である。

遺跡 調査番 号 9637 遺　 －跡　 略　 号 ISD －2

地　　　　 番 博多区立花寺 1036－1外 分布地図番号 金隈11

開　 発　 面　 積 2657・24㎡ 調査対象面積 2657 ・24㎡ 調－査 面 環 2657 ・24㎡

調　 査　 期　 間 平成 8 年 9 月 5 ロー～平成 9 年 3 月31白
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Fig．2　外環状道路調査範囲図（縮尺1／5，000）
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第2章　調　査　経　過

1．立地と概要

（1）立　地

福岡平野は、御笠川と那珂川の二大河川によって形成された肥沃な沖積平野であるが、平野の中央

には南北に縦断する形に春日丘陵が博多湾に向かって延び、その先端部には博多区那珂・比恵の台地

が存在する。′遺跡は、これらの河川の自然堤防上や板付から比恵に至る台地上、或いは平野内の微高

地において旧石器時代から戦国時代に及び、連綿として営まれている。

井相田D遺跡は、御笠川中流域の左岸に接した標高12mを測る低平な旧水田地帯に立地しており、

福岡市南部の大野城市との境界地に接した位置に所在する。周辺は、水田の埋め立てにより工場・倉

庫群が建設されており、過日の水田地帯の面影はない。

井相田D遺跡の西側には標高10mを測る中位段丘の板付台地が広がり、その北側の約1kmの位置

には、我が国で初めて水稲耕作が定着したとされる国指定史跡の板付遺跡が存在する。

また、同じく北側約2kmに位置する福岡空港西側整備事業地域内には、縄文時代から平安時代の複

合遺跡である雀居遺跡が存在する。この遺跡は、弥生時代を代表する拠点集落のひとつと考えられ、

大型掘立柱建物の遺構の他、組み合わせ机、楯、鎧など木製品が多量に発見されている。

更に、南側約1kmの水田地帯においては、井相田C遺跡が位置している。この遺跡は奈良時代から

室町時代の複合遺跡で、集落跡や水田跡、柿経などが出土した池などが発見された。井相田C遺跡は、

すぐ東側の大野城市内に跨がる仲島遺跡と一体化した遺跡と考えられ、人面墨書土器や「寺」文字の

墨書土器などが出土しており、席田郡「久爾」駅と推定される遺跡でもある。その西側中位段丘上に

は、奈良時代から室町時代の集落遺跡として麦野B・C遺跡等が存在している。

（2）概　要

井相田D遺跡では、外環状道路　工区の予定地内において平成3年度に第1次調査が行われ、11

世紀から13世紀までの水田跡を2面発見している。今回の調査地点は、第1次調査地点の西側に隣

接するもので、第1次調査成果を参考に、古代から中世の水田跡の規模や水利、年代等を把握するこ

とを目的として発掘調査を行った。

平成8年度の調査対象地内には、東西南北方向の公道を挟んでいたため二か所に分けて調査を実施

した。又、対象地は、既に盛土整地若しくは、工場の敷地になっており、調査に先立って盛り土及び、

コンクリート床面の撤去を建設省福岡国道工事事務所にお願いした。

第Ⅰ区は、水田耕作土が6両存在したが、洪水により砂を被った水田面のみ調査対象とした。古代

から中世の水田跡を2面を検出し、土師器皿、瓦質土器、中国製白磁・青磁などが出土した。

第Ⅱ区は、盛土の下に6両の耕作土（水田面）を検出したが、その内2～3面は、洪水により砂を

被っていたが時間的な制約のため下層の水田跡3両に限定して調査した。

又、水田面の下層の青灰色粘土層上面においては、弥生時代の遺構面を確認し、更にその下層では、

約1．8mの厚さに堆積した砂層の下に倒木や根株等を検出し、放射性炭素14C年代分析や出土遺物

により縄文時代の埋没林もしくは、森であることを確認した0
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Fig．3　調査地点位置図（縮尺1／2，000）
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第3章　Ⅰ区の調査
1．調査概要

（1）概　要

当該地は、博多区井相田1，007－2．1，016－3に所在する。発掘調査は、平成8年9月5日

より開始し、同年11月5日に終了した。

用地取得以前においては、水田を埋め立てて専用住宅が建てられていたため約70cmの盛土整地が

行われており、さらに外周にはブロック塀や擁壁が築かれていた。調査に当たっては、既に家屋につ

いては撤去されていたものの構遺物や家屋の基礎などが残っていたことから、先ずこれらの撤去を建

設省福岡国道工事事務所に依頼した。盛土の処理については、重機による遺構面検出作業と併せて行っ

た。

盛土の下層には現代の水田耕作土が遺存しており、標高は13・12mを測る。その下層には5～6

両に亙って水田跡が存在するが、それぞれの時期を確定する遺物が少なく、又時間的な制約のため、

隣接する第1次調査の成果を基に調査対象の水田面を絞り込んだ。これらの水田跡の内、下層の水田

跡で且つ、上面に粗砂層又は、微砂層が覆っていた2両についてのみ発掘調査を行った。

この2面の水田跡の標高は、11・87m～12・13mを測る。水田面は御笠川寄りの東側が高く、

西側が低く段状に形成されている。比高差は0・26mを測り、東側の水田跡は1両のみ、西側では

2両の水田跡を確認した。水田耕作土は、東側が褐灰色粘質土、西側は灰色粘質土である。

遺物は、土師器皿．坏、須恵器坏、中国製白磁・青磁片、瓦質土器が出土した。

（2）土　層

調査区の南壁面、及び西壁面の土層観察によれば、堆積土の状態は、現代の耕作土層の大きな乱れ

を別にすれば、ほぼ水平な整層を形成している。

現代の耕作土を除いて水田面は、南壁面の土層では6両が、／西壁面の土層では4両が認められる。

すなわち南壁面土層では、第6層茶褐色粘質土、第13層灰褐色粘質土、第15層灰褐色粘質土（シ

ルトを含む）、第28層灰褐色粘質土（青灰色土のブロックを含む）、第31層暗灰色粘質土、第35

層灰黒色粘質土の6両が、西壁面土層では第8・17・20・22層が水田面に相当するものと考えら

れる。

西壁面土層の第17層の上面には厚さ10cm以上の茶褐色粗砂層が堆積し、第27層の上面には厚

さ8cm～10cmの灰色の粗砂又は、微砂層が堆積していたので、水田面として分離把握することが比

較的容易であった。ただし、第27層上面の第23層茶褐色粗砂、第25層灰色粗砂層は、北側方向

に対して徐々に堆積が薄くなっており、上層の第22層と分離することは平面的に難しい。

同様なことは南壁面の土層にも見られ、第28層の上層にある茶灰色粗砂層は薄く途切れがちであ

る。下層の第35層の上面にも白色の微砂層が存在するが足跡部分に砂が堆積した状況を示しているO

一方では南壁面土層の第33層のように30cmの厚さに堆積した白色微砂層も見られ、西側に対して

徐々に堆積が薄くなる傾向にある。

調査の対象とした水田跡は、西壁面土層下位の第20．22層、第27層である0第20層から糸
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Fig．4Ⅰ区西壁面土層図（縮尺1／80）
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Fig．5　Ⅰ区南壁面土層図（縮尺1／80）
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切り底の土師器が出土している。

砂層の堆積状況を検討すれば、南壁面土層の上位にある第9層褐灰色粗砂層の堆積状態を別にすれ

ば下層の第26層と第29層は、砂層の厚さが西に向かって薄くなっている。西壁面土層では、中位

の第15層が北方向に砂層の堆積の厚さが増すのに対し、下層の第25層は北方向に堆積が薄くなっ

ている。このことから砂層の堆積をもたらした洪水の方向が、中位の第15層にあっては北東方向か

ら南西方向に強い流れがあったものと考えられ、下位の第25層は、南東方向から北西方向への強い

流れがあったことを示していることが言えよう。

南壁面土層の最下位に存在する第37層灰黄色粘質土と第38層青灰色粘質土は、当初は基盤をな

す堆積層と考えており、Ⅰ区の調査においては、この面及び、下層面においては遺構の確認を怠った

が、Ⅱ区の調査において青灰色粘質土上面より弥生時代の遺構が、その下層には縄文時代の埋没林が

存在することが判明した。

2．遺構．遺物説明

（1）第1両の水田跡

調査区西側水田面においては、上面に砂層が堆積しており、比較的に確認作業が容易であったが、

調査区東側は、砂層の被りが薄く、水田区画を確認することは、非常に困難を極めた。

よって、遺構面東側においては、砂層の堆積が少ないため水田面の分離方法を土質の違いにより確

認作業を行なったため水田区画を十分に確認できなかった。

水田面は、東側から西側方向に段差をもって形成されている。

①　水田跡（SS）

SSOl～SSO4・06・08・13（Fig．6）水田面は、東側から西側方向に段差をもって形成されて

おり、東側の水田SS04の標高は、12・14mを測り、西側の最も低い水田跡SS13の標高は、約12m

を測る。北東方部の水田面には砂層の堆積が見られなっかたため水田区画を明瞭にできなかったが、

畦畔に伴うと考えられる数条の小溝の存在により水田区画を推定した。この小溝は、略東西から南北

方向に形成されているものであるが、重複している箇所もあるので前後の時期幅があるものと判断で

き、下層の第2両水田跡に伴う水路と見なすこともできる。

現状では水田SS04は、二乃至四区画に別れる可能性を示しておきたい。

水田SS04と水田SS01の境、水田SS12と水田SS13の境は段になっており、水掛の方向を示す

ものと考えられるO

畦畔は、幅70cmから140cmを測り、方形状に区画されている。一区画の面積、形状は一定し

ていないが、大まかには畦畔の主軸方向には規則性が認められる。すなわち、水田SSO3・06．13

の東肩を通す畦の方位はN34。Wに定められており、対応する東西方向の畦も略これに交わる形状

に形成されている。

これらの水田跡に伴う用水路には、溝SD02が相当するものと考えられるが、水田SS12を区画す

る溝SD06と切り合っているので、水田区画との前後関係を検討する必要がある。

水田SS06は、水田SS13の東南隅に付設するような状態で作られており、形状も不定である。面
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積も非常に小さく周りの水田面よりも一段低くなっている。規模より推定して、百代として利用され

た可能性がある。

水田跡一区画の面積は、全ての区画が明らかでは無い現状において課題を残すが、別表Tab・1に

示したように水田SS02の約81㎡を最小として、水田SS03のように100㎡以上の規模を測る水

田区画が混在した状況が伺える。

②　溝（SD）

溝は、水田区画に伴うもので2条検出した。また、調査区の北東地区で検出した溝SD04からSD10

は第2面の水田区画に伴う溝と考えられるので、ここでは詳細を述べない。

SDOl（Fig・6）　調査区西南部隅に位置しており、水田SS03の南側を区画する溝である。溝幅

は73cmを測り、溝底は一定しておらず、起伏が著しい。

SD02（Fig・6）　調査区北側に位置し、東西方向の溝である。溝幅は74cmを測り、断面形は逆梯

形を呈している。この溝は、北壁面土層の観察によれば第7層から掘り込まれており第1両の水田面

に伴うものと考えられる。

遺物の出土は無かった。

SDO3（Fig．6）　水田SS02とSS05の境をなす溝で、蛇行する形状を示している。溝の最大幅

は約200cm、深さは3－12cmを測り、水田SS06に接して終わっている。

遺物の出土は無かった。

（2）第2面の水田跡

遺構面の北東部分は、砂層の堆積が見られなかったため水田区画の分離が困難であったが、調査区

の西半分においては第1両の水田耕作土の下層に砂層が堆積しており、第2両の水田跡を検出するこ

とができた。

①　水田跡（SS）

SS10．12．14・15（Fig．7）　調査区の西側は、2区画に作られており、北側のSS15が南側の

SS14よりも約10cm高く、段差を形成している。境をなす畦は検出できなかった。／水田SS15の東

南隅には水口が設けられているが、4・67mの長さに決り込まれていた。また、水田SS14の南側

には水路状の溝SDllが南から東西方向に蛇行して存在しており、溝SDllの東側隅角に接する部分

には水口状の不定形の窪みがみられる。この二区画の水田跡の主軸方位は、N320Eであり、第2

面水田区画の主軸方向と略一致している。

（②　溝（SD）

SDO4．05（Fig・ワ）略東西方向に平行して設けられている2条の溝は、削平のため長さ及び、形

状が不明であるが、溝SD04とSD05の間の幅は140cmを測るので、農道として考えることができ
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る。これらの溝の先端は不明であるが、溝SD06の東側の一部には、突起状に溝の一部が突き出し

ていることから、溝SD04は、先端が溝SDO6東側の突起に接続するものと推定できる。よって、

溝SD05の先端も同様に農道に沿った溝と見倣せば、これらの溝は南北方向の溝SD06に接続する

ものと考えられることから、道幅が100cm～140cmを測る東西方向の鍵形に曲がった農道が復元

できる。

溝の覆土は、いずれも灰色粘質土である。遺物の出土はなかった。

SDO6（Fig・7）水田SS12を区画する溝である。溝幅は最大で40cmを測り、矩形に形成された

溝である。溝の西側は、削平のため定かではないが、水田SS14．15の形成に伴って削られた可能

性が有る。溝の南北方向の略中央の一部が切れており、水口と考えることができる。

しかしながら溝は、基盤の黄灰色粘質土を掘り込んでおり、且つ覆土は灰黄色を呈し、溝底が水流

による乱れが無いことなどから畑の区画及び、排水溝と見倣す事も可能である。

SDO8～10（Fig．7）東西．南北方向の2条の溝は、畦畔に沿って設けられた溝で、平面的にはT

字状形を呈している。これらの溝の最大幅は45cmを測り、覆土は灰黄色を呈する。溝SD10の東

西方向の一部は、幅80cmほど切れており、水口を示すものと考えられる。

しかし、これらの溝も上記の溝SD06と同様に畑の区画を示すもかもしれない。

SD11（Fig．7）水田SS14の南側に位置し、南側から東西方向に設けられている溝である。溝幅

は最大で130cmを測り、溝の覆土は流水を示す粗砂の厚い堆積があった。又、底は凸凹を呈してお

り、高さも不定である。主軸方位はN56。Eである。

（3）出土遺物
1

全体的に遺物の出土は少なく、小片にすぎないが、Fig．8に図示した遺物以外には中国製白磁・青

磁、瓦質土器などが出土している。各遺構の時期を明確に示す出土遺物には恵まれなかったため総合

的に遺構の時期判断を行った。

土師器皿（Fig．8－7）水田SS12から出土した。糸切り底である。底径は5cmを測る。

土師器坏（Fig．8－1～3）いずれも土師器の坏で、1は糸切り底で、2・3はヘラ切り底である。

2の復原田径は12．8cm、器高2．2cmを測る。体部は直線的2開く。

土師器内黒土器（Fig．8－4．8・9）いずれも内黒土器の椀である。小片のため器形全体を知る

ことができない。外鹿部の高台は、体部と鹿部の境に貼り付けられる。4の高台は、断面形が逆梯

形を、8・9は断面形が三角形状を呈している。内外面は摩滅しているが、内面は燻しにより黒色を

呈している。

須恵器坏蓋（Fig．8－5・6）いずれも坏蓋の小片である。受部は、小さく張り出しており、5の

反しの立ち上がりは低く、6の反しはやや真っすぐに伸びている。

土師器甕（Fig・8－10）土器の小片である。内外面摩滅しているが、外面には方形の叩き痕がみ

られる。内面には青海波の当て具の痕跡が残っているので、須恵器の調整手法で製作されたものであ

る。
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Fig．8　Ⅰ区出土遺物実測図（縮尺1／3）
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3．まとめ

以上、I区調査においては二面に亙って水田遺構を検出したが、東側では砂層の被りが無かったた

め1両のみを、西側では2両の水田跡を発見した。水田面の標高は、11．87mから12．13mを測

り、第1両では水田8区画を、第2面では2区画を確認した。水田区画の形状は、不正方形又は、長

方形で、それぞれの水田区画は幅60－80cmの畦畔や水路で区切られている。一区画当たりの面積

は、第1両が約81㎡、第2面では規模が大きくなり約159㎡である。

これらの水田を区画する畦畔の主軸方向はN32。Wである。第1・2両水田区画共に同一方向であ

るが、この方向は律令時代に福岡平野に施工された条里方向にほぼ一致するものであるO

時期については明確にできないが、糸切り・ヘラ切り底の土師器皿・坏や中国製の白磁・青磁の出

土により11～12世紀の幅が推定できる。

又、調査区東側半分においては、溝SDO6－SD10によって区切られ、且つ農道らしき遺構を備

えた畑と考えられる区画を発見した。これらの区画を示す溝の主軸方向は、N25。Wを示しており、

水田SS14・15の主軸方位に比べると約7。東にずれていることから水田区画形成時期の違いを明ら

かにするものであろう。水田区画によって削平された可能性もあることからこの地域の耕地の開発の

時期を知る手掛かりとなるものと思われる。
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Tab・1Ⅰ区遺構一覧表

遺構名
旧遺

構名

遺構
種類

形　 態 規　 模 （cm）
出　 土　 遺　 物 時代 備　 考

平面形 断面形 長 幅 長

SDOl 溝 逆梯形 430＋α 73 14 なし

SD O2 溝 逆梯形 1120＋α 74 10 土師器皿 ・甕 境界地にある

SDO3 構 逆梯形 780 198 7 なし

SD O4 溝 逆梯形 410＋α 30 5 なし

SD O 5 溝 逆梯形 330＋α 30 2 なし

SD O6 溝 逆梯形 141＋ α 40 9 なし

SD O 7 溝 － 40 0＋α 23 － － なし

SDO 8 溝 逆梯形 930 4 5 5 なし

SD O 9 溝 逆梯形 1110 40 6 一一なし

SDO lO 溝 逆梯形 112 0 40 5 なし

SD O ll 溝 1060－＋α 130 なし

遺構名
旧遺
構名

遺構
種類

平　 面　 形
規　 模（cm）

出　 土　 遺　 物 時代 備　 考

長 幅 両棲（㎡）

SSO l 水田 340＋α 820＋α 27．88 境界地にある

SSO 2 水田 略方形 970 8 30 80・91

SSO 3 －水田 略方形 1130 94 0 －160．22 土師器皿 ．坏 ・甕、須恵器、内黒土器椀、国産陶器 境界地にある

SSO 4 水田 700＋α 1030 7 2．1 境界地にある

SSO5 水田 820 540 44．28

SS O6 水田 不　 定 730 540 39・42

SS O7 水田 980 820 80．3－6

S SO8 水田 980 500＋α 24－5 境界地にある

－

SSlO 水田 略長方形 780 270 2 1．06

S Sl l 水田 不　 定 620 330 20．46

S S 12　－ 水田 略長方形 650 4 10 19・5

S S 13 水田 不　 定 1201 770 78．97 境界地にある

SS14 水田 略長方形 1603＋ α920＋α147．47 境界地にある

S315 水田 不　 壷 570＋α 730＋α 41・61 境界地にある
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第4章　Ⅱ区の調査

1・調査概要
）

（1）概　要

Ⅱ区の調査対象地は、用地取得以前においては工場敷地であったため現状には、かっての水田面の

上に盛土が行われ、更に上面にはコンクリートによる構遺物の残骸や叩きが残されていた。調査は残

土処理の関係から南北の半分に分けて実施した。

盛り土の深さは約150cmであったが、平成3年度の試掘調査では約2mの深さにおいて細砂層に

覆われた水田跡を発見しており、当該調査においても試掘調査にもとずいて深さ約2mまで盛土及び

表土の除去を行い、古代から中世の水田面の把握に努めた。土層観察の結果、水田跡は現代の水田耕

作土を除くと6両以上存在することが判明した。しかし、時間の制約により洪水により砂層を被った

下層の3両、すなわち試掘調査で古代の水田跡とした第13層の外、第15・16層の水田跡につい

てのみ発掘調査の対象とした。

水田跡は、主軸を略南北方向に設定しており福岡平野の条里方向に略一致している。水田形状は、

南北方向の水路や畦畔により整然と長方形状に区画されており、一区画の面積もⅠ区調査で検出した

水田跡に比べて大きい。第1～3面の水田区画には大きな変化はみられない。水田面においては、人

間の足跡が顕著に残されていたが、部分的には動物の足跡（牛）も残されていた。

また、土層の堆積状況を把握するために調査区の周壁（南．西・北壁）に沿ってトレンチを設定し

た結果、試掘調査では遺構が存在しないと考えられていた青灰色粘土上面より弥生時代から古墳時代

の遺構を検出した。この面を第4両の遺構面とした。

遺構には畦畔、古墳時代の水路と考えられる溝、弥生時代の洪水の跡にできた小規模な池や水路状

遺構、及びその周辺に生えていた樹木の根株などを検出した。畦畔は、青灰色の粘土を削り出して作

られている。遺存状態は弥生時代後期と考えられる池状遺構に削平を受けており、区画として把握で

きるものではない。

池状遺構のうち長さ16m程の規模をもつSG02からは、木製の農具の鋤．鍬や柵状の遺構を発見

したが、他の池状遺構には池淵に杭列が存在するものもある。

遺物は、池の中より弥生時代の土器などが出土しているO

又、これらの弥生時代の地底の調査中に、更に底より深い位置から倒木や根株などが出現した。こ

の倒木．根株の分布を池SG02の底から出土した倒木を中心にして約120㎡程拡張して調べた結果、

弥生時代の遺構面より約2mの深さにおいて縄文時代の氾濫原及び、埋没林が存在することが判明し

た。これを第5両の遺構面として調査を行った。

埋没林の上位には約150cmを測る厚い砂の堆積が見られた。調査区の範囲は、時間的に余裕が無

かったため最小の広さに限定したが、根株3カ所、倒木27本を検出した。倒木のうち最大の木は、

幹回りが約70cmを測るアカガシがあるO加工を行った倒木も数本存在していたが、その内の1本に

は、根元から約280cmの高さのところで切断加工している箇所があった。

時期を明らかにする遺物は少ないが、根株の周辺より縄文土器や黒曜石片が出土している。

尚、樹木や木製品の樹種分析や科学的な年代測定は外部に委託したが、第5面出土の倒木等放射性

－　21－



炭素14C年代測定による分析の結果、B・P．4800±80年の年代が検出されている。

各種の分析結果については付編の株式会社パリノサーヴェイの資料を参照されたい。

遺　　構　　　第1面

第2面

第3面

第4両

第5両

遺　　物　　　第1両－3面

第4面

第5両

中世の水田跡（8区画）、畦畔、水路跡

古代の水田跡（9区画）、畦畔、水路跡

古代の水田跡（9区画）、畦畔、水路跡

弥生時代後期の水田跡．畦畔、水路跡、池跡、

古墳時代前期の水路跡

縄文時代の氾濫原、埋没林

土師器皿、坏、中国製白磁、青磁片等が出土。

弥生土器壷、甕、木製鋤、鍬、杭、須恵器坏蓋、

土師器高坏、甕片、挟状耳飾り等が出土。

埋没樹木（アカガシ、ヤナギ、クスノキ、コナラ）、

加工痕のある倒木、縄文土器、黒曜石片が出土。

（2）土　層

Ⅱ区の調査に当たっては、調査区の南壁面、西堂面、北壁面の土層観察を行い、水田耕作土の存在

の確認と洪水による砂層の堆積状態を把握することに努めた。客土は約170～180cmの厚さに施

されており、又、現代の水田耕作土も大部分が取り除かれていた。西堂面土層では、この耕作土の下

層は、第18層までは大きな乱れが無く、ほぼ水平な整層を形成している。

現代の耕作土を除いて検出した水田面の数は、南壁面・西壁面の土層では6枚の水田面が、北壁面

の土層では5～6枚の水田面が認められる。すなわち西壁面土層では、第4層灰黄色粘質土（南壁第

4層）、第6層暗茶褐色粘質土（南壁第6層）、第8層暗茶灰色粘質土（南壁第6，層）、第9層茶褐色

砂質土（南壁第7層）、第13層暗灰褐色粘質土・第15層暗茶色粘質土（南壁第30層）、第16層

暗灰褐色粘質土に砂粒多く含む（南壁第23層）の6両が相当する。

発掘調査の対象としたのは、標高約12．20mを測る第13層以下の水田耕作土と考えられる土層

であるが、第13・15層の上層には第11層茶灰色細砂及び、暗褐色粗砂が南側に厚く、北側に薄

く減じながら堆積していた。このことから砂層の堆積をもたらした洪水の方向が、第11層にあって

は南西方向から北東方向に向かって強い流れがあったものと考えらる。

水田跡の第一面と設定した層は、この第13・15層を指しているもので、北側には幅約60cmを

測る畦が認められる。

最下位の水田耕作土・第16層暗灰褐色粘質土の下層は、暗灰褐色砂質土で池状遺構に流れ込む層で

ある。この層の下には基盤と考えていた青灰色粘質土が存在する。池状遺構はこの青灰色粘質土上面

に形成されている。

北壁面土層では、水田面と考えられる土層は5～6層が存在するが、南壁面の土層とは若干様相を

異にしている。北壁面の西側は、現代の耕作土を除いて5両の耕作土が存在し、最下層の標高は、約

11．90mであるのに対し、東側は7両を数える耕作土が存在し、最下層の標高は約11．60mを測る。

これは北壁面の略中央に位置しているSD105を境にして東側が一段低くなっているためでもあるが、
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東側の耕地化が西側に対して早くから行われていたことを示すものと考えられる。

発掘調査の対象とした層は、第10層茶灰色砂質土（西壁面第37層）、第13層灰白色砂質土（西

壁面第50層）、第15層灰褐色砂質土（西壁面第38層）である。第10層の上層には黄白色砂が薄

く堆積し、第13層の上層には灰白色粗砂が厚く堆積していたため水田面の検出は容易であった。

第10・13層の水田耕作土は、西から約7mの所に幅約70cm、高さ約20cmの畦を共有してお

り、第10層の段階では、幅約40cm、高さ10cm程度の畦となっている。しかし、第13層は西か

ら約10mの位置に畦らしき高まりがあることから本来の畦が区画の都合により移動していることが

推定できる。

第16層の暗茶灰色粘質土は、厚さ約20cmを測り、上位に暗褐色砂質土の乱れた層を被っている

が元来同一層と考えられ、水田耕作土の可能性が高い。この第16層の下層には水路状の溝SD127

が作られ、その東側に水田耕作土と考えられる第22層灰色砂質土、第21層灰色砂質土が存在する。

又、第22層と同一層を形成しているのは、第23・25・41・50層であり、汚染や砂粒の混入程

度の違いに過ぎない。この耕作土に伴う水路は、溝SD103の外、溝SD105がある。この溝SD105

からは5世紀代の土師器の高坏などが出土している。これらの更に下層には基盤の青灰色粘質土に掘

り込んだ溝SD103・102・125が存在する。溝SDlO2・103ともに温め構造の土壙が付設さ

れているので第43層の灰色砂質土の耕作土に伴う溝と考えられる。溝SD102．125の間には青

灰色粘土を削り出した畦がある。調査では第4両とした青灰色粘質土上面では同じように削り出した

畦畔を発見しており、同一時期の所産と考えられる。

4両池SG01の底面、縄文時代倒木検出状況
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Ⅱ区西堂面土層名称
1・盛土

2・黒色砂質土（耕作土）
2：2に暗茶灰色粘質土を含む

2：′　2より砂粒が少ない
3．灰黄色砂質土に粘質土を含む

4・暗茶色砂質土
4．3より灰色が強く、粒子が粗い
5．黄灰色粘質土（床土）

6．時茶褐色砂質土（灰色粘質土、鉄分を少し含む）

7．茶灰色砂質土（灰色粘質土、鉄分を少し含む）
8．時茶灰色砂質土（灰色粘質土、鉄分を含む）

8：8に粗砂を多く含む
8：′　8に黄色砂を含む
9．茶褐色砂質土（灰色粘質土、微砂が混入）

9：9に砂粒（鉄分を帯状に含む）
9：9に砂粒を多く含む（帯状に鉄分含む）

9－　9より粗砂多い
10・茶灰色砂質土（灰色粘質土を少量含む）
11．茶灰色細砂

暗茶色粗砂
暗灰茶色粘質土（帯状に鉄分含む）

灰茶色粘質土（砂粒、鉄分を含む）
暗茶色粘質土（鉄分を少量含む）
15より灰色が強い

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

暗茶灰色粘質土に砂、鉄分含む

16より砂粒多く含む
暗灰褐色砂質土（鉄分含む）
17より暗い

青灰色粘土（鉄分を含む）
18より砂粒多い（鉄分を含む）

茶灰色砂質土（青灰色粘土を含む）
20より青灰色粘土を多く含む
暗茶色粗砂層

16より粘りが強い

灰黄色砂質土

黒灰色粘質土（砂、炭化物を含む）
25より明るく細かい（炭化物含まない）
緑色を帯びた青灰色粘土

暗灰色砂質土（灰黄色砂含む）
27より明るい
暗茶色砂質土（灰色粘質土を含む）

灰青色粘質土
灰褐色粘質土に砂粒含む15と同一層
灰色粘質土（砂、鉄分を含む）

32・暗灰色粘質土
32：暗灰色粘質土（砂粒を含む）

32－暗灰色粘質土（粗砂を多く含む）
33．　　欠

34．やや暗い暗灰色粘質土

35．日灰色微砂

36．灰色砂質土
36：灰色砂質土（粗砂を含む）
37．茶灰色砂質土

38・灰褐色砂質土

39．灰色微砂と灰色粘質土の互層
40・青灰色粘質土
41．灰色粗砂
42．暗茶色粘質土

43．灰青色砂質土（黄白色微砂を混入）

44．灰黄色砂質土に灰黄色粘質土混入
45．灰青色砂質土

46．灰黄色砂質土
47．灰白色微砂
48．灰白色粗砂

49．灰白色粗砂と細砂の混合
50・灰白色砂質土

51・黄白色微砂
52・暗茶灰色砂質土（黄色微砂を含む）
53．黒色粘質土

54・暗黄灰色粘質土
55・暗茶灰色砂質土

Fig・10　Ⅱ区西壁面土層実測図（縮尺1／80）
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Ⅱ区南壁面土層名称
1・盛土
2．黒色砂質土（耕作土）
2：黒色粘質土（砂粒を含む）
3・灰青色砂質土
4・灰黄色砂質土
5．茶褐色砂質土（鉄分含む）
6．暗茶灰色砂質土
7・6に灰色粘質土のブロック多く含む。砂粒多い
8・7に白色微砂を含む
9・灰白色微砂
10．灰白色微砂に淡褐灰色粗砂含む
11．時灰色砂質土に灰色粘質土のブロックを含む
12・茶灰色砂質土（粗砂を含む）
13．白色微砂
14・灰色砂質土（粗砂を含む）
15・黄白色微砂に灰白色粘質土を含む
16．黄白色粗砂
16：黄白色砂
17・黄白色微砂
18．白色微砂に灰色粘質土ブロック混入

19・17に灰色粘土を含む
20．灰色粘質土ブロックと黄白色粗砂の混合土

21．灰色粘質土
21：灰色粘質土に微砂と鉄分を含む
22．21より暗く、茶灰色粘質土を含む
23・暗灰色粘質土

24・灰青色粘質土
25．16より粒子が粗い

26．黄色粗砂
27．青灰色粘土
28・青白色砂

29．灰色粘質土に茶褐色粘質土混入（原上）
30・茶灰色砂質土
31・灰褐色粗砂

32．灰色粘質土に微砂混入

32：灰色粘質土に微砂を多く含む
33・暗青灰色粘質土（砂粒を含む）
34．時灰色粘質土（砂粒を含む）

34：暗灰色粘質土に微砂を含む
35・暗灰色砂質土（一部黄白色微砂を含む）
36．灰白色砂

36：灰白色粗砂
37．灰褐色砂質土

38．青灰色砂質土と茶灰色砂の互層
39．時灰青色粘質土（砂粒を含む）
40．茶灰色粗砂（互層をなす）
40：茶灰色粗砂

41．茶灰色粗砂に青灰色粘土を含む
42．青灰色粘土に白色微砂を含む

43．やや青みを帯びた灰色粘土
44・暗灰褐色砂質土

45．灰白色粘質土
45：灰白色粘質土に砂粒が多い
46．青みがかった自灰色砂質土

47．灰青色粘質土
48．青灰色粘土に灰褐色微砂を混入
48：青灰色粘土に灰白色微砂を含む

49．灰青色粘質土に微砂を含む
50．黒灰色粘質土に粗砂を含む

51・茶褐色粘質土に灰色粘質土含む
52．黒褐色粘質土（砂粒多い）
52ニ　52より暗い

53．灰白色微砂に暗灰色粘質土を含む
54．暗灰色粘質土に黄白色微砂と炭化物を含む（34′と同一層）

55・暗灰色砂質土
55：暗灰色砂質土に微砂を含む
55：′暗灰色砂質土に粗砂を含む

56．灰色粘質土に白色微砂の互層
57．灰白色砂質土
58・黒灰色砂質土

59・灰白色粗砂に黒灰色粘質土の互層
60．黒灰色粘質土

60：黒灰色粘質土（シルト質）
61・黒灰色粘質土に黄白色微砂を含む
62・黄灰色砂質土

63・灰色砂質土に白色微砂を含む
63：63より暗い

64．灰白色砂質土ブロックと黄白色微砂の混合土
65．灰褐色粘質土
66・茶灰色砂質土に茶灰色粘質土ブロックを含む

Fig・11　Ⅱ区南壁面土層実測図（縮尺1／80）
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この青灰色粘質土又は、灰色粘質土からは第4両で検出した池状遺構が掘り込まれている。同様な

ことは南壁の土層にも見られ、調査区の南側をこおいて池状遺構SGO1．02及び、Pit群が存在した。

当初は基盤をなす堆積層と考えていた青灰色粘質土において弥生時代から古墳時代の遺構が形成され

ていること自体が新たな発見であったが、この層の厚さは約70cm程度であり、その下層には縄文時

代の埋没林を包含した厚さ約150cmを測る砂層が堆積をしていた。この砂層が洪水によることは明

らかであるが、その原田が環境の変化によるもであることも判明したが、詳細は「（3）第4両の調査」

の項で述べたい。

2．遺構・遺物説明

（1）第1両の水田跡

発掘調査は、残土処理から南半分と北半分に分けて行った。調査対象とした耕作土は、第13・15

層暗茶褐色粘質土・暗茶色粘質土層である。これらの層の上面には第11層の茶灰色細砂層と第12層

の暗褐色粗砂層が堆積していた。砂層の厚さは、南側が厚く約20cmを測るが、北東側はこれらの砂

層があまり被っていないため水田SSO3・05・04の畦畔検出は容易ではなかった。よって、水田

SS03については畦畔を明確にできなかったため規模の大きな長方形水田区画となっていくる。

第1両のほぼ東西方向には幅2mを測る農道が存在する。この道は北から南に傾斜しており近世・

現代の農道と考えられる。

水田区画は全て長方形状を呈しており、畦畔及び、水路によって区画されている。水田跡SSO6．

02・01の東側には水路を伴った畦畔が形成されているが、　畦畔の幅も広く農道としての役割も

あったことが想定できる。

水田SS04とSS03を区画する畦畔は、途切れているが、その意味するところは不明である。水田

SS07とSS03にまたがった矩形な形状に畦が作られているが、切り合い状況から前後関係を判断す

ることはできなかった。

畦畔は、ほぼ東西南北方向に作られており、その主軸方向はN32°Wにあり、福岡平野の条理方

向にほぼ一致する。

①　水田跡（SS）

SSOl～SSO8（Fig．12）　水田面は、ほぼ平坦であるが南側がやや高くなっている。水田面

の標高は12．09mから12．21mを測る。

水田SSO6・07・08は、いずれも南側が東西方向の畦を共有している。SS08とSS05の境の畦

には水口の切れ目がみられる。SS08とSS05の西側を形成する畦畔は直線的なつながりをもってお

らず、食い違いになっている。水田SS02は、南北長24mを測るが、南のSS01との境の畦には水

口が設けられている。この水口のSSO2側には水落状の窪みが幾つかできており、水流の方向がSS01

から3so2方向に流れていたことが分かる。SS05は、南北長19．3m、東西方向の最大長13．5m

水田であるが、SS04との境の畦畔にはトレンチにより削平を受けていることもあって、水口の構造

は不明である。この水田SS05からSS01の水田をつなぐ北側の畦畔は、直線的につながっておらず、

大きく食い違っている。
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又、水田SS05には畦に伴う水路状の溝SDO1・04・05が存在する。その他に水田SS05を切っ

ている溝状の遺構としてSDO6・07があることなどから、これらの溝は第1面の水田跡に伴う溝で

はなく、後世の水田区画に伴う溝と考えられる。溝SD11の覆土は、砂質土と砂層で構成されてい

るが、上面は青灰色粘土で覆われていることから元来の溝が埋められて農道が形成されていたことが

推定される。

畦畔は、最大のものは溝SD11に伴う畦で幅40cmから100cmを測り、断面形は梯形状を呈して

いる。先述したしたように溝SD11は、農道状の遺構になる可能性をもち、その幅は103卯、高さ

15cmを測るものと考えられる。

②　溝（SD）

溝は、水路として用いられたもの、その他後世の水田区画に伴うものと考えられる溝を6条検出し

た。また、溝SD11は、当初の水路が農道に付け替えられた可能性をもつものである。

溝からはTab．3に示したように遺物が出土した。

SDOl（Fig・6．13）　調査区の西南部隅に位置しており、略南北方向の溝である。覆土は褐色

粘質土を主体にしており、下層に微砂層と粗砂層が存在する。溝幅76cmを測り、溝底は一定してい

る。

SDO2（Fig．6・13）　調査区の北側に位置し、略東西方向の溝状遺構であるO畦畔の基盤をな

すもので溝としての機能はない。幅は44cmを測る。

SDO4（Fig．6・13）　調査区の北側に位置し、略南北方向の溝である。水田SS05とSS08の

境をなす東西方向の畦畔の中央にある水口に取り付いている溝で、水田SS08からの水流の方向を示

しているのであろう。溝の断面形はレンズ状もしくは、逆梯形状を呈している。溝の幅は45cm、深

さは8cmを測るO覆土は灰褐色粘質土を主体にしている。

SDO5（Fig．6・13）　調査区の北側に位置し、溝SD04に平行して存在する略東西方向の溝で

ある。溝の南側の先端は溝SDO6・07に接している。溝の断面形は逆梯形状を呈し、幅は41cm、

深さは11cmを測る。覆土は灰褐色粘質土を主体にしている。

SDO6（Fig．6・13）　調査区の北側に位置し、略東西方向の溝である。水田SS03とSS05の

境をなす南北方向の畦畔の中央を横切る形に存在する溝で、後世の区画水路と考えられる。

溝の断面形は、逆梯形状を呈している。溝の幅は82cm、深さは10cmを測る。覆土は灰色粘質土

を主体にしている。

SDOワ（Fig・6・13）　調査区の北側に位置し、溝SD07に平行して存在する略東西方向の溝で

ある。水田SS03とSS05の境をなす南北方向の畦畔の中央を横切る形に存在する溝で、東西から南

北方向に矩形に曲がっている。後世の区画水路と考えられる。溝SD06と一体として機能したもの

と考えられる。
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第1面　調査区南側全景（北から）

第1面　調査区北側全景（南から）
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Fig．12　Ⅱ区第1面遺構配置図（縮尺1／300）
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第1面の人の足跡（南から）

第1面の動物の足跡（南から）
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L＝12．333m E

SDOl

SDO1土層名称

土　褐灰色粘質土（細砂を含む）

2．1と同じ

3．1に灰青色粘質土を含む

4．粗砂層

5　灰白砂シルト微砂層

N L＝12．333m S

∃三三：≡≡≡巨

SDO2土層名称

1．褐灰色粘質土

2．灰青色粘質土

E L＝12．333m W

＝≦ここ三三Z〒

E L＝12．333m W

S L＝12．333m N

≡⊆＝≡⊇≡

SDO4A土層名称

1・灰青色粘質土

2．褐灰色粘質土

SDO5土層名称

1．暗灰褐色粘質士

2．灰青色粘質土（砂混じり）

SDO7土層名称

1・灰褐色粘質土

2．微砂層（灰色粘質土混入）

E L＝12．333m W

L＝12．333m S

SDO4B土居名称

1．暗灰褐色粘質土

2．灰色粘質上

3．暗灰青色粘質土（地山）

4．微砂層

SDO6土層名称

1．暗灰色粘質土

2・暗灰色砂質土

SDO6

Fig113　Ⅱ区第1面溝断面土層実測図（縮尺1／20）

溝SDO1①　土層面の状態（南から）

溝SDO1②　土層面の状態（南から）
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溝の断面形は、逆梯形状を呈している。溝の幅は45cm、深さは9cmを測る。覆土は灰褐色粘質土
）

を主体にしている。

SD11（Fig．6・13）　調査区の西側を略南北方向に貫流する溝で、両側に幅40cmの畦を伴っ

ている。溝の幅は最大で145cm、深さは最大で17cmを測る。断面形はレンズ状を呈しており、覆

土は粗砂もしくは、砂質土を主体としている。しかし、溝の上層・上面は青灰色粘質土に覆われてお

り、しかも蒲鉾状に覆土が盛り上がっていることから溝が埋没した跡は、農道として利用されていた

ことが考えられる。

遺物は細片に過ぎないが、弥生土器が出土している。

（2）第2両の水田跡

調査対象とした耕作土は、南壁面土層の第23層暗茶灰色粘質土層である。標高は12．70mから

11．87mを測る。この層の上面には砂層の堆積があまり被っていないため水田面の検出は容易では

なく、共用されていた畦畔を頼りに水田面の把握を行った。

水田区画は全て長方形状を呈しており、畦畔及び、水路によって区画されている。基本的には第1

面の水田区画と大きな変化はないが、水田SS03の中央に東西方向の畦畔が存在し、方形区画が顕著

である。一枚の水田区画の面積は306㎡を平均とする規模が推定できる。

これらの水田区画の方向・位置とは一致しない畦畔も存在しており、それは水田SS08と水田SSO3

Bを貫いて矩形を呈する畦畔や、更には水田SSO3Aの南側において溝SD13に対して斜行する東西

方向の畦畔が相当する。これは方形区画に整備される以前の区画もしくは、小区画段階の水田畦畔と

考えられる。

溝SD13は、上面で検出した溝SD11を継承するものであるが、この段階では水路として機能し

ており、両側には畦が伴っている。

W L＝11．572m E

W L＝11．472m E

E L5＝12．427m W

SDll（①土層名称
1．青灰色粘質土
2・暗黄灰色粗砂
3．灰青色砂質土

SDll　②土層名称
1．青灰色粘質土
2．暗黄灰色粗砂
3．灰青色砂質土
4・青灰色粘質土

SDll　③土層名称
1．時灰色砂質土
2．灰白色微砂
3．灰貴色砂と灰色砂混入
4．灰黄色砂に灰色砂質土混入
5．灰色砂質土
6・灰黄色微砂
7・灰茶色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

Fig．14　Ⅱ区溝SD11断面土層実測図（縮尺1／20）
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Fig．15　Ⅱ区第2面遺構配置図（縮尺1／300）
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第2両　調査区南側全景（北から）

第2両　調査区北側全景（西から）
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Ⅱ区2面SSO3B水口部分（北から）

Ⅱ区2面SDO1（南から）
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畦畔の方向は、第1面の水田跡と変わらないが、水田SS06とSSO3Bの南側にある略東西方向の

畦は直線的に設けられている。しかし、SS02の南側の畦畔とはカギ形に食い違っている。

水口はそれぞれの水田区画に認められ、畦畔と水路、或いは畦畔が交わる部分に設けられている。

水田SSO1．02・06は、溝SD13の西側畦畔に沿って設けられており、水田SSO2・06・03B

の水口は、水田SSO3Bの西北隅の一カ所に集中している。SSO3Aは水口から導入する溝が設けら

れている。同じくSSO3Aの水口は、溝SD13と東西の畦畔が交わる所に設けられ、北側の水田SSO3B

の南側の水口ともなっているO SS06とSSO3Bとの境をなす畦には、北側先端と南側端に水口が設

けられている。

畦畔は、最大のものは溝SD13に伴う畦及び、SS05とSSO3Aの境をなす畦畔が相当し、最大幅

は75～80cmを測り、断面形は逆梯形状を呈している。

①　水田跡（SS）

SSOl・02・06（Fig．15）　略南北に縦列した水田区画で、水田面はほぼ平坦であるが、SS

O2側がやや高くなっている。水田面の標高は12．03mから12・06mを測る。

これらの水田区画は長方形状を呈しており、いずれも水口は、それぞれの区画の境をなす東西方向

の畦畔が東側の南北方向の長大な畦畔に接する部分に設けている。水口の幅は40～50mである。

SS06の水口には水落ち状の窪みがある。

水の取り入れ方向がSS02からSSO6方向に流れていたことが分かる。

SSO3A・B（Fig115）　略方形に近い長方形状を呈した水田区画である。水田面の標高は約

12．10mを測る。SSO3B水田のみが唯一区画面積が判明しており、約153㎡をはかる。上面の第

1面では二つの水田区画の畦畔は存在せず、大区画として利用されていた。

水口は、SSO3Bにおいては三カ所に設けられているO　この水田区画内には、SS08から伸びて矩

形に形成された畦畔が存在する。この畦畔は、幅が60cm、高さ5cmを測る。水田耕作土の上面では

明確に検出できない程、細くて、低い畦であることや区画位置のずれ、区画の規模が小さいことなど

から第2両の水田区画に先行する畦畔と考えられる。又、SSO3Aの西南隅にも溝SD13に対して斜

行する畦畔を検出している。この畦畔は溝SD13の東に沿った畦に連続して繋がっていることから

SSO3A以前に古い区画が有ったことを証明している。

SSO4・05・08（Fig・15）　水田面の標高は12．05～12．15mを測る。SSO4・05はSSO3

Bと同様に略方形状を呈している。いずれも水田の区画面積はSSO3Bと同じ規模と考えられる。SS04

の水口は、SSO3Bと境をなす南北の畦畔の両端に設けられているが、北側のSS08との境の畦畔で

は確認できなかった。

SS05とSSO3Aとを区画する南北の畦畔は、第1面の水田区画の畦畔をそのまま利用しているがi

畦畔が短く南側が大きく空いているのが疑問である。

②　溝（SD）

水路として用いられた溝を1条のみ検出した。また、この溝SD13は、第1面においても利用さ
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れており上下に重複した溝である。

溝からは遺物の出土はなかった。

SD13（Fig．14・15）　調査区の西側で、水田SSO1・02の東側にそっている南北方向の溝

であるが、重複する上層の溝SD11のように溝が貫通していない。すなわち水田SS03とSS01の境

をなす畦畔に付随し、又SSO3Bの水口から伸びる導水状構造の溝が相当する。

覆土は暗灰色粘質土を主体にしており、下層に微砂層と粗砂層が存在する。

溝の断面形は、逆梯形状を呈している。溝幅は、南側では100cm、北側では120cmを測る。SS

O3Bの西側では溝を作る畦が明白ではなかったが、元来は南側の溝に繋がるものとを考えられる。

（3）第3両の水田跡

調査対象とした耕作土は、南壁面土層の第24層暗灰褐色砂質土層である。標高は11．90mから

11・80mを測る。この層の上面には砂の堆積が非常に薄く、微砂程度が被っているにすぎないため

水田面の検出は容易ではなかったが、土質の違いや畦畔を頼りに水田区画の把握を行った。

水田面は、略平坦であるが、若干水田SSO3A側が高くなっている。水田区画は、基本的には第2

両の水田区画と重複しており、大きな変化はないが、西側にあった南北方向の水路としての溝はまだ

作られていない。水掛は全て水口により対応している。水田区画は全て長方形状を呈しており、畦畔

によって区画されている。一枚の水田区画の面積は153㎡を平均とする規模が推定できる。

畦畔は、最大のものは水田SS05とSSO3Aの境をなす畦畔が相当し、最大幅は110cmを測る。

畦畔の断面形は逆梯形状あるいは蒲鉾状の丸みを呈している。畦畔の方向は、第2両の水田跡と変わ

らない。畦畔の移動を見てみると第2面の水田SS06とSS02の間に存在した畦畔は、この面では存在

しないため水田SS02とSS06が一体化した広がりとして把握したが形状に疑問が残るところである。

また、2両に存在した水路SD13は、この面では存在しないだけではなく、2本の平行する畦畔

の南側に数条の水路として存在する。この水路は南方向に排水するものである。SS02の東側の畦畔

はより直線的であるが、その南に断続的に続く2本の畦の内、東畦は「くの字」形に曲がっている。

水田SSO3AとSS05の境をなす畦畔は、上層の第2両よりも南北に長く、北側は東西の畦畔に接し

ており、水口の構造はない。

又、SSO3Bの北側の畦畔は西端をカギ形に曲げており、水流の調節の役目をしている。同様にSS

O3BとSS04の間の畦畔の南端部分もカギ形に曲げている。

水口は、それぞれの水田区画に認められ、畦畔が交わる部分に設けられている。SSO3Bの南側の

略東西方向の畦畔と交わる所には、水田SS01やSSO3Aの水口が集中している。しかもこの水口が

集中する交点には、温め構造と考えられる土壙SK01が存在する。土壙周囲には土留めの木杭が打

たれていた。調査区北東側の水田SSO8・09・04．03Bを区画する畦畔が交わる部分には水口が

認められず、調査上の疑問が残るところである。

①　水田跡（SS）

SSOl・02・06（Fig．16・17）　調査区西側にあって略南北に縦列した水田区画であるが、第
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Fig116　Ⅱ区第3面遺構配置図（縮尺1／300）
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2両では存在したSS02とSS06を区画する畦畔がなく矩形をした規模の大きな水田区画となってい

る。SSO9・SS08の南側を東西に連続する畦畔の状況から畦の存在は疑いのないところであるが、

調査では把撞し得なかった。

水田面はほぼ平坦であるが、水田SSO2側がやや高くなっている。水田面の標高は約12・00mか

ら約12．00mを測る。これらの水田区画は長方形状を呈していると考えられ、水口は、SS02の東

側を区画する東西方向の畦畔の北端部分とSS01との境をなす東西畦畔が南北畦畔と交わる部分に一

カ所ある。

水の取り入れ方向はSS02からSSO1方向に流れていたことが推定できる。

又、水田SS01には東側の短い畦畔に伴って水路状の数条の溝が存在する。この溝に伴う畦畔は検

出できなかったが、南北に平行して設置された畦畔の間が水路として用いられていた可能性がある。

水路の排水は北から南方向であることを示している。

SSO3A・B（Fig．15）　第2両の水田区画を継承しており、大きな変化はないO標高は02．00

－12．09mを測る。略方形に近い長方形状を呈した水田区画である。SSO3B水田のみが唯一区画

の全景が明らかであるが、形状的にはSSO3A・04・05は、同一規格．形状と考えられる。SSO3B

の面積は、約320㎡を測る。

水口は、SSO3Bにおいては三カ所に、SSO3Aは二か所設けられている。SSO3Bの水掛の流れは

西北隅のSS06との境の水口から水を取り入れ、南西隅のSS02と境をなす水口と東南隅のSS04と

境をなす水口から排出することが推定できる。SSO3Aの水掛の流れは北西隅の水口から水を取り入

れ、SS05との境をなす水口より排出していると考えられる。SSO3Bの西南隅に存在する不定形の

第3面調査区南側全景（北から）
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畦a断面土層（東から）

L＝12．303m N

VV L＝12．303m E

W L＝12．303m E

W

aの土層名称

1・茶褐色砂質土（粗砂含む）

2．茶灰色砂質土

3・白黄色粗砂層

4．茶灰色粘質土（鉄分、炭化物含む）

5．白黄色粗砂層（3より細かい）

6．灰茶色砂質土

7．灰茶色粗砂層

8．灰色シルト層（鉄分を含む）

9．灰色シルト層

bの土層名称

土　茶灰色砂質土

2．灰白色微砂

3．2より粒子粗い

b　4・3と同じ

5．暗灰色シルト層

6．5に白色微砂を含む

Cの土層名称

11暗茶色砂質土

2．灰褐色粘質土

3．灰色シルト層

4．茶褐色粘質土（鉄分を含む）

5・4に灰色シルトを含む

L＝12．303m E

一三一　、3、　一二・一一　一

E L＝12．303mW

畦g断面土層（北から）

N L＝12．303m S

fの土層名称

1．灰色シルトに白色粗砂層を含む

2．灰色砂質土

31茶灰色砂質土（灰色シルト混入）

4．灰色粘質土（鉄分を含む）

5．暗灰色粘質土（密）

6．茶灰色砂質土

L＝12．303m W

dの土層名称

1．暗灰色シルト層

2．灰色粘土プロノクと灰白色微砂

3．茶灰色粘質土（一部灰色シルト混入）

eの土層名称

1．灰褐色砂質土（鉄分を含む）

2．1に灰白色微砂を含む

3・2と同じ

4・茶灰色粘質土と黄白色粗砂

5．4より灰色が強い

6．茶灰色粘質土に微砂混入

7．白色微砂層

8．灰褐色粘質土

9．黄白色粗砂層

gの土層名称

1．茶灰色砂質土

2・灰褐色粘質土

3．灰色粘質土

4．3より暗い

5．灰色シルト層

6．白色微砂層

Fig．17　Ⅱ区第3両畦断面土層実測図（縮尺1／20）
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土壙は水路への排水或いは、それぞれの水田区画への入排水を調節する弁の役目を担っていた可能性

がある。

この水田SSO3Bの区画内には、SS07から伸びて矩形に形成された畦畔が存在することは、第2

両の項で述べたところである。この畦畔は、幅が55cm、高さ32cmを測り、第2両においては明確

に検出できない程、暖味な状況であったが、第3両では畦畔を明瞭に判別できた。区画位置のずれ、

区画の規模が小さいことなどから第3両の水田区画よりも更に先行する畦畔と考えられる。

又、SSO3Aの西南側を区画する畦畔は、既に上面の第2面にても検出していたが、ここでは「く

の字」形を呈した略南北方向の畦であるど判明した。この畦畔は水路と考えられる溝SD13の流路

に規制を受けたため「くの字」形に形成されたものであろう。SSO3A以前の古い区画が有ったこと

を証明している。

SSO4・05・08（Fig．16・17）　水田区画SSO4・05は、SSO3Bと同様に略方形状を呈し

ている。

いずれも区画面積はSSO3Bと同じ規模と考えられる。水田面の標高は約12・00－約12・10mを

測る。SS04の水口は、SSO3Bと境をなす略南北の畦畔の両端に設けられ、流水の受け口として機

能している。南側のSS05へ排水する水口は検出できなかった。又、北側のSS08との境をなす畦畔

においても水口の確認はできなかった。

SS05とSSO3Aとを区画する南北の畦畔は、第1・2両においても検出した水田区画の畦畔に重

複して利用しているが、第1・2面の畦畔に比べて南側に長く伸びている。このSS05の水口は南側

の一カ所の他は不明である。

②　溝（SD）

水路として用いられたと考えられる重なった複数の溝を検出した。また、この溝は、第1・2両で

検出した溝SD11．13に重複す右ものである。よって、当初はSD13の底面部分が遺存していたも

のと考えていたが、この溝の北側に存在する略南北方向の平行した二本の畦畔に接続することから第

3面の水田に属する遺構と見倣した。

溝からは遺物の出土はなかった。

3両水田のウシの足跡
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土壙SK301（北から）

L＝12．303m
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Fig．18　Ⅱ区第3面土壙SK301実測図（縮尺1／60）
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SD303（Fig．16）　調査区の西南側に位置し、水田SS01とSSO3Aの境をなす2条の畦畔の

南側に接続する溝である。3～4条の小溝が重なった様にみえるが、流水による溝底面の起伏が平面

的に複数の溝に把握されたものであろう。略南北方向の溝で、水田SSO3AとSSOlの境をなす2条

の平行する畦畔の南側に付随する。二本の平行する畦は、内側の幅が100～200cm、深さは約10cm

を測り、SSO3Bの南西隅に設けられた水口及び、水量調節をおこなったと考えられる土壙SK301

から排出される流水を受ける導水状構造に相当するものであろう。

溝の覆土は灰白色砂と茶褐色粗砂を主体にしている。

断面形は、レンズ状を呈している。溝幅は、最大で3・8m、現存長7．4mを測る。

遺物は、土器の細片のため時期が特定できない。

③　土壙（SK）

調査区西南側の水田を区画する略東西方向の畦畔と南北方向の畦畔が交わる部分において水口から

の入排水の調節を行ったと考えられる土壙を1基発見した。

SK301（Fig・18）調査区の西南側に位置する。水田SS02とSSO3Aを区画する略南北方向の

畦畔とSSO3AとSSO3Bを区画する略東西方向の畦畔が交わる部分には四つの水田区画の水口が集

中している。又、この部分の南側には排水施設と考えられる平行した畦畔が南北に設けられている。

これらからこの土壙SK301は水口からの入排水を調節する施設と考えられる。

土壙の平面形は、不整の円形を呈し、壙底・法面は一定しておらず、起伏が著しい。断面形は逆梯

形状であるが、凸凹している。

土壙の最大径は430cm、深さは21cmを測る。

去．　－一一一一一。l＝＝土手

〒謬三一守一
′／奉÷3　＼＼5本ク

－一頭1≡
月

Fig．19　Ⅱ区第1・2面出土遺物実測図（縮尺1／3）
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（4）第1．2両の出土遺物

遺物の出土量は非常に少ない。1・2は2面水田跡、4・5は1面水田跡、6～9は1両遺構の溝

SDO2出土。10は3両水田跡出土である。

須恵器坏（Fig・19－1・2）1は鹿部片で、断面がコの字形の高台を貼り付けている。体部は

丸みをもっている。2は口縁部片で、体部との境に屈折をもち、先端は内傾気味である。

土肺器坏（Fig．19－4～6．10）　4・5は糸切り底の坏で、4の復元底径は10cm、5の復元

底径は9．7cmを測る。6はヘラ切り底の坏で、底径は小さく、復元径は7cmを測る。10は同じくヘ

ラ切り底の坏で、底径は9．6cmを測る。

瓦質土器摺鉢（Fig・19－7）　口縁部は肥厚し、外面はナデ調整で、内面はヨコハヶ調整である。

内面には卸目がつけられている。

染付け碗（Fig・19－8）　肥前染付けの碗で、外面に梅花文を措いている。口径は8．6cmを測る。

陶器壷（Fig・19－9）　中国製の施釉陶器の壷である。鹿部は上げ底になっており、露胎である。

外面には灰色の釉が薄く施されている。

（5）第4両の遺構

第4面は、調査区西壁面に沿ったトレンチの土層観察によって青灰色粘質土から掘り込まれた遺構

を確認した。従来、周辺の調査では青灰色粘質土層には遺構が存在しないと見倣されており、確認の

ために第3両の水田遺構の調査終了後に調査区の一部を幅広いトレンチ状に掘り下げ、青灰色粘質土

面を表出したところ柱穴状のPitや池状の遺構を発見した。よってFig．20に示す様に範囲を拡張し遺

構の確認に努めた。

第4面の遺構面である青灰色粘質土上面の標高は、11・62mを測る。地表から遺構面までの深さ

は約2．90mである。発掘調査面積は、約1，330㎡である。

確認した遺構は、池状遺構7基、土壙18基、水路状の溝4条、畦畔、柱穴状のPi tなどを発見

した。

①　池状遺構（SG）

調査区の全体に分布しており、特に南半分には大型の遺構が存在する。分布状況や遺構底面の状態

から河川の氾濫又は、蛇行によって形成された掘り込みが三日月湖的に遺存したものと考えられる。

南側に大型の遺構SG01とSG02が存在し、北西側境界地には、幅広い河川状の起伏に富んだ池状

遺構群が分布するO

これらの池状遺構は、いずれも境界地にあることや規模が大きいことなどから全形は不明である。

このような遺構は全部で7基発見している。
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Fig120　Ⅱ区第4両遺構配置図（縮尺1／300）
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Ⅱ区　北壁面土層名称

1・黒色砂質土（耕作土）
2・灰黄色砂質土（床上）
3．黄灰色砂質土

4．暗茶灰色砂質土
5・黄白色砂（粒子が細かい）

6・暗茶灰色砂質土（粗砂）
7．　　欠

8．灰褐色砂質土
9．灰色砂質土
10．茶灰色砂質土

11．黄白色微砂
12．灰白色粗砂と細砂の互層

13．灰白色砂質土
14・灰青色砂質土

15．灰褐色砂質土
16．時茶灰色粘質土

17．暗茶灰色砂質土
18．時茶色粘質土

19．暗灰色砂質土（中粒子）
20．黒色粘質土
21．茶灰色砂質土（粗中粒子）

22．灰色砂質土（中粒子）
23・暗灰色砂質土

24．時茶褐色砂質土（微砂を含む）
25・灰色砂（中粒子）
26．黄白色微砂

27・灰色微砂

28．黄白色砂

29．灰色粘質土（細砂含む）

30．灰褐色砂質土（粘性あり）

31・灰青色砂質土

32・灰色砂質に膏灰色粘土混入

33・黄灰色砂（中粒子）

34．青灰色粘質土

35・黄灰色粗砂

36．黄灰色砂質土

37．灰黄色砂質土

38・灰褐色砂質土

39．黄白色砂質土

40．黒灰色粘質土

41．灰色砂質土と茶灰色砂の混入

42．灰色砂質土（粘性あり）

43．灰色砂質土と茶灰色砂の混入

44・灰白色砂質土（細砂を含む）

45・茶灰色砂

46．灰色砂質土

47．45より粒子が細かい

48．茶灰色粗砂（粒子大）

49・暗灰褐色砂質土

50・16より灰色強い

51．35より粒子粗く、暗灰色粘質土を含む

Fig．21Ⅱ区北壁面土層実測図（縮尺1／80）



第4面　調査区南側全景（南から）

第4面　調査区北側全景（南から）
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遺物は、池SG01から弥生時代の土器片が、池SG02からは弥生時代の土器の他、木製品が出土

している。他の池状遺構からも散発的に弥生土器片の出土が見られるが、量は少ない。

南西側のSGO4～SG07は、幅155cm、深さ90cmを測る浅く、大きな落ち込みの下から検出した。

池状遺構SG06とSG04の接する部分や、SG07の北側には略東西方向の杭列が存在する。これら

の事から池状遺構SGO4～SG07は、一体化したものと捉えられ、生活に利用されていた河川状遺

構が遺存したものと考えられる。

SGOl（Fig．20・23）　調査区の東側隅に位置しており、東側に伸びる。平面形は不整楕円形

で、断面形は逆梯形であるが、西側法面は階段状になっている。南側の境界地にあるSG08とは一

連の遺構と考えられる。規存長は約10．30m、幅は約7．6m、深さは約2．0mを測る。遺構上面

の標高は約12mを、底面の標高は10mを測る。

覆土は、Fig．11の土層で観察すると中位で大きく分離できる。標高10．7mを測る土層中位に

は暗灰色粘質土や暗灰色砂質土、及び灰白色粗砂や微砂が約50cmの厚さに互層を成して堆積してい

ることから一時的に底を成していたと考えられる。その上層は暗灰色粘質土を主体としているのに対

し、下層は黒灰色粘質土や黒灰色砂質土を主体としていることから池状遺構の埋没時期が二段階に別

れていたことが判断できる。

遺物は、上面からは土師器皿．高坏、黒曜石、鉄滓などが、下層より弥生時代後期の高坏の他、流

木等が出土した。

尚、池底の調査において、底面に分布していた粗砂層を掘り込んだところ複数の倒木が出現したO

これが第5面遺構の発見に繋がる契機となった。

SGO2（Fig・24・25）　調査区西側の境界地にある。平面形は、不整楕円形を呈し、凸凹して

いる。　断面形は逆梯形である。池状遺構SGO4～SG07とは一連の遺構と考えられる。

池の肩の標高は約11．7m、底面の標高は約10．0mを測る。現存長は約16．0m、幅は約13．0m、

深さは約1．60mを測る。

この池状遺構の上面及び、肩の部分には根株が存在していた。北側と西側の池肩に各一カ所、池中

央の上面に一カ所存在する。樹種の同定については、付編を参照されたいが、分析によると根株1が

アカメガシワ、根株2がヤナギ属、根株3がコナラ亜属であった。

池の西壁面土層の観察によれば、中位の標高11・40mを測る部分は暗灰褐色砂質土及び、粘質土

や黄灰色粗砂及び、黄灰色微砂が互層を成している。厚さは約20～30cmを測るが、堆積状況から

この互層を成す部分が或る時期において底面を形成していたことが考えられ、これより下層は埋没時

期を異にするものである。上面で発見した根株は、上層の堆積時期に伴うものであろう。

池底には粗砂層が表出しているが、この粗砂層は、池の法面下端の下にもっぐているので池状遺構

よりも古く形成された層と判断できる。第5両検出の埋没林上層部の粗砂層を形成する層である。

土砂の流れ込みは、西南、西北方向からと推定できる。

又、池の底近くには流木や杭、鋤．鍬などの木製品が散布していた。杭のうち幾つかは打ち込まれ

たものもあった。池の西側法面には小規模の柵が東西方向に設けられていた。柵は、西側が未調査の

ため不明だが現存長は約160cmを測り、東側先端は池中央に向かって崩れ落ちていることから池岸

から突堤状に作られた構造と考えられる。

遺物は、上層より鉄滓を出土、下層より縄文土器、弥生土器甕・高坏片などを出土している。その

－　54　－



Fig．22　Ⅱ区第4両池SGOl東壁面土層実測図（縮尺1／80）
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Fig・23　Ⅱ区第4面池SGOl実測図（縮尺1／100）
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Fig.24　Ⅱ区第4面池SGO2西壁面土層実測図（縮尺1／40）
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Fig．25　Ⅱ区第4面池SGO2実測図（縮尺1／100）
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池SGO2上端根株1の出土状況（南から）

池SGO2内鍬柄の出土状況（北から）
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池SGO2西壁面土層（東から）

柵検出状況（北から）

SGO2内土層名称

1．黒色粘質土

2．1に青灰色粘土を含む

3．青灰色粘土

4．暗茶灰色粘質土

5．暗茶色砂質土

6．灰黄色砂質土に暗茶色砂質土を含む

7・灰黄色砂

8．茶色粗砂

9・茶色砂

Fig．26　Ⅱ区第4面池SGO2内の柵断面実測図（縮尺1／30）
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Fig127　Ⅱ区第4面池SGO4～07実測図（縮尺1／120）
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他、鋤・鍬．杭・建築材・板状製品の木製品・自然木が多く出土しているO

SGO3（Fig120）調査区の南西側の境界地に位置する。全体形は不明であるが、平面形はほぼ

不整楕円形を、断面形は逆梯形状と推定できる。現存長は4．20m、幅1．3m、深さ0．44mを測る。

遺物には、土器は出土していないが、木杭が出土しているO

SGO4（Fig．20．27）調査区の北西側の境界地に位置する。池状遺構SGO5～SG07と一体

を成す遺構と考えられる。少なくとも北側のSG06とは連続している。又、この遺構は西側にも広

がりをもっている。床面の深さは一定しておらず、起伏が著しい。

平面形は不整形を呈し、底面の深さは一定していない。断面形は、浅いところではレンズ状又は、

逆梯形状を呈しているが、法面の起伏は著しく滑らかではない。法面の一部には木杭が打ち込まれて

いた。

現存長は4．20m、幅は1．30m、深さ40cmを測る。遺物の出土内容からこの遺構の埋没時期も

二時期に別れる可能性がある。

遺物は、弥生時代後期の甕・二重口縁壷片や古墳時代の土師器甕・壺片の他、木製品の平鍬などが

出土している。

SGO5（Fig．20・27）調査区の北側に位置する。池SG07に連続する遺構で、本来は一体化

したものと考えられる。平面形は不整形を呈し、底面の深さは一定していない。断面形は、深いと

ころでは逆梯形を、浅いところでは摺鉢状を呈している。

現存長は、8．30m、幅6・30m、深さ87cmを測る。

遺物は、弥生土器の甕．高坏、土師器の甕、瓦質土器の甕などが出土している。

SGO6（Fig・20．27）調査区の北側境界地に位置し、池SG04に連続するものである。覆土

は、調査区北壁面の土層によれば暗灰褐色粘質土、黒色砂質土を主体としている。

平面形は不整楕円形を里し、壙底の深さは一定していない。法面に起伏があるため断面形は二段に

なった逆梯形状である。現存長は8・90m、幅は5．0m、深さ43・5cmを測る。

遺物は弥生土器片、土師器片が出土している。

SGOワ（Fig．20・27）調査区の北側に位置し、池SG05に連続する遺構である。平面形は不

整形を呈し、底面の深さは一定しておらず南側に向かって三段階に深くなっているO横断面形は逆梯

形である。現存長は7．1cm、幅は4．3cm、深さは39．1cmを測る。

遺物は、弥生土器甕・壺・高坏の破片の他、土師器片が出土している。

②　土壙（SK）

調査区の北側を中心に、9基検出している。池状遺構SG02の北側に集中しており、形状的には

不定形のものが多く、法面や断面形状をしても池状遺構に類似している。河川の度重なる氾濫によっ

て形成された遺構と見倣すことができよう。

遺物はほとんど出土していないが、土壙SK101から蛇紋岩製の挟状耳飾り2点が出土している。
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Fig・28　Ⅱ区第4面北側の畦畔．溝・池状遺構配置図（縮尺1／150）
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Fig．29　Ⅱ区第4面土壙SK107－110実測図（縮尺1／60）
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SKlOl（Fig・28）　調査区のほぼ中央に位置し、溝SD104に切られている。土壙の平面形は、

不整円形を呈し、底面や法面の状態は起伏があり安定していない。断面形は、北側が二段になった逆

梯形状である。

現存長は300cm、幅は220cm、深さは53cmを測る。土壙内の小Pi tより蛇紋岩製の挟状耳飾

りが2点出土している。

91W
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Fig・30　Ⅱ区第4両土壙SKll1．113．116～118実測図（縮尺1／60）
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SK102（Fig．28）土壙SKlOlの東側に位置する。平面形は不整楕円形を里し、断面形は逆

梯形状である。SK101と同じく池状遺構に類似する。

現存長は290cm、幅は140cm、深さは16・7cmを測る。出土遺物はない。

SK103（Fig．28）土壙SK102の東側に近接して存在する。平面形は不整楕円形を呈し、断

面形は逆梯形状である。底面は安定していない。SK102と同じく池状遺構に類似する。

現存長は124cm、最大幅は82cm、深さは約22cmを測る。出土遺物はない。

SK104（Fig．28）土壙SK101の南側に近接して存在する。溝SD104と切り合い関係にあ

るが先後関係は不明である。溝SD104に付随した温め構造の土壙と考えることもできる。

平面形は不整隅丸長方形を呈し、断面形は逆梯形状である。法面は必ずしも安定はしていない。

SK102・103と同じく池状遺構に類似するものである。

現存長は450cm、幅は250cm、深さ60．1cmを測る。出土遺物はない。

SK105（Fig．28）池状遺構SG02の東側に近接して存在する。平面形は不整隅丸長方形を里

し、断面形は逆梯形状である。法面は必ずしも安定はしていない。土壙SK102．103と同じく池

状遺構に類似するものである。

現存長は290cm、幅は180cm、深さ43．5cmを測る。出土遺物はない。

SK107（Fig．20・29）土壙SK108の東側に近接して存在し、溝SD125と切り合い関係に

あるが先後関係は不明である。土壙SK108と繋ぐ幅45cmの小溝が設けられている。溝SD125に

付随した温め構造の土壙と考えることもできる。

平面形は不整楕円形を呈し、断面形は逆梯形状である。法面は起伏があり必ずしも安定はしていな

い。SK102・103と同じく池状遺構に類似するものである。

現存長は240cm、幅は160cm、深さ24cmを測る。出土遺物はない。

SK108・109（Fig．20・29）重なり合った遺構で、一体のものと見倣せる。土壙SK107

の西側に近接して存在し、溝SD102と切り合い関係にあるが先後関係は不明である。土壙SK108

にはSK107と繋ぐ幅45cmの小溝が設けられている。溝SD102に付随した温め構造の土壙と考え

ることもできる。

平面形は、SK08が不整方形を里し、SK109が不整形である。ふたつ合わせると東側が二段になっ

た構造である。断面形は逆梯形状である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T

SK109の底面に小さな穴が幾つも存在する。水落ちによってできた小穴である。法面は起伏があ

り必ずしも安定はしていない。

土壙SK108の現存長は138cm、幅は275cm、深さ36cmを測る。土壙SK109の現存長は357cm、

幅は237cm、深さ82cmを測る。出土遺物はない。

SKllO（Fig．20・30）土壙SK108の南側に近接して存在し、溝SD102などと切り合い関

係にあるが先後関係は不明である。溝SD102に付随した温め構造の土壙と考えることもできる。
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平面形は不整長方形を里し、断面形は逆梯形状である。底面や法面には起伏があり必ずしも安定は

していない。

現存長は640cm、幅は320cm、深さ35cmを測る。出土遺物はない。

SK111（Fig・20・30）土壙SK110の東南側に近接して存在し、溝SD102などと切り合い

関係にあるが先後関係は不明である。溝SD102に付随した温め構造の土壙のひとつと考えることも

できる。

平面形は不整隅丸長方形を里し、断面形は逆梯形状である。底面には起伏があり必ずしも安定はし

ていない。

現存長は303cm、幅は286cm、深さ14．3cmを測る。出土遺物はない。

SK112（Fig．30）調査区の北側境界地にあって、溝SD103と切り合い関係にある。溝SD

103に付随した温め構造の土壙のひとつと考えることもできる。

平面形は不整形を里し、断面形は摺鉢形状である。底面には起伏があり必ずしも安定はしでいない。

現存長は331cm、幅は275cm、深さ14．0cmを測る。出土遺物はない。

SK113（Fig．28・30）　調査区の北側境界地付近に位置する。

平面形は不整円形を里し、断面形は逆梯形状である。底面には起伏があり必ずしも安定はしていな

い。

現存長は175cm、幅は132cm、深さは23・2cmを測る。出土遺物はない。

SK114（Fig．28）土壙SK108・09の北東側に接して存在し、溝SD125と切り合い関係に

あるが先後関係は不明である。溝SD125に付随した温め構造の土壙のひとつと考えることもできる。

平面形は不整方形を呈し、断面形は逆梯形状である。底面には起伏があり必ずしも安定はしていな

い。

現存長は238cm、幅は118cm、深さ6．7cmを測る。出土遺物はない。

SK116（Fig．28・30）池状遺構SG07の南側に位置し、略東西及び、南北方向の畦畔と切

り合っている。先後関係は不明である。

平面形は不整楕円形を呈し、断面形は逆梯形状である。底面や法面には起伏があり必ずしも安定は

していない。水田区画に伴う温め構造の土壙であろうか。

現存長は272cm、幅は243cm、深さ49・7cmを測る。出土遺物はない。

SK117（Fig．28・30）溝SD104の西側に近接して存在する。土壙SK118と切り合い関係

にあるが先後関係は不明である。温め構造の土壙と考えることもできる。

平面形は不整楕円形を里し、断面形は逆梯形状である。底面や法面には起伏があり必ずしも安定は

していない。

現存長227cm、幅278cm、深さ13cmを測る。出土遺物はない。
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SK118（Fig．28・30）　溝SD104の西側に近接して存在する。土壙SK117と切り合い関係

にあるが先後関係は不明である。温め構造の土壙と考えることもできる。

平面形は不整楕円形を里し、断面形は逆梯形状である。底面や法面には起伏があり必ずしも安定は

していない。温め構造の土壙と考えることもできる。

現存長は301cm、幅193cm、深さ18・8cmを測る。出土遺物はない。

SK119（Fig・28）　土壙SKlO8・109の東側に近接して存在し、溝SD125などと切り合い

関係にあるが先後関係は不明である。溝SD102に付随した温め構造の土壙のひとつと考えることも

できる。

平面形は不整楕円形を呈し、断面形は逆梯形状である。底面には起伏があり必ずしも安定はしてい

ない。

現存長は378cm、幅は310cm、深さ21．5cmを測る。出土遺物はない。

E Lコ＝12．227m W．

SD101土層名称

1．灰褐色粗砂（粒子粗い）
2・灰色砂質土（粒子細かい）

SDlO1　　　3．青灰色粘質土

L＝511・776m E

L212．127m E

W L＝511．767m E

SD102土居名称

1．灰色砂質土に茶灰色砂の混入
2．灰褐色砂質土

3・灰色砂質土に灰褐色砂の混入
4・茶灰色砂質土
5．時灰色砂質土（やや粒子粗い）

6．時灰色砂質土（灰色微砂の混入）
7・茶灰色粗砂

8．青灰色粘質土

SD103土層名称
1．灰色砂質土に黄白色微砂を含む

2・暗灰色砂質土
3・暗灰色砂質土に黄白色微砂を含む

4・黄白色微砂
5・2より粒子が細かい
6．青灰色粘質土

7．灰白色粗砂

SDlO4土居名称

1．時灰色砂質土（細粒）
2・灰黄色砂質土に暗灰色粘土ブロック混入

3・黄灰色砂
4．貴灰色砂（中粒）
5．黄灰色砂（粗～中粒）

6．灰色粘土に灰黄色砂混入
7・暗灰色砂質土

8．黄灰色砂（細粒）
9・暗灰色粘質土（青みを帯びる）
10．暗灰色粘質土に黄色微砂混入

11．黒灰色粘質土

0

Fig．31Ⅱ区溝SD101～103・125土層実測図（縮尺1／20）
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（②　溝（SD）

調査区の北東側では水路として用いられたと考えられる複数の溝を検出した。これらは温め構造と

考えられる土壙とも連結しており、水田遺構に伴うものと考えられる。

溝SD105からは古墳時代の土師器が出土していることや青灰色粘質土面においては弥生時代後期

の池状遺構に削平を受けているが、部分的に遺存していた畦畔を検出したことなどから、これらの溝

が弥生時代から古墳時代おける遺構と考えることができる。

SD101（Fig・28・31）調査区の北東側に位置し、略南北方向の溝である。溝の南側は池状遺

構SG01に接して終わっている。北側は溝SD102に接続しており、本来は一体化したものである。

土壙SK108．109と切り合っているが、発掘調査では明瞭な分離ができなっかたので、恐らくはこ

れらの土壙は付属するものであろう。

溝の断面形は、幅広いⅤ字形を呈しており、最大幅は60cm、深さは13cmを図る。現存長は12．07

mである。

SD102（Fig．28．31）調査区の北東側境界地に位置し、略東西方向の溝である。溝の南側は

土壙SK108．109と切り合っており、その南には溝SD101が接続している。また、一方では

SD101の西側にSD120が分岐した状態で南に伸びている。これらの溝は、本来は一体化したもの

と考えられる。土壙SK108・109と土壙SK110も発掘調査では明瞭な分離ができなっかたことか

ら、恐らくは付属するものであろう。

溝の断面形は、浅い逆梯形状を呈しており、最大幅は160cm、深さは10．5cmを図る。現存長は、

二つの溝の分岐点までが8．1mである。

SD103（Fig・28．31）調査区の北東側に位置し、略南北方向の溝である。溝SD102の西

側に沿うような形で存在する。溝の南側は、途中が切れており、先端は土壙SK101・104と切り合っ

ている。土壙SK104は溝SD112に付属する土壙とも考えられる。

溝は、北側が幅広く、南側に細くなっている。溝底は一定しておらず、起伏に富んでいる。

溝の断面形は、北側では逆梯形を、南側は箱堀形を呈している。北側の最大幅は103cm、南側の

幅は46cm、深さは9～27cmを測る。

SD105（Fig・28）調査区の北東側境界地に位置し、略南北方向の溝である。溝の南側は削ら

れて消滅している。北から南へ流下する溝である。覆土から古墳時代の土師器高坏などが出土した。

溝の断面形は、Ⅴ字形を里し、最大幅は142cm、深さは45cmを測る。現存長は31mである。

SD106（Fig・28）　調査区の東側に位置し、略南北方向の溝である。溝は、南側の溝SD102

から分岐したものと考えられる。先端はカギ状に変形した土壙に接して終わっている。

土壙SK111と切り合っているが調査では明確に分離しえなかったところから、本来は一体化した

ものである。この土壙は付属するものであろう。

溝の断面形は、浅いレンズ状を呈しており、溝底には多くの小穴が存在する。溝の最大幅は70。m、

深さは7．2cmを測る。現存長は7・Omである。
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SD125（Fig．28）調査区の北東隅に位置し、溝の一部を検出したに過ぎない。略東西方向の

溝である。溝は、南側部分において土壙SK107とSK109と切り合っているが前後関係は不明であ

る。溝の南側法面には木枕が集中して打ち込まれていることから土壙SK107．109とは水利上関

連するものであろう。

溝の断面形は、幅広い逆梯形状を里し、最大幅は180cm、深さは23cmを測る。現存長は3．55

mである。覆土は、灰黄色粘質土と黄灰色砂層などで構成されている。

SD126（Fig・28）調査区の南側境界地に位置し、略南北方向の溝である。幅が非常に狭く、

細長い溝である。

溝の断面形は、箱形を呈しており、最大幅は28cm、深さは14．1cmを図る。現存長は4．8mで

ある。覆土は黒色粘質土であった。
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Fig・32　Ⅱ区池SGO1・02出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig－33　Ⅱ区池SGO4出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．34　Ⅱ区池SGO5・07出土遺物実測図（縮尺1／3）
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第4面出土遺物 ※数字は実測図の番号に一致する

SD127（Fig．28）　調査区の北東側に位置し、略南北方向の溝である。溝は大部分が土壙SK

110と切り合っているため遺存状態は悪い。本来は、溝SD102などと一体化したものと考えられる。

溝は細く、狭いもので、現存長は3．0cmを測るO

溝の断面形は、幅広いⅤ字形を呈しており、最大幅は21cm、深さは2．5cmである。

④　畦畔（SX）

池状遺構が分布する調査北西部分に位置している。畦は、池状遺構SGO5．07に切られており、

遺存状態は悪い。略南北方向の畦と略東西方向の畦がYの字形に交差した状態を呈する。

水口は、交差した部分にそれぞれ一カ所存在する。畦畔の最大幅は50cm、高さは9cmを測る。

東西方向の畦の水口北側に接して土壙SK116が存在する。溜め桝状の構造を示すものであろうか。
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（6）第4両の出土遺物

SGOl出土遺物（Fig・32－12・13）

いずれも弥生時代の高坏である。12は終末期、13は後期である。坏部のみの破片である。12

は口径29．0cm、現存高3・0cmを測る。言縁と体部の間は屈曲し、内等する。胎土は精良で、淡茶

灰色を呈する。焼成良好である。

13は脚部を欠損している。鋤型の言縁部である。丸味を帯びた体部である。内面はヨコ方向のヘ

ラミガキが施され、頚部はタテ方向のヘラナデ調整を施している。内外面丹塗りである。口径24．3cm、

現存高6・8cmを測る。胎土は精良で、焼成良好である。弥生時代後期の土器である。

SGOl出土木製品（Fig．35－40～43）

池SG01からは、木杭3本、その他加工木2本、自然木11本が出土している。針葉樹を2種含む。

40～42は木枕である。40は、頭部を欠損する。杭の先端部は長さ28．5cmに亘って、4面に削

日工

帖

Fig135　Ⅱ区池SGOl出土木製品実測図（縮尺1／6）
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Fig136　Ⅱ区池SGO2出土木製品実測図①細尺1／4・1／6）
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Fig・37　Ⅱ区池SGO2出土木製品実測図②（縮尺1／4・1／6）
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Fig・38　Ⅱ区池SGO2出土木製品実測図③（縮尺1／4）
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Fig139　Ⅱ区池SGO2出土木製品実測図④（縮尺1／3）
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Fig・40　Ⅱ区池SGO2出土木製品実測図⑤（縮尺1／3）
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Fig．43　Ⅱ区池SGO4出土木製品実測図（縮尺1／4）
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り出し、先端を尖らせている。現存長78．4cm、幅6．0～4．5cm、厚さ4．0cmである。41は現存

長39．7cm、幅3・7～2・0cm、厚さ2．7cmを測る。頭部先端部を欠いている。先端部の削り出しは、

長さ2．8cmを測り、他に比べて短い。4両を削り出し、尖らせている。42は先端部だけの資料であ

る。2両を削り出している。幅4．6cm、厚さ3・5cmである。

43は、板状の製品である。用途は不明である。やや弓なりの断面形を呈する。現存長27．8cm、

幅6．9cm、厚さ1・6cmを測る。先端部は一方向に斜めに削り出している。

SGO2出土遺物（Fig．32－14～22）

14～17は縄文土器である。14は口縁端部に刻目を施している。内外面共にヨコ方向の条痕を

施している。15・16は外面にタデ方向の粂痕、内面ナデ調整を施している。17は、内外面共に

ヨコ・ナナメ方向に条痕が施されている。

18－22は単頸壷の破片である。18・19は壷の口縁部である。いずれも内面に指頭圧痕が残

されている。18は、口径15．0cm、現存高4．7cm、19は、口径15・0cm、現存高4．7cmを測る。

胎土は精良で茶褐色である。焼成良好である。

20は壷の鹿部片である。平底で、体部は外反して立ち上がる。外面はヘラミガキ調整である。底

径5．0cm、現存高4・6cmを測る。胎土は2～3mmの砂粒を含み、茶灰色である。

21・22は壷又は、高坏の口縁部片である。21の口縁端部は少し厚みをもつ。大きく外反する

口縁部である。

SGO2出土木製品（Fig136－44～78）

池SG02は弥生時代後期の池状遺構で、木製品、自然木を数多く出土した。自然木の数は、全部

で275本である。その内、加工を加えているものは79本である。内訳は木杭41本、木製品と考

えられるもの38本である。杭は縦劃した杭が4本みられる。

44・45は鋤である。44は長柄の部分で、一部を欠損している。把手がない。先端部はスコッ

プ状であるが、スプーン状に丸みがあり、且つ、足置きを作り出している。復原長198cm、柄の幅

2・7cm、柄の厚さ3．0cm、先端部の現存長は16．5cm、幅は17．5cm、厚さは1・2cmを測る。45は、

柄の部分は完形であるが、身の部分は縦半分を欠損している。身は、鋤．鍬状に細長く作られており、

足置きの作り出しは小さい。現存長98．8cm、柄の長さは35．8cm、柄の幅は2．0cm、身の長さは

30・4cm、身の幅は5．0cm、身の厚さ1．0cmである。全体の加工は丁寧である。

46は、建築材である。現存長約126cm、幅は9．3cm、厚さは2．0－1．2cmを測る。厚さは一定

ではない。一方の端部を尖らせ、薄くしている。側面の面取り加工の他、全体に削り加工を行ってい

る。両端部を欠損している。

47は建築材で、柱状の太さである。現存長は56．6cm、幅6．8cm、厚さ4・4cmを測る。断面形

は三角形を呈している。両端を欠損している。一部が乾燥のため変形している。

48．49は木製鋤の柄である。48は柄の頭部を欠く。現存長49．8cm、幅2・9cm、厚さ2．7cm

を測る。組み合わせ式の鋤柄と考えられる。鋤身の受け部となる部分には、高さ4・6cmを測る突起と、

2条の溝を彫り込んでいる。49はT字型の把手の先端部に、三角形の透かしがある。現存長32．1cm、

幅3・8cm、厚さ3．0cmを測る。全体に細かなヶズリ調整で形を作り出している。

50は、魚の頭部状に形作っているものである。現存長18．5cm、幅11・8cm、厚さ4．8cmを測る。

魚の目、口元をリアルに彫りこんでいるO使用目的の詳細は不明だが、祭祀的な用い方をしたのであ
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Tab．2II区4両池SGO1－04ノ出土木製品一覧表

挿図No 出土地点 種　 別 製品名 点　 数 備　 考

35－40～42

35－43

SGOl 加工木

自然木 －

杭

板状木製品

3

1

11

36－44

36－45

38－48．49

38－．50

37－46 ・47 －

37－51～41－72

42－76．77

SGO2 加工木

自舞木

鍬

鋤

柄

魚頭部

建築材

碗

その他

1

1 －

2

1

2

41

31

275

42－79 SGO3 加工木

自然木

杭 1

2

43－80

－－43－81～85

SGO4 加工木

自然木

平鍬

杭

板状木製品

1

6

－1

4

ろう。収穫を祈願してのことか。

51～72は木杭である。いずれも頭部を欠損している。先端部は鋭利に削りだしている。ほとん

どの杭が、自然木をそのまま使用している。枝を打ち払ったままの状態で、その他の加工を施してい

ない。

杭の先端部は、1両のみを削っているもの、3両を削っているもの、4両を削っているものがある。

先端部が、1両のみを削っているグループには、55．57・58・65・66．67・69・70が、

3面を削っているグループには、54・61．63・72が、4両を削っているグループには、52・

56．58．59・60・62・71がある。76は途中が欠損しており、復原長41cmである。芯持

ち材を利用している。

76は断面形を略三角形状に形成している。現存長は41・0cm、幅10．9cm、厚さ5．8cm。77

は両端を欠損している。77は自然木を利用した木杭と考えられる。現存長40．7cm、幅5・7cm、厚

さ5・2cmを測る。

71は先端を尖らせるのではなく、4両を削りだしており、先端部の断面形は方形を呈する。現存

長約11cm、幅2．0～5．0cm、厚さ1．6～4．2cmである。

73～75は板状製品である。用途は不明である。遺存状態が悪いが、両面をきれいに加工し、板

状にしている。73は側面を削り、面取り成形している。74の断面形はやや弓なりとなる。75は

先端部を削り出している。73の現存長は7．5cm、幅は3・Ocm、厚さ0・9cm、74の現存長は9．2cm、

－　88　－



44 45

50

池SGO1出土木製品①
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池SGO1出土木製品②
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幅は5．2cm、厚さ1．2cm、75の現存長は4．3cm、幅4．5cm、厚さ1・2cmを測る。

78は、表面全体を削り調整し、亀の甲状に成形している。用途不明である。縦半分を欠損してい

る。現存長22・9cm、幅10・4cm、厚さ5．6cmを測る。

SGO3出土遺物（Fig．42－79）

木製品の出土は少なく、自然木を含めて3点である。79は杭である。頭部は欠損している。先端

部を4両から鋭利に削りだしており、断面形は方形を呈している。現存長は20．7cm、幅4．1cm、

厚さ3・3cmを測る。

SGO4出土遺物（Fig133－23～26）

23～25は弥生時代後期の土器である。23は二重口縁壷である。口縁部は内等する。屈折部に

1条の突帯を持ち、頚部の外面にも1条の突帯がある。体部は球体を呈する。いずれの突帯の端部に

も刻み目を持つ。口径21．4cm、現存高17・4cmを測る。

24は甕の胴部片である。外面はナデ調整、内面はタテ方向のヘラナデ調整を施している。復原径

は8．2cmを測る。胎土に1～3mmの砂粒を含み、焼成良好である。茶褐色で、煤が付着している。25

は甕の鹿部片で、平底を呈する。底径9．7cm、現存高10．0cmを測る。外面は灰色を、内面は黒褐

色を呈する。

26は短頚の壷である。胴部片である。内面はエビナデ調整で、指頭圧痕が残る。頸部は緩く屈曲

し、体部は球体を呈している。

SGO4出土木製品（Fig．43－80～84）

木製品の出土が少なく、自然木4本、加工品8点である。加工品の内、平鍬1点、杭6本、板状木

SK101　＼′／

35　　　／ ＼＼　36

第、騨

。　　　　　　　　　　　10cm
－一一一　一一　　　　　　　　　　　　　一一　　　一　　一一．‾－一一一一一一　一　一一一一一こここ＝＝

（1／3）

⑳・砂場

Fig．44　Ⅱ区溝SD105、SP101、土壙SKlO1出土遺物実測図（縮尺1／3・1／1）
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製品1点である。

80は平鍬である。上部の着柄部と半分を欠損している。現存長は44．4cm、幅7・8cm、厚さ1．4cm

を測る。遺存状態があまり良くないが、全体形の復原は可能である。

81～85は杭である。81は先端部を3面削りだし、尖らせている。現存長は39．2cm、幅は6・2cm、

厚さは5・0cmを測る。83．84は、一方向から1両のみを、大きく鋭利に削りだしている。83の

現存長は18．1cm、幅は2．2cm、厚さ2・Ocmを測る。84の現存長は25．2cm、幅3．3cm、厚さ2・3cm

を測る。85は、二方向から2面を削りだしている。現存長は15．2cm、幅3・4cm、厚さ2．3cmを

測る。

SGO5出土遺物（Fig．34－27～32）

27・28・29．30・32は、弥生時代終末期の土器である。27は壷の口縁部片である。27

の口縁部は、頚部からやや外反気味に直線的に立ち上がる。口径18．1cmを測る。外面はタテ方向に

ハヶ目調整を施している。28は鹿部片で、丸底である。外面は、タテ方向のパケ目調整の後、ナデ

を施す。

30．31は甕胴部片である。31は外面に突帯を1条有する。内面は不整方向のパケ目調整を施

している。胎土に、2～3mmの砂粒を含み、粗い。茶褐色を呈する。30は甕の口縁部である。くの

字形の口縁である。内面はヨコ方向、外面はタデ方向のパケ目調整を施している。32は高坏の坏部

である。体部と口縁部の境は屈曲し、大きく外反する口縁部である。

Fig．45　Ⅱ区第5面縄文時代埋没林検出状態実測図（縮尺1／100）
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SG07出土遺物（Fig．34－33・34）

33．34は弥生時代終末期の土器である。33は甕の胴部片である。内面はヨコ方向、外面はタ

テ方向のハヶ目調整を施している。内面は暗茶灰色を呈する。34は高坏の坏部である。口径30・0cm、

現存高5．1cmを測る。鹿部は小さく丸みをもち、口縁部は鹿部との境から大きく外反する。茶褐色で、

外面に煤が付着している。

SPlOl出土遺物（Fig，44－37）

37は弥生土器の壷である。立ち上がりの低い口縁部片で、ゆるく外反している。外面はタデ方向

のパケ目調整を施している。内面はナデ調整である。胎土には、細砂を含み、焼成良好である。

SD105出土遺物（Fig．44－35・36）

35．36は古墳時代土師器の高坏である。いずれも脚部の破片である。35の脚体部は直線的に
l

広がる。口縁部は細くなる。口径14・Ocm、現存高4・7cmを測る。外面にはタデ方向にパケ目調整

がある。36は脚部片で、スカート状に拡がるO内面はヨコ方向のヘラナデ調整を施している。35・36

共に、内面は茶褐色、外面は茶灰色である。

SKlOl出土遺物（Fig．44－38・39）

38・39は石製品で、挟状耳飾りである。共に蛇文岩製であるO内外面ともに丁寧なミガキを施

している。38・39共に本来は同一個体と考えられる。

38は半分を欠いている。幅2．1cm、厚さ0．3cmを測る。重さは6gである。径2mmの補修孔が、

一カ所ある。39は破片である。再利用されている。幅2．0cm、厚さ0．3cmを測る。再利用の穿孔

と考えられる小孔が2カ所ある。穿孔の径は3mmと2mmである。重さは39である。淡緑灰色を呈し

ている。

（7）第5両の遺構

第5両は、池SG01の底面において、アカガシの倒木が露出していたことや、池状遺構SG02の

底においても、長大な倒木を検出したことなどから、4面下層の発掘調査を実行した。

発掘調査に先立って、池SG01の底面に露出していた倒木に沿ってトレンチを設定した。その結果、

4両より深さ約1．8mの地点より、根株、倒木等を発見したため、トレンチを拡張し、発掘調査を実

施することにした。

縄文時代の埋没林検出面標高は9．58mで、地表からの深さは約4・8mである。調査面積は
一

126．4㎡である。倒木、根株を合わせて30本を発見した。そのうち3本の倒木には、石斧による

切り込みがみられる。

埋没林の樹種はコナラ属アカガシ亜属をはじめ、イヌビワ、ムクロジ、エゴノキ属、エノキ属、マ

テバシイ属、その他広葉樹を検出している。
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（8）第5両の出土遺物

倒木50001（Fig．45・47）

南東の境界地にある。東方向から西方向に倒れた状態で検出した。樹種はコナラ属アカガシ亜族で、

加工痕はみられない。全長7．0m、幹の最大径80cmを測る。幹の東側中間部分で二又に枝分かれし

ている。西側端の根本には巨大な根株50003が存在することから、本来はこの根株と一本の樹木

を成していたものと考えられる。

倒木50002（Fig．45・47・48）

北から南方向に押し倒された状態で検出し、幹の上部は南側の境界地に埋もれている。根株の部分

も残っていた。現存長は258cm、幹の径は32cmを測る。樹種はイヌビワである。倒れている幹の

上面には，石斧による加工痕が残されている。加工痕は、全部で12箇所認められた。加工痕の長さ

は9．8－17．0cm、幅3・0－6．0cmで、いずれも中央部が深く彫られ、深さは2．8～′6．0cmを測る。

倒木50003（Fig．45・47）

根株である。根元で折れている。倒木50001の西北側に位置し、50001の幹下まで、根が張っ

ている。位置関係から、50001は、根株50003の倒れた幹と考えられる。現存高約50cm、幹

の直径43cmを測る。根は直径294cmの範囲まで広がる。樹種は、アカガシ亜属である。

倒木50004（Fig・45・47・49）

東から西方向に倒れている。東側には根株が残っている。現存長は約640cm、幹の最大径は約42cm

を測る。根元から約270cmのところに、石斧による加工痕が認められる。切断加工の跡で、切り離

しが完了していない。樹種はモチノキである。

倒木50005（Fig・45・47）

東から西に向けて倒れている。調査区の東側境界地にかかる。現存長は355cm、幹の最大径は

40．0cmを測る。幹の表面には、幹に対して横断する形状に加工痕状の傷が無数に入る。自然にみら

れる傷であるのか否か、類例を調査中である。樹種はアカガシである。

倒木50006（Fig．45．47）

北から南に向けて倒れている。現存長は246cm、幹の最大径は35cmである。樹種はコナラ属ア

カガシ亜属である。

倒木50008（Fig．45・47）

同じく東から西に向けた倒木で、幹の下半は埋もれている。50004と同様に、石斧による加工痕

がみられる。幹の先端から約1．7mのところに、切断痕とみられる加工痕がある。倒木の現存長は

30・Ocm、幹の直径は20cmを測る。樹種はムクロジである。

根株50010（Fig．45）

上面が削られた根株の部分であるO幹の最大径は45cmを測る。数本の枝根が四方に伸びている。

根50011（Fig．45）

枝根の部分である。現存長106cm、根の径は15～28cmを測るO
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Fig．46　Ⅱ区第5面東壁面土層実測図（縮尺1／40）
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第5面　東壁面土層状態（東から）

第4・5面　南壁面土層状態（北から）
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第5面　埋没林の状態（北から）

第5面　埋没林の状態（南から）
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枝根株50012～50014．50019～50024（Fig．45）

調査区の南西側に集中して存在する。株を失っており、根の部分のみ遺存していた。樹種はムクロ

ジとアカガシ亜属である。現存長は20－120cm、根の径は5－25cmを測るO

枝50025（Fig・45）

倒木50004の西側に位置し、東西方向に横たわる。枝の部分と思われる。現存長は72cm、幹の

最大径は4．5cmを測る。樹種はアカガシ亜属である。

枝50026（Fig．45）

同じく倒木50004の西側に位置し、南北方向に倒れている。樹種はカエデ属である。現存長は

70cm、幹の最大径3．5cmを測る。

横根50027～50030（Fig145）

倒木50002の根元周辺に点在するO現存長は73～86cm、直径は5－12cmを測る。樹種は

50029がチドリノキで、50027．50028・50030はムクロジである。

縄文土器鉢（Fig150－89～91）89～91は、縄文土器の鉢である。いずれも小片であるが、

内外面共に調整が認められる。精製土器である。89は外面にヨコ方向の条痕、内面にも同様の条痕

を施している。胎土は2～3mmの砂粒を含み、茶灰色を呈する。焼成良好である。90は口縁部片で

ある。内外面共に、ヨコ方向に条痕を施している。89よりも細かな条痕である。胎土は2～3mmの

砂粒を含み、灰褐色を呈する。焼成良好である。

91は丸底の鹿部片である。外面はナナメ方向の粗目の細かい条痕を、内面は細かい条痕を施して

いる。胎土は精良で灰褐色を呈する。焼成良好である。

石鏃（Fig．50－92）92は黒曜石製の石鏃未製品である。小さな剥片を利用し、成形のため片

面のみ加工調整を行っている。長さ1．8cm、幅1．4cm、厚さ0・5cmを測る。

（9）遺構面出土遺物

100・101は3面出土、102～105は、遺構4面出土である。

中国青磁皿（Fig，5土108）上げ底であるO素地は淡灰色で精微である。オリーブ色を帯びた

釉を内外面に施している。鹿部は露胎である。焼成良好である○底径8．6cm、現存高1．3cmを測る。

国産陶器皿（Fig．5土107）高台は低く、直立する。体部は大きく外に広がり、立ち上がる。

内底は、環状に釉掻取りを行っている。内面に褐釉の圏線が2条施されている。高台部分から外鹿部

は露胎である。唐津焼であるO底径4．4cm、現存高1・8cmを測る。

弥生土器高坏（Fig．5土102）口縁部片である。口縁端部は外に少しつまみだし、外に大きく反っ

て体部につながる。現存高2．3cmの小片である。

土師器の皿（Fig．51－101）口縁部は欠損している。底径は10．6cm、現存高は1．0cmを測る。

鹿部はヘラ切りである。胎土は精良で、淡茶色を呈する。焼成良好である。

弥生土器の甕（Fig15土103）102は甕の鹿部である。平底で、体部は直線的に立ち上がる。

底径6．0cm、現存高7．0cm、を測る。内外面共に指頭圧痕が施される。胎土は2mm前後の砂粒を多

く含み、焼成良好である。内面は灰茶色、外面は茶灰色を呈する。
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倒木50002（北から）

－101－

倒木50002の加工痕（拡大）
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土師器高坏（Fig．51－104）104は土師器高坏の脚部である。脚部の内面にわずかだが、しぼ

り痕がみられる。胎土精良で、灰茶色を呈する。焼成良好である。

石鏃（Fig．5土105）105は、黒曜石製の石鏃である。106は、包含層出土、107は4面遺

構面出土である。共に先端部を欠き、凹基無茎鏃である。106は現存長0．9cm、幅1．0cm、厚さ

0・2cmである。107は現存長2．1cm、幅2．2cm、厚さ0．3cmを測る。106は、かえりの部分が深い。

㈹　包含層出土遺物

土師器の脚付き鉢（Fig．51－94）　94の復原底径は6．6cm、現存高は1・8cmである。鹿部の

高台は丸味をもち、高い脚部である。

中国製白磁碗（Fig．51－95）　95の高台は、細く直線的に立ち上がる。底径は5cm、現存高は

3cmを測る。素地は淡灰色で精微である。オリーブ色をおびた釉が施されている。外鹿部は露胎であ

る。焼成良好である。太宰府編年のⅤ期である。
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Fig・48　Ⅱ区第5面倒木50002実測図（縮尺1／10）
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Fig．49　Ⅱ区第5面倒木50004実測図（縮尺1／10）
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Fig，50　Ⅱ区第5両出土遺物実測図（縮尺1／3・1／1）

第5両　埋没林周辺出土遺物 ※数字は実測図の番号に一致

染付皿（Fig．51－96）　96は国産伊万里の染付である。凹型高台を呈する。内面と体部外面に

呉頚で文様を措いている。見込みに花文を、内鹿部に菊花文を施す。外鹿部には記念銘を入れる。外

面見込みに圏線が二重に施されている。外鹿部畳付は露胎である。底径は8．6cm、現存高1・3cmを

測る。

陶器の瓶（Fig・51－97）　外鹿部に窯印の二重丸の刻印がある。鹿部との境で一度くびれ、丸み

をもって体部は立ち上がる。素地は灰茶色で精微である。緑灰色の釉が施されている。焼成良好であ

る。底径11cm、現存高10．2cmを測る。
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Fig・51Ⅱ区遺構面・包含層等出土遺物実測図（縮尺1／3．1／1）
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遺構面．包含層出土遺物 ※数字は実測図の番号に一致する

㈹　その他の出土遺物

中国製青磁皿（Fig151－98）　上げ底である。素地は淡灰色で精微である。オリーブ色を帯びた

釉を内外面に施している。鹿部は露胎である。焼成良好である。底径8，6cm、現存高1．3cmを測る。

国産陶器皿（Fig．51－107）　高台は低く、直立する。体部は大きく外に広がり、立ち上がる。

内底は、環状に釉の掻取りを行っている。内面に褐釉の圏線が2条施されている。高台部分から外鹿

部は露胎である。唐津焼である。底径4・4cm、現存高1・8cmを測る。

縄文土器鉢（Fig・51－98）　98は鉢の胴部片である。外部はナデ調整であるが、内部はタテ方

向に条痕を施す。

土師器甕（Fig．51－99）　胴部片である。外面に、ヨコ．ナナメ方向のパケ目調整が施される。

指頭圧痕が残る。内面はヨコ・ナナメ方向のパケ目調整が施される。胎土に微砂粒を含み、灰茶色を

呈する。焼成は良好である°

弥生土器高坏（Fig・51－102）　口縁部片である。言縁端部は外に少しつまみだし、外に大きく

反って体部につながる。現存高2・3cmの小片である。

弥生土器の密（Fig・51－103）102は甕の鹿部である。平底で、体部は直線的に立ち上がる。

底径6．0cm、現存高7・Ocm、を測る°内外面共に指頭圧痕が施される。胎土は2mm前後の砂粒を多

く含み、焼成良好である。内面は灰茶色、外面は茶灰色を呈する。

土師器の皿（Fig．51－101）　口縁部は欠損している。底径は10．6cm、現存高は1・Ocmを測る。

鹿部はヘラ切りである。胎土は精良で、淡茶色を呈する。焼成良好である。

土肺器高坏（Fig・51－104）104は土師器高坏の脚部である。脚部の内面にわずかだが、し

ぼり痕がみられる。胎土精良で、灰茶色を呈する。焼成良好である。

石鏃（Fig151－105）105は黒曜石製の石鏃である。4両出土である。先端部を欠き、凹基

無茎鏃である。現存長2．1cm、幅2．2cm、厚さ0．3cmを測る。
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第5章　まとめ
発掘調査の当初の目的は、古代から中世の水田面を検出することであった。しかし、Ⅱ区において

は水田面の調査の終了に当たって土層の堆積状態や洪水の方向などを確認するために調査区壁面に

沿ってトレンチを設定し、青灰色粘質土層上層まで掘り下げた結果、水田面の更に下層には律令時代

以前の遺構等が存在することが判明した。

（1）古代から中世の水田跡

これらの水田跡は、水路、畦畔の方向が、東西または、南北方向に整備されており、第1～3両各々

の水田面における区画は、長方形、もしくは方形区画であると考えられる。Ⅱ区における畦畔の主軸

方向は、真北から37°程西に振っており、この方向は律令時代に施工された条理方向に一致するが、

I区における水田の主軸方向はN32。Wであり若干異にしている。福岡平野における条理の施工時

期については定かではないが、少なくともこの井相田周辺においては11世紀代に施工された可能性が
．　・

商い。

水田一区画の面積は、Ⅰ区では水田SS02の約81㎡、Ⅱ区では第3面水田跡のSS03から推測す

ると約182㎡を測る。

水田の年代については、出土遺物から11世紀後半から13世紀までの年代が考えられる。

（2）弥生・古墳時代の遺構

調査区外周のトレンチ調査の結果、基盤と考えられる青灰色粘質土の上面より河川の氾濫によって

できた池状遺構他に、青灰色粘土を作り出した畦畔や水路、それに温め構造と考えられる土壙と柱穴

等を検出した。

池状遺構は、北方向から南方向に連なっており一連の遺構であると考えられる。いずれも形状は不

定形状を里し、深さには各々違いがあるが、池SGOlは2．04m、池SG02は1．62mを測る。池

SG02の周辺からは樹木の根株等が存在した。また、池の中からは、弥生時代後期の土器片や杭・

農耕具等の木製品が出土した。

畦畔は、幅約40cmを測り、Y字状を呈した畦畔が僅かに遺存するだけで、水田区画は不明である

が、池状遺構に削平を受けていることから弥生時代の所産と考えられる。

古墳時代の遺構は、水路と考えられる溝だけであるが、北壁面の土層を観察する限り、この溝は青

灰色粘土層より上層から掘り込まれており、同じレベルにおいても水田耕作土が存在することが判明

した。

（3）縄文時代の埋没林

地SGOlは、池SG02と同様に弥生時代後期初頭の河川氾濫によってできた池であるが、この池

の基底をなす粗砂層中より根株或いは、倒木の一部を検出したため、池SG01を壊して長さ15m、

幅9・5m深さ2mの拡張区を設定した。この結果、氾濫によると考えられる流木の他、根株や倒木
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が存在する事が判明した。

埋没林は、根株、倒木が折り重なっており、樹木が風や洪水によって倒され、或いは流された状況

を示すものである。

倒木の最大のものは、直径が約80cm、その他は40～50cmである。倒木の中には、これらを材

木として利用するために刻みつけられた斧等の工具痕をもつものが有るので、これらの流木等が柱材

等に利用されていたことが明らかになると共に近辺に集落の存在を伺い知ることができる。

これらの倒木にはカシ等の高木の他、温暖帯の樹木が多く含まれていることから、温暖化の状況が

想像できる。

縄文時代の博多湾における最高海面期はB．P．4700をピークとするが、この最高海面期における

福岡平野内陸部への海進による水位の上昇は、河川氾濫が起き易い状況を生み、その結果これら根腐

れによる倒木、流された倒木が埋没林を形成したものとみなす事ができる。

根株の周辺からは縄文時代前期の土器片が数点出土しており、又、根株、倒木等の放射性炭素14

Cによる守代測定によれば、4800士90年前を示していることから、縄文海進を裏付けている可

能性は高いと考えられる。

発掘調査面積が狭かった故に縄文時代の埋没林につ、いては、詳細な調査ができなかったが、外環状

道路の予定地においては西側隣接地を調査する予定であるので、今後の成果にに期待したい。
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Tab・3　Ⅱ区遺構一覧表

遺構名
旧遺
構名

形－　態 規　 模（cm）
出　 土　 遺　 物 時代 備　 一考

平面形 断面形 長 幅 面積 （㎡）

SSO l 長方形 770＋α 1180＋ α 90・8 6

（1両）土師器皿 ．甕、須恵器坏、内黒土器

（2両）弥生土器壷、土師器皿 一坏 ・壷、須恵器、内

黒土器、瓦質土器、輔羽口、黒曜石

境界地にある

SSO2 長方形－ 770 2450 18 8．65 （1両）土師器皿 ・甕（2面）炭化物、鉄滓 境界地にある

SS O3A 略方形 1300 17 00＋ α 22 1

（1面）土師器皿－．甕、須恵器坏 ・壷、内黒土器椀、

中国青磁椀

（3両）木製品 ・漆器椀 ．杭、炭化物

境界地にある
第 2 両でA ．B に分かれる

SSO 3B 略長方形 880＋α 1740 153・12 なし

SSO4 略長方形 1440 1160 167．04 （3両）炭化物、骨、木杭 境界地にある

SSO 5 略長方形 1330十α 2000 26 6 なし 境界地にある

SSO 6 長方形 48 0＋α 430＋α 20・64 なし 境界地にある

SsO 7 不定 1180 430＋α 50．74 なし 境界地にある

SSO 8 不定 1580 3 50 30．8 なし 境界地にある

遺構名
旧遺
構名

遺構
種類

形 －態 規　 模 （cm）
出　 土　 遺　 物 － 時代 備　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SG Ol 池 不整形 逆梯形 1030＋α 760 19 3 －弥生土器高坏、土師器皿、黒曜石、鉄滓 境界地にある

SG O2 池 不整形 逆梯形 160 0 1310＋α 157 縄文土器、弥生土器甕 ．高坏、国産染付、鉄滓 境界地にある

SG O3 池 不整形 適梯形 420 130 44 なし 境界地にある

SG O4 S G O4 A 　池 不整形 逆梯形 830 630 87 弥生土器甕 ・二重言縁壷、土師器甕 ・壷

SG O5 SG O 4B 池 不一整形 逆梯形 890 500 43．5 弥生土器甕 ．高坏、土師器甕、瓦質土器甕

SG O6 SG O 4C 池 不整形 ／逆梯形 710 430 29．6 弥生土器、土師器　 －

SG O7 ．SG O4 D 池 不整形 逆梯形 610 340 39・1 弥生土器甕 ・壷 ．高坏、土師器

SK 30 1 SK Ol 羊壙 不整－円形 逆梯形－ 430 300 21 土師器皿、瓦質土器

SK O2 土壌 隅丸長方形 逆梯形 290 140 16．7

S K O3 土壙 不整楕円形 逆梯形 300 210 36．3

S K O4 車壙 不整楕円形 逆梯形 450 250 60．1

S K O5 土壙 不整楕円形 逆梯形 290 180 43・5

SK lO 7 S 17 土壌 不整円形 逆梯形 240 ．－160 24

SK lO8 S 18 土壙 不整形 逆梯形 138 27 5 36

SK lO 9 S 19 土壙 不整惰円形 逆梯形 357 237 82

SK llO －　S20 土壙 不整形 逆梯形 640 320 35

SK lll S 21 土壌 不整形 瑳料形 303 286 14・3

SK 112 S 22 土壌 不整形 逆梯形 331＋α 75＋α 14・0

SK l13 S 23 土壌 不整形 逆梯形 17 5 13 2 23．2

SK 114　－S24 土壌 ．不整形 逆梯形 238＋α 118 6．7

SK 116 S 26 土壙 不整形 逆梯形 272 243＋α 49．7

SK 1－17 S 27 土壙 不整円形 逆梯形 227 2 78 13　－ SK 1 18 を切る

SK l18 S 28－ 土壌 不整円形 逆縁形 30 1 193＋α 18・8 S K l17に切られる

SK l19 S29 土壌 不整形 逆梯形 37 8 310 2 1．5 境界地にある

SK 301 P it・01 土壙 不整円形 逆梯形 30 0 220 53 石製品挟状耳飾 り SD 104に切られ－る
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遺構名
旧遺
構名

遺構
種類

形　 態 規　 模（cm）

出　 土　 遺　 物 時代 備　 考
平面形 断面形 長 －一輝 深

SDO l S l 溝 逆梯畢 1100 77 9 1

SD O 2 S 2 溝 － 逆彿形
610 48 8 境界地にある

SDO 3 S 3 溝 逆梯形 770 31 6．5 境界地にある

SDO 4 S 4 溝 逆梯形 770　－ 35 13

SD O 5 S 5 溝 逆梯形 845 39 12 SD 06に切られる

SDO 6 S 6 溝 逆梯形 60d 81 ． 11 SD 12に切られる

SD ll SD O l 溝 逆梯形 3600＋ α 146 16
（1面）弥生土器、累曜石

（3両）土師器皿、須恵器、内黒土器、瓦質土器 境界地にある

SD 12 S D O2 道路 逆梯形 278－0十一′α 198 27 土師器皿 ．椀、瓦質土器摺鉢、国産陶器瓶、国華染付 近世 境界地にあ皐

SD 13　－SD O3 溝 瑳梯形 110 － 75 24 （3両）土師器皿 ．坏

SD 14 S D O4 溝 逆鱒形 210 1 10 9 なし

SD lO l SO9 溝 逆鱒形 1207 60 13 境界地に．ある

SD lO2 SlO 溝 － 逆梯形 810 1－60 10．5 境界地にある

SD lO3 －　Sll －溝 逆梯形 815 103 15 嘩界地にある

SD lO4 S12 溝 逆梯形 560 41 8・5 境界地にある

SD 125 S 25 溝 逆梯形 400＋α 188＋α 26

SX 13 S l－3 畔 台形 310 104 － 境界地にある　－

SX 14 S 14 畔 台形 340 98 SG 07に切られる

SX 15 S 15 畔 台形 511 －－ 72 SG05に切られる

SX 16 S 16 畔 台形 432 70
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Tab．4　Ⅱ区遺物一覧表

挿図
番号

遺物
番号

出土
遺構

種　 類 器 一種 口　 径
底　 径

（高台径）

器　 高

（現存高）
形態の特徴 ・調整 ．文様 施釉 ・色調 ・素地等 備　 考

19 1
2 両

SSO l
須恵器 坏 10 ・0 （1・7）

言縁部を欠 く。高台は外 につ

まみ出される。
胎土精良。焼成良好。淡青灰色

2
2 面

SS Ol
須恵器 坏 － （2・2）

鹿部 を欠 く。口縁部 は直立 し、

体部は一度屈曲する。
胎土精良。焼成良好。灰色。

3
1面

SS O2
土製品 鞴羽口 － －

胎土に 1 ～ 3 mmの砂粒 を含む。外面は

灰色、内面は茶褐色。

5
1両

SS O3
土師器 m 9・7 （1．2） 言縁部を欠 く。糸切 り低。

胎土 に1 ～ 3 mm砂粒を含む。焼成良好。

淡茶褐色。

8
2 面 染仲 碗 8．6 － （2．3）

外面に青灰色の呉須で草花文 胎土 は灰 白色で、精緻。焼成良好。透

明釉。SDO2 を描 く。

4
4 面

SSO3
土師器 坏 14・4 10・0 2．2 糸切 り底。

胎土 に1 ～ 3 mm砂粒 を含 む。焼成良好。

黄茶灰色

6
1 両

SD O2
土師器 皿 7．0 （1．0） 口縁部を欠く°ヘラ切 り低。 胎土精良。焼成良好。淡茶灰色。煤付着。

7
2 面

SD O 2
瓦質土器 摺鉢 － （5．1）

内面はヨコ方向のハヶ目調整

から4 本以上の下 し目。外面

はナデ。

胎土は砂粒 を含 む。焼成良好。淡茶色。

9
2 両

SD O 2
陶器 壺 8－．2 （6．6） ロクロ成形。平低。

胎土は暗灰色で、精緻。焼串良好。外

面のみ灰色。

10
3 両

SD O3
土師器 ． 坏 9・6 （1．5） 口縁部欠損。 胎土精良。焼成良好。淡茶灰色。

31 12
4 両

SG Ol
土師器 高坏 29，0 － （3．0）

内外面共ナデ調整力。脚部欠

損。
胎土精良。焼成良好。淡茶灰色。 内外面磨滅。

13
4 両

Sq Oi
弥生土器 高坏 24・3 － （6．8）

T 字形口縁。内面はヨコ方向

のヘラ磨 き。口縁部、外面は
ナデ調整。

胎土精良。焼成良好。内外面丹塗 り。
茶褐色。

14
4両

SG O2
縄文土器 － （3．5） 口唇部 に刻み目。 胎土に2 － 3mm砂粒を多 く含む。黒灰色。

31 15
4 両 縄文土器 － （2・6）

外面はタテ方向の粂痕。内面 胎土に 2 ～ 3 mmの砂粒 を多 く含む。暗

SGO2 は指ナデ。 茶灰色0

16
4 面 縄文土器 － （2・7）

外面はタテ方向の櫛措 き文。 培土 に1 ～ 2 mmの砂粒 を多 く含む。外

SGO2 内面はナデ調整。 面は茶灰色、内面は暗茶灰色。

17
4 面

縄文土器 － － （4 ．2）
外面はヨコ ーナナメ方向の条 胎土 に1 ～2 mmの砂粒を多 く含む。外

SGO2 痕。－内面はナデ調整。 面は暗茶灰色、内面は茶灰色。

18
4 両

SG O2
弥生土器 甕 15－．0

－
（4．7） くの字形口縁。体部内面は指

ナデ調整。
胎土精良。焼成良好。茶褐色。

19
4 両

弥生土器 壷 15．0 － （4・7）
くの字形口縁。体部内面は指 胎土精良。焼成良好。茶褐色。外面は

SGO 2 ナデ調整。 丹塗。

20
4 両

弥生土器 甕 － 5．0 （4．6）
平低。体部は外 に広がる。外 胎土は2 － 3－m の砂粒 を含む。外面は

SGO 2 面はタデ方向のヘラ磨 き。 茶灰色。

21
4 両

SG O2
弥生土器 ＝量，査 － （3・2） 口縁部片。大 きく外反。

胎土に3 空4 mmの砂粒を含む。焼成良好。

茶灰色。

22
4 面

SG－02
弥生土器 ．土璽 － （3．・6）

口綾部片。頸部か ら直線的に

外反する。
胎土は砂粒を含む。焼成良好。灰茶色。

32 23
4 両

弥生土器
二重口縁

21．4 － （17・4）
一口縁部は逆の字状。口縁部 と 胎土に砂粒を多 く含む。焼成やや軟。

SGO4 －ゴゴ璽 頚部の境に刻み日突帯。 外面は灰色。内面は黒褐色。

24
4 両

弥生土器 甕 － （8．2）
内面はヘラナデ調整、外面は 胎土に1 －3 mmの砂粒を含む。焼成良好。

SGO2 ナヂ調整。 茶褐色。煤付着。

25
4 両

弥生土器 甕 9・7 （10．．0） 平低。外面タテ方向のパケ目、胎土に－1 ～2 m の砂粒を含む。焼成良好。

SGO2 内面はナデ調整。 外面は灰色、内面は黒褐色。

26
4 両

SG O 2
土師器 士璽 － （4．3） 胴部片。内面ナデ調整。 胎土精良。焼成良好。淡茶色
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挿図

番号

遺物

番号

出土

遺構 種　 類　　 器　 種
言．径 （雲台琵） 器　 高

（現存高） 形態の特徴 ・調整 ．文様　　　　　 施釉 ．色調 ．素地等 備　 考

33 27
4 両

SG O5
土師．器 壺 18・1 － （3．8） 口縁部はやや外反する。外面

にタテ方向のパケ目。
胎土に2 mm前後の砂粒 を含む。暗茶灰色

。

28
4 面

弥生土器 ．＝ヒ1 6．5 （5．0） 丸底。外面はタテ方向のハケ 胎土 に2 ～ 3 mmの砂粒 を多 く含む。焼

。SGO5 璽 目調整後、ナデ調整。 成やや軟。内面は茶褐色、外面は淡茶色

外鹿部に煤付着。

29
4 両

SG O5
弥生土器 ．＝月ニr里 － （11．0）

胴部片。内面はヨコ方向のハ

ヶ目調整後、ナデ消 し。黒斑
あり。

胎土に3 ～ 3mmの砂粒を含む。焼成良好。

茶灰色。 胴部径35．4cm。

30
4 両

瓦質土器 －＝Er 22．8 － （5．2） くの字形口縁部。口縁部外面 胎土精良。焼成良好。外面は灰色　 内
SG O5 笠 はタテパケ、内面にヨコパケ。 ヽ面は暗灰色。

31
4 面

弥生土器 甕 － （10・5） 胴部片。内面は不正方向のハ 胎土に2 ～3 mmの砂粒を多く含み、粗い。
SGO 5 ケ目調整。外面 に一条の突帯。焼成良好。茶褐色。

32 4 両

SG O 5
弥生．土器 高坏 － （4．4・） 口縁部。一度強く屈折 し、大

きく外反する。 胎土に微砂 を含む。焼成良好。淡茶灰色。

33
4 面

弥生土器 甕 － （15．0） 胴部片。内面ヨコ方向、外面 胎土に1 ～3 mm砂粒 を含む。焼成良好。
SGO7 はタテ方向のハケ目調整。 内面は暗黍灰色、外面は茶灰色。

34
4 面

弥生土器－1 高坏 30．0 － （5．1）
言縁部は大 きく外反 し、－鹿部 胎土 に1 ～4 mm砂粒を含む。焼成良好

SGO7 ととの間に段 を有する。 。茶褐色。煤付着。

34 35
4 由

土師器 高坏 14 ・0 － （4．7）
坏部片。外面 はタテの方向ハ 胎土 に2 － 3 mm砂粒を含む。焼成良好。

SDlO5 ケ目調整。 内面は茶褐色、外面は灰茶色。

36
4 両

SD lO5
土師器 高坏 － （4．8）

脚部片。内面はヨコ方向の．ヘ

ラナデ調整。外面はヨコのパ

ケ調整。

胎土本こ細砂粒 を含 む。焼成やや軟。内
面は茶褐色、外面は茶灰色。

37
4 両

P101
土師器 士璽 － （3・4） 口縁部片。ゆ－るく外反する。

外面にタテ方向のパケ目調整。胎土は細砂を含む。焼成良好。暗茶灰色。

48 8 9 5 両 縄文土器 － （3・8） 内外面ヨコ方向の条痕。 胎土に 2 ～ 3mm砂粒 を含む。焼成良好。
茶灰色。

．48 90 5 面 縄文土器 － －（4．2） 内外面ヨコ方向の条痕。 胎土に2 ～ 3mmの砂粒を多 く含む。焼
成良好O 灰茶色

91 5 両 弥生土器 － （6 ．8） 内面はヨコ方向のパケ目調整 胎土精良。焼成良好。灰茶色5

49 94 包含層 土師器 鉢 6・6 （1．6） 鹿部から丸みをもって脚部が

－延びる。 胎土精良。焼成良好。淡灰茶色。－

95 包含層 青磁 碗 5・0 （3．0）
鹿部片。高台は高 く、直線的

皐こ延びる。
素地は、自灰色で精緻。オリーブ色を
帯びた透明釉。焼成良好。 太宰府Ⅴ期

96 包含層 染付 皿 8・6 （1．3） 碁笥底。

素地は、 白灰色で精微。透明釉。内外

面ともに呉須。外鹿部 にコンニャク版。
焼成良好。

97 包含層 陶器 瓶 11・0 （10．2）
鹿部 との現で一部くびれ、体

部－は丸みを持 って立ち上がる。

素地は、灰茶色で精微。緑灰色の施釉。

焼成良好。

98 トレンチ 青磁 皿 3．0 （1．1） 碁笥底。 素地は、白灰色で精緻。オリーブ色 を
帯びた透明釉0 焼成良好。 太宰府 I 期

99 トレンチ 陶器 皿 4・4 （1．8）
高台は低 く、体部は大 きく外

に広がる。
素地は茶灰色で精微。灰緑色の施釉。
鉄釉高台と内底見込みは露胎。 唐津焼

100
3 面

遺構面
縄文土器 鉢 － （2．5） 内面はタテ方向の条痕。 胎土に2 ～3 mmの砂粒を含む。焼成良好。

内面は暗灰茶色、灰茶色。

101
3 両

渾構面
土師器 一七．璽E － （7．0） 胴部片。内外画パケメ調整。－ 胎土に微砂粒を含む。焼成良好。灰茶色。

102
4 面

弥生土器 －、高坏 － （写・3）
言緑調は大 きく外反する。端 胎土に砂粒 を多 く含む。焼成良好。茶

－遺構面 部に洩い沈線が 1－条入る。 灰色。

103
4 高

遠構面
土師器 　皿 10．6 （1．0） ヘラ切 り底。 胎土は精良。焼成良好。淡茶灰色。

104
4 面

遺構面
弥生土器 甕 6．0 （7・．0） 平底。内外面ナデ調整。 胎土に前後の砂粒を多 く含む。焼成良好。

内面は灰茶色、外面は茶灰色
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挿図

場号

遺物

番号

出土

遺構
種　 類 器　 種 口　 径

底　 径

（高台径）

器　 高

（現存高）
形態の特徴 ．調整 ・文様 施釉 ・色調 ・素地等 備　 考

49 105
4 両

遺構面
弥生土器 高坏 － （4 ・4）

脚部のみ。内面にわずかにし

ぼり痕。
胎土精良。焼成良好。灰茶色。

Tab．5　Ⅱ区石製品一覧表

挿図

番号

遺 物

番 号

出土

遺構
器　 種

長 さ

（現存 長）

幅

（現存幅）

厚

（現 存厚）

重 量

（9 ）
石　 材 色　 調 特　　　 徴

34 38 S K lO l 挟 状耳 飾 り
－ 2 ．1 0 ・3 6 滑石 淡 緑灰色 復 原直 径6 ・3cm で ある。補修 孔が 1 つ であ る。孔 直径 は0 ．2cm 。

34 39 SK lOl 挟 状耳 飾 り． － 2 ．0 0 ．3 3 滑石 淡 緑灰色 補修孔 が 2 つあ る。 孔直径 は0 ・2 cm 。

48 92 埋没 林 石 鏃 1 ．8 1 ．4 0 ．35 －
黒曜石 黒色 剥片 石器。

1 9 －106 包含 層 石鏃 0 ．9 1．0 0 ・2 －
黒曜 石 黒色 先端 部 を欠 く。 凹基無茎 鏃。

4 9 107 遺 嘩面 石鏃 2 ・1 2 ・2 0 ．3 －
黒曜 石 黒 色 先 端部 を欠 く。 凹基無茎 鏃。 かえ りの部分 が深い。
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Tab・6　Ⅱ区木製品一覧表

挿 図

番号

遺 物

番 号

出土

遺構
器　 種

長 さ

（現 存長）

幅．

（現存幅）

厚

（現存厚）
木取 り 樹　 種 時　 期 特　　　 徴

3 5 4 0 SG O l －杭 （78 ．4） 6 ．0 4 ・0 弥生 先 端部 は 4 面削 り出 し。

4 1 杭 （39 ．7） 3 ．7 2 ．7 弥生 先 端部は 4 面 削 り出 し。

4 2 杭 （17 ．6） 4 ．6 3 ．5 先端 部は 2 面 削 り出 しO

4 3 板状加 工品 （27 ．8 ） 6 ．9－ 1 ・6 先端部 削 り。 断面や や半円状 。

36 4 4 S G O2 鋤 （198） 2 ．7 2 ・2 長柄 の途中 を欠損。 ス コップ状の形状 。

4 5 鋤 98 ．8 （6・2） 2 ・0 柄の長 さは35 ・8 cm 、 幅は2 ・－Ocm 。縦 1／2 を欠損 。

37 46 建感材 （12 5．5） 9・3 2 ．0 － 1，2 片端 を薄 く加工 。厚 さが均一 でない。

47 建築材 （55 ・6） 6 ・8 4 ．4 断面享角 形。

38 4 8 畢 （4 9 ・8） 2 ・9 2 ・7 振 り手 を作 り出 してい る。

4 9 柄 （3 2．1） 3 ．8 3 ．0 T 字型 の擦 り手O

50 －　魚 頭部 （18 ・5） 11．8 4 ．8

L39 5 1 杭 （10 1 ・0） 5 ．1 3 ・6 面取 り調整 。

5 2 （71 ．8 ） 3 ．2 3 ．2 芯持 ち 先端部 取 り出 し。

39 53 （68 ・8 ） 2 ・0 2 ．0 芯持 ち 先端部 削 り出 し。傷 みやゞ ひどい。

54 （129 ．0） 4 ．8 4 ・0 芯持 ち 先端部 削 り出 し。

55 （4 5 ．6） 4 ．1 4 ．0 先端部 削 り出 し。

56 （4 9 ・3） 3 ．8 4 ．2 先 端部削 り出 し。

57 （2 5 ．4） 2 ．6 2．3 先 端轟机 面削 り出 し。

4 0 58 （74 ・2） 3 ．4 2 ・8 2 カ所削 ってい る。

5 9
（68 ．田）

4 ．4 4 ．8 樹 皮が残 ってい る。先端部 削 り－。

6 0 （64 ．6） 4 ．0 4 ．4 先端 部多方 面削 り出 し。

6 1 － （60 ・4 ） 3 ・6 2 ・2 先端 部削 り由 し。

62 （58 ．6） 3 ・4 3 ・4 芯 持 ち 先端部 多方面 削 り出 し。

63 杭 （62 ．2） 3 ・2 3 ・2 芯轟 ち 先端部 1 面削 り出 し。

41 64 （31 ・3） 4 ．0 3 ・1 途 中を欠損 してい る。

65 （2 8 ．8） 1．9 1 ．6 樹皮が 残 る。 一 力率 のみ削 る。
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挿 図

番号

遺物

番号

出土

遺構
器　 種

長 さ

（現存 長）

幅

（現存幅）

厚

（現存厚 ）
木取 り 樹　 種 時　 期 特　　 彎

4 1 66 （20 ．8） 5 ．0 4 ・2 表 面炭化 してい る。

－6 7 （19 ．7） 2 ．8 1 ・1 樹 皮が残 る。一 カ所 のみ削 る。

68 （21 ．3） 4 ・1 3 ・7 先端部 多方面 よ り削 り出 し。

69 （8・9） 2 ．0 1 ．0 先端部 1 面削 り出 し。他 1 面 は平坦 面形成 。

70 （6 ・9） 1 ．6 1・6
先端 部 1 面 削 り出 し。

7 1 （10 ．8） 2 ．1 1 ・7
断面 方形 に成形 し、－先端部 3 面削 り出 し。

7 2 （37 ．7） 5 ・5 3 ・8
先 端部 1 面削 り。断面 三角形状 。

73 板状 加工 畠 （7 ・5） （3 ・0） 0 ．9
欠損が ひ ど く全 形 は不 明。面取 り調整 。

74 （9 ．2） （5 ．？） 1 ．2
欠損が ひ ど く全形 は不 明。 タテ方 向に面取 り調整 。

75 板状加 工品 （4 ．3） 4 ・5 1 ・2
欠損 が ひど く全形 は不明。面 取 り調 整。一 部削 り。

42 76 杭 （4 1．9） 10 ・9 5 ．8 面取 り調整 で、断 面三角形 状。

7 7 ．杭 （4 0 ・7） 5 ．7 5 ．2 タテ方 向に面取 り調整。

78 杭 （22 ・9） 10 ．4 5 ．6 表 面 のみ面取 り調整。

42 79 SG O3 杭 （20 ．7） 4 ・1 3 ．3 断面方 形。削 りだ し。

43 80 S G O4 鍬 （44 ・4 ） 7 ・8 1 ．4 タテ半分欠損 。

8 1 杭 （39 ・2） 6 ．2 5 ．0 先端 部 3 面 削 りだ し。

8 2 （3 2 ．2） 1 ．9 1・0 平 坦面 を成 形。

8 3 （18 ・1） 2 ・2 －2 ・0 先 端部 1 面削 りだ し。

84 （25 ．2） 3 ．3 L3 ．0 先端部 1 面削 りだ し。

85 （15 ・2 ） 3 ・4 2 ．3 先端部 2 面削 りだ し。

46 10 2 埋没 林 （164 ．2） 2 8 ．5 29 ．5 イヌ ビワ 石斧 に よる加工痕 があ る。

47 103 （194 ．2） 31 ．0 26 ・0 ア カガシ 石 斧 による加工痕 があ る。
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附編 井相田D遺跡の古環境復元

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

井相田D遺跡が位置する福岡平野は、多々良川・御笠川・那珂川などにより形成された沖積平野で

ある。これらの河川の中．上流域には、現河川の河床および現氾濫原を主体として自然堤防や三日月

湖を含む谷底平野が分布しており（唐木田ほか，1994）、本遺跡も御笠川西岸の氾濫原に位置する。ま

た、本遺跡近隣の微高地や台地には板付遺跡や雀居遺跡などの集落が立地している。

今回の発掘調査では、縄文時代中期から中世にかけての遺構・遺物が確認されている。縄文時代中

期の層準では埋没林が確認されており、この構成樹に加工痕が認められることから、本低地帯におい

て縄文時代中期頃から人間活動があったことが推定されている。このほか、弥生時代境に埋没した池

跡や古代～中世の水田跡などが検出されており、本地域における稲作などの人間の活動を捉える上で

重要な成果が得られている。また、このような人間活動を捉える上で過去の環境を復元することが課

題として考えられた。そこで、今回は本遺跡における古環境復元および稲作に関する情報を得ること

を目的とした自然科学分析調査を実施した。調査内容は、現地野外調査による調査区内の堆積物の観

察、放射性炭素年代測定による堆積物の堆積年代の推定、珪藻・花粉・植物珪酸体の微化石分析、樹

種．種実など大型植物遺体の同定を実施した。

1．調査地点の層序
現地野外調査時に調査地点として、第1地点～第11地点の11箇所の地点を設定し、各地点からは柱

状ないし層位試料を採取したO図1に今回分析調査を実施した地点の層序を模式柱状図として示す。

（1）層序概要
各調査地点の堆積物は、基本的に河川作用により堆積した砂・シルトといった砕屑物からなる。堆

積物の切り合い関係から、上位よりⅠ層、Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳ層、Ⅴ層の5つの層に大きく区分される。

以下に各層の特徴について述べる。

Ⅰ層：調査区全域に分布するシルト・砂といった無機砕屑物からなる単層群からなるO部分的に菓

理が発達するが、堆積後の生物擾乱の影響を受け不明瞭である°また、各単層の多くは上方細粒化し、

また側方にも級化する。これらのことから、本層は基本的には調査区全域を覆った氾濫堆積物と推定

される。本層中からは、発掘調査により古代～．中世に至る水田が検出されている（1～3面）。上記

した擾乱はこの耕作によるものも含まれる。

Ⅱ層：下記するⅢ層が浸食された後に形成された凹地を埋める堆積物である。この凹地は、おそら

く流路変更に伴う三日月湖と考えられる。埋積物は、暗褐のシルト粘土といった細粒砕屑物を主体

とするが、上部・下部には水平方向に断続的に連続する粗粒～細粒砂の薄層レンズを挟む。この砂レ

ンズは、生物擾乱により形成されたものと見られる。本凹地の最下部からは多数の木材や種実遺体な

どを含む。本層中からは弥生時代の遺物が出土しており、凹地埋没後には水田が構築されている。凹

地の確認面は4両とされる。

Ⅲ層：下記するⅣ層の埋没林を覆う堆積物で粗～極粗粒砂～シルトからなる。下部から中上部はト

ラフ型斜交層理が発達する粗～極粗粒砂、上部はシルトと粒径を減じる上方細粒化のシークエンスを
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示す。このような層相から、本層は流水下で堆積したと判断され、旧流路堆積物の可能性がある。上

位のシルト層は数層に区分することができ、各単層上部は生物擾乱が及んでいる。

Ⅳ層：腐植質な泥質堆積物からなる。Ⅲ層堆積時に浸食されており、平面的な分布の連続性は悪く、

かつ残存している部分でも上部は流水の影響を受け乱れている。本層中には多数の樹木起源の植物遺

体を含む。本層上面には埋没樹が多数認められており、その中には根張りのものもあり、埋没林と判

断される（5両）。本層中に植物遺体の多くは、この埋没林に由来するものと推定される。

V層：埋没林が成立する以前に堆積した堆積物で中～粗粒砂からなる。本層の下限は、調査底面で

あるため確認できず、成因については不明である。

（2）試料
今回の調査では、上記目的および層序を考慮して、試料の選択を行った。年代測定は4両の凹地堆

積物底から出土した木材について実施した。微化石分析は第2・3・7・8・9・10・11地点の試料

について実施した（図1）。第8・10地点については種実などの大型植物遺体の層位的変化を捉える

ための分析も実施した。また、第4両の凹地堆積物から出土した木材．種実・昆虫遺体、第5両の埋

没林を構成する樹木も試料として同定を行ったO試料の詳細は結果とともに表示する。

2・分析方法
今回の分析調査の方法を以下に項目別に示す。

（1）放射性炭素年代測定

・前処理

水でよく洗浄して表面の異物を取り除く。乾燥、粉砕後水酸化ナトリウム溶液で煮沸する。室温ま

で冷却した後、水酸化ナトリウム溶液を傾斜法で除去するOこの作業を除去した水酸化ナトリウム溶

液の色が薄い褐色になるまで繰り返すO次に塩酸を加えて煮沸する°室温まで冷却した後、傾斜法に

ょり塩酸を除去する。充分水で洗浄した後、乾燥して蒸し焼き（無酸素状態で400℃に加熱）にした。

蒸し焼きにした試料は純酸素中で燃焼して二酸化炭素を発生させる。発生した二酸化炭素は捕集後、

純粋な炭酸カルシウムとして回収する。ただし、試料が少量（試料表中で試料少量と記載がある試料）

の場合は水酸化ナトリウム溶液による処理を省略する。

・測定試料の調製

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成す

る。最終的に得られた合成ベンゼン3m8（足りない場合は、市販の特級ベンゼンを足して3mlとする）

にシンチレイターを含むベンゼン2mlを加えたものを測定試料とする。

・測定

測定は、1回の測定時間50分間を20回繰り返す計1，000分間行う。未知試料の他に、値が知られて

いるスタンダード試料と自然計数を測定するブランク試料を一緒に測定する。

・計算

放射性炭素の半減期としてLIBBYの半減期5，570年を使用する。

（2）珪藻分析
試料を湿垂で約7g秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、
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珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥

後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍

あるいは1，000倍で行い、メカニカルステージで任意の視野を走査し珪藻殻が半分以上残存するもの

を対象に200個体以上同定・計数する。同定は、K．Krammer（1992）、K．KrammerandLange－Berta10t

（1986・1988・1991a，b）などを用いる。

同定結果は、海水生種、海水～汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルファベット順

に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度

（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、

産出個体数が100個体以上の試料については、産出率5％以上の主要な種類について主要珪藻化石群集

の変遷図あるいは層位的分布図を作成する。また、産出した化石が現地性の化石か異地性の化石かを

判断する目安として完形殻の出現率を求め考察の際に考慮する。堆積環境の解析にあたり、海水～汽

水生種については小杉（1988）、淡水生種については安藤（1990）、汚濁耐性についてはAsai・K・＆

Watanabe．T．（1995）、陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）の環境指標種を参考とする。

（3）花粉分析
試料を湿重で約10g秤量し、水酸化がノウム処理、姉別（250〃m）、重液分離（臭化亜鉛，比重2．3）、

フッ化水素酸処理、アセトリシス処理（無水酢酸：濃硫酸＝9：1）の順に物理・化学的な処理を施

して花粉・胞子化石を分離・濃集する。処理後の残漣をグリセリンで封入してプレパラートを作製し

た後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数を行う。

結果は同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の変遷図あるいは層位的分布図として表示

する。図中の各種類の出現率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総数より不明

花粉を除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイフォン（－）

で結んだものは種類間の区別が困難なものを示す。

（4）植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理（70W．250KHz，1分間）、

沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2．5）の順に物理・化学処理を行い、植

物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下．乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、

その間に出現するイネ科菓部（葉身と葉鞴）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸

体と呼ぶ）および菓身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐

瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

（5）樹種同定

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製

し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム松末，グリセリン，蒸留水の混合湊）で封入

し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

（6）種実遺体・菓同定

分析方法は、すでに水洗選別が終了しているものと、土壌試料とでは異なる。土壌試料約300C・Cに
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対して、数％の水酸化ナトリウム水溶液を加えて1昼夜放置し、試料の泥化を行う。0．5mmの師を通

して水洗し、残漣を集める。残漣を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体を抽出する。すでに水洗選

別が終了している試料と合わせ、双眼実体顕微鏡を用いて観察し、その形態的特徴から種類を同定す

る。同定した種実は、種類毎に瓶にいれ、ホウ酸とホウ砂の混合水溶液中に入れて保存する。

3．結果

（1）放射性炭素年代測定
測定結果を表1に示す。SGO2下部から出土した木材は、2480（誤差＋900、－810）y．B．P．を示

した。

表1放射性炭素年代測定結果

試料名 年代値
誤差

L ab．N o．
＋ －

SG O 2　 N o・42104 2 ，480 900 810 Pa土356

注1）年代値：1，950年を基点とした値。
注2）誤差：測定誤差20（測定値の95％が入る範囲）を年代値に換算した値。
注3）pAL：パリノ．サーヴェイ株式会社で測定。

（2）珪藻化石

結果を表2－4、図2－5に示す。珪藻が産出した試料の完形殻の出現率は、30～80％まで変化す

るが70％前後の試料が多い。産出種のほとんどは淡水生種からなるが、海水生種、海一汽水生種、汽

水生種も僅かながら産出する。産出分類群数は50属189種類である。各地点の珪藻化石群集の特徴を

述べる。

〈第2地点〉

試料番号5～8・13では珪藻化石がほとんど検出されないO試料番号3・10の淡水生種の生態性（塩

分、pH、流水に対する適応能）は、多少の塩分（類）であれば耐えられる貧塩不定性種、pH7・0以上

のアルカリ性の水城を最適とする真・好アルがノ性種、流水にも止水にも普通にみられる流水不定性

種がそれぞれ優占する。産出種の特徴は、一2試料とも近似しており、流水不定性のAmphoraovalis

が20－30％と優占し、同じく流水不定性のCymvellasiiesiaca、Fragilariaulna、陸生珪藻の中でも耐

乾性の強いA群（伊藤・堀内，1991）のHantzschiaamphioxys、水城にも生育する陸生珪藻のB群（伊

藤．堀内．1391）のNaviculac。nf。rVae。aを伴う。

〈第3地点〉

6試料とも珪藻化石は、ほとんど検出されない。

〈第7地点〉

試料番号6では、珪藻化石がほとんど検出されない。珪藻化石群集は、試料番号4・3と試料番号

2で異なる。

試料番号4・3は、貧塩－不定性種、真・好アルがノ性種が多産するが、流水に対する適応性でみ

ると流水不定性種と池沼などの止水城に特徴的な真・好止水性種が産出する。産出種の特徴は、流水

不定性のAmphoraovaiis、好止水性のAchnanthescrenulata、Aulacoseirapensaco1aeが20％前後と多

産し、好流水性のCocconeisplacentulavar．lineata、流水不定性のCymbellatumida、Fragilariaulna、

Gomphonemaangustum、Naviculareinhardtiiを伴う。
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表 2　 第 2 ・ 3 地 点 の 珪 藻 分 析 結 果

種　　　　　 類 生　 態　 性 環境 第2 地点　　　　　　　　　　　　　　　　　 第3 地点

塩分 PH 流水 指棟穣 3　　 5　　 6　　 7　　 8　 10　 13　　 3　　 4　　 5　　 8　 1 1　 13

1 E　h－M　h B 1

Hydr。Sera triquetra W a11ich Ogh－M eh al．il r－Ph U 1

Rh。PaI。dia gibberula （Ehr．）0 ．M u11er

Achnanthes C1eveiG run。W

O　h－M eh aトil ind－ 8　　　　　　　　　　 1

1O gh－ind a1－i1 トph T

Achnanthes crenulata G runow O gh．ind a1－bi 1，ph T － 2　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Achnanthes lance。lata （Breb・）G run。W O gh ind ind r－Ph
k

K，T 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

2
Achnanthes spp．

A m phora 。V a1is （Kuetz．）Kuetzing

O gh－unk
O gh－ind

unk

a1－日

un
ind T 18　　　　　　　　　 2　　　　　 55　　 1　　 2　　　　　　　　　 1　　 6　　 1

A ulac。Seira italica （Ehr．）Sim 。nSen O gh．ind aトil 1－Ph U 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

1　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
A u1ac。Selra Pe nSaC。lae （A ．S．）Slm 。nSen

Caloneis le ptos。m a K ram m er ＆Lange－Bertalot

O gh－h。b

O gh一ind

ac－ll

ind

土ph
トph RB 1

1L　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8Ca10ne1S SIllCu1a （Ehr．）Cleve

C。CC。neis placentula （Ehr．）C leve

O gh－1nd

O gh．ind

a土ll

aトi1

lnd

ind ∪ 1

C。CC。neis p lacentula var・lineata （Ehr．OC Ieve O gh－ind a土il r－P h T 1　　　　　 1　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

C raticula cuspidata （Kuetz・）D ・G ．M ann O gh．ind al．i11 ind S 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　 2　　 1

Cym bella a spera （Ehr．）C1eve O gh．ind aトi1 ind 0 ，T 1　　　　　　　　　 6　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Cy m b－e11a e hrenbe rgiiK uetzing O gh－ind ind トph 0 1

C ym bella m esiana Choln。ky Og h・ind aトbi 1－bi 0 1

C ym bella naviculif。rm is A uersw ak1 Og h－ind ind ind 0 1

C ym beIla s ilesiaca Bleisch Og h－ind ind ind T 10　　　　　　　　　　　　　　　　 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

C ym bella．tum ida （B reb ．ex Kuetz・）V ．H eurck Og h－i0d aトil ind ・T

0 ，丁

2　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　 1　　　　　　　　　　　　 2

C ym be”a sp p． 。gh－unk unk unk 2　　　　　　　　　　　 1

Diploneis finnica （Ehr・）C1eve Og h－ind ac－il l．ph 1

Dipl。neis p arm a C leve Og h－ind ind ind 1

Dip1。neis spp ． O gh－unk unk unk 1

Eun。tia pectinalis （Kuetz・）Rabenh。rSt Og h hob ac－il ind 1　　　　　　　　　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Eunotia pectinalisvar．m i田or（K uetz・）Rabenh。rSt O gh－h。b ac－il ind 0 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1

Eun。tia praerupta Ehrenberg O gh－hob ac－il トph RB，0 ，T 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1Eu n。tla SPP．

Fragilaria construens （Eh r・）G run。W

O gh－unk

O gh ind

unk

aトil

unk

土ph U 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

Fragilaria c。nStruenS f。．Venter（Ehr・）H ustedt O gh－ind aH l 土ph S 1　　　　　　　　　　　　　　　 10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

FragiIaria exigua G run。W O gh・ind ind 土ph

S

3

Fragilaria pinnata Ehr6nberg O gh－ind a1．i1 トph 1

12　　 4　　 5　 10　　 1　 14　　　　　　 7　　 1　　　　　 3　 10　　 1FraglIarla ulna （NltZSCh）Lange－Be rtal。t

Fragilaria virescens Ralfs

O gh－tnd

O gh－ind

all1－

ac．il

lnd
トph ∪ ．2　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

G。m Ph。nem a aCum inatum Ehrenberg O gh－ind ind 土ph 0 1

Gom ph。nem a ang uStatum （K uetz・）Rabenhorst O gh－ind al－il ind ∪－ 1

G。m Ph。nem a ang uStum A gard h O gh－ind aH 1 ind 1

G。m Ph。nem a aug urEhrenbe rg O gh．ind ind ind

T

6

G。m Ph。nem a CleveiFricke O gh－ind aトbi r－Ph 1

G。m Phonem a graci－le Ehrenberg O gh1ind aトil トph 0，∪ 1

Gom phonem a parvulum K uetzing O gh．ind ind ind ∪ 7

G。hlPhonem a sphaer。Ph°rum Ehrenberg O gh－ind al．il ind T 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

G。m Ph。nem a trunCatum Ehrenberg O gh－ind ind トph T 16　　　　　　　 1

G。m Ph。nem a SPP ・ O gh－unk unk unk 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Gyr。Sigm a spp・ Ogh．unk unk unk
RA ，∪

－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

H antzschia am phi。XyS （Ehr．）G run。W O gh－ind allil ind 7　　　　　　　　　　　　　　　　 8　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　 3

N avicula c。nfervacea （K Lietz．）Grun。W O gh－ind aトbi ind RB，S 6　　　　　　　　　　　　　　　　 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N avicula hasta Pant。CSek O gh－ind aトil 1－Ph U 1

N avicula一m utica Kuetzing O gh．ind a1．il ind RA ，S 1

N avicula m utica var．ventric。Sa （Ku3tz．OCleve O gh－ind aトil ind R1 1

N avicula rhynch。CePhala K uetzing O gh－ind aトil ind ∪ 1

1N av ICu1a spp．

N eidium alpinum H ustedt

Og h－unk
Og h－unk

unk

unk

unk
ind RA 1

Pinnu1aria acr。SPhaeria W ・Sm ith O gh－ind aH 1 トph 0 1

Pinnularia gibba Ehrenberg O gh－ind ac－il ind 0 2

Pinnu1aria rupestris Hantzsch O gh－h。b ac－i1 ind 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Pinnularia st。m atOPh。ra （Grun．）Cleve O gh・ind ac－il 1－Ph

　 0

S

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Pinnularia viridis （Nitz．）Ehrenberg ．O gh・ind ind ind 3　　　　　　　　　 2　　　　　 －1．　　　　 1　　　　　　　　　　　 2

Pinnularia spp． Og h．unkL unk unk 1　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　 2

Plagi°tr°P1S SPP・ Og h－unk unk unk 2

R h。P創。d ia gibba （Ehr・）0 ．M uJler Ogh．i0d aトil ind 2

Rhop a1。d ia quisum birgiana Skv。rtZOW Og h．hil a1・il ind 1

Sellapho ra am ericana （Ehr1）M ann Og h・ind al．il トph 1

Se11aph。ra PuPula （Kuetz．）M ereschk。VVSky Ogh．ind ind ind 5

Stauro neis kriegeriPatrick Og h ind ind unk T 1

Stauro neis ph。enicenteron （N itz．）Ehrenberg Og h．ind ind トPh 0 11　　　　 1　　 2　　　　　　 4　　 2　　　　　　　　　　　　　　　 1　 1

．Staur。neis phoenicenteron var・Signata M eister Og h－ind ind ind 1

海水生種合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　　 0　 。　 0　　 0　　 0　　 0　　 0　　 0　　 0　　 0　　 0　　 0

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

9　　0　　0　1　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

95　　8　11　20　　2　203　　7　17　　1　　0　　9　　41　　9
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

04　　8　11　21　　2　203　　7　17　　1　　0　　9　　41　10

海水－汽水生種合計

汽水生棟合計

淡水－汽水生種合計

淡水生種合計

珪藻化石総傲

凡例

H．R．：塩分壙度に対する適応性　PH：水素イオン濃度に対する適応性　c・R・：流水に対する適応性

Euh－Meh：海水生穣一汽水生種　aトbi：真7ルカリ性権　　　　J－bl：真止水性穫

Ogh－Meh：淡水生随一汽水生権　aトlL好7ルカリ性撞　　　1－Ph：好止水性権

Ogh－hll：貧塩好塩性撞　lnd：PH不定性種　　　lnd：流水不定性撞
Ogh－lnd：貧塩不定性権　　ac－Jl：好壌性権　　　　r・Ph：好流水性権

Ogh－h。b：貧塩嫌塩性極　　unk：PH不明権　　　　unk：流水不明種

Ogh－unk：貧塩不明橿
環境構標撞

B：内湾指標権（小杉，1988）

K：中一下流性河川指標樺　0：沼沢湿地付着生種（以上は安藤，1990）
S：好汚濁性穣　U：広適応性桂　T：好清水性権（以上はAsal，K．＆Watanabe，T．1995）

R：陸生珪藻（RA：A群，RB：B群，Rl：未区分陸生珪湊、伊藤．堀内，1991）
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表3　第7．8．9・11地点の珪藻分析結果（1）

種　　　　　 類 生　 態　 性 －　環境

指標 種

第 7 地 点　　　　　　 第 8 地点　　　 第 9 地 点　 第 11地 点

2　　　 3　　　 4　　　 6　　　 3　　　 5　　 1　　 3　　　 1塩 分 P H 流水

Nit z s c h ia 汁、ar g ln u la ta v a r．su b c。nS triCt a G ru n o w E u h 1

F ra g i1a ria fa s c ic u la ta （A g a rd h）La n g e－B． M e h

a土日 in d　 －

EZ

1

N it z s c h ia l。re n Z ia n a v a r．su b t iIis G ru n o一W M e h． 1

O p e p h 。ra m a rty i H e rib a u d M 3 h

O g h－M e h

D 1 1　　 1

A m p h。ra f。nt in a lis H u st e d t

∪

1

F ra g ila ria b re v is tria ta G r u n。W O g h－M e h a llil－ トph 4

N a v ic u la、C a P ita t a E h re n b e rg O g h－M 3 h aトil r－P h U 1

N a v ic u la c a p ita t a v a r・hu n g a ric a （G ru n ・）R。SS O g h－M e h aトil r－P h U

T

1

R h。b a I。dia g ib b e ru 1a （Eh r．）0 1M u He r O g h－M e h

O g h －in d

a 1－il in d 2　　　 2

A c h n a n th e s d e v e i G ru n。W a土日 トph 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

A c h n a n th e s c re n u Ia t a G r u n o w O g h－in d aトbi トph 丁 10　　 38　　 32　　　 6　　　 9　　 1　　　 3　　　　　　　　　 4

Ac h n a h th e s e x ig u a G ru n。W O g h－in d a土il in d S 1

A ch n a n th e s in fla ta （K u e t z・）Gru n。W O g h －in d aトil r－P h T L 2

A c h n a n th e s Ia n c e。la ta （B re b ・）Gru n。W O g h－in d in d r－P h K ，丁 1　　　　　　　　　　　　　　　 3　　　 1

A c h n a n th e s la n c e o la ta v a r．d u b ia （G ru n一）La n g e－B． O g h－in d aトi1 「．p h T 1

A ct in e H a b ra s ilie n s is G ru n。W O g h－in d a c－il 11b i ・ 0 1′　　 1

A m p h。ra a ffin is K u e tz in g O g h－in d a H 1 in d U 1 1　　　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

A m p h。ra n。rm a n ii R a b e n h 。rS t O g h－in d in d －in d R B 2

A m p h。ra 。Va lis （K u e t z 1）Ku e tz in g O g h－in d a田l in d 丁 16　　 26　　 3 5　　　　　　　　　 1　　 9　 1 2

A m p h。ra P e d ic u Iu s （Ku e tz・）G ru n。W O g h－in d a土bi i田d T

N

1

A m p h。ra S P P． O g h－un k u n k u n k 1

A u fa c。Se ira a m b ig u a （Gr u n．）S im 。nS e n O g h．in d aトil 1－bi 1

A u la c。Se ira g ra n u la ta （Eh r．）Sim o n s e n O g h－in d aトil トbi M ，∪ 1　　 1　　　　　　 1

A u la c。Se ira it a lic a （Eh r．）Sim 。nSe n O g h－in d aトil トPh U

U

2　　　　　　　　　　　　　　 14　　 2 3

A u Ia c。Se ira p e n s a c o Ia e （A 1S．）Sim 。nS e n O g h－h。b a c－i1 トph －7 6　　 18　　 3 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

A u la c。Se ira s p p・ O g h－un k u n k u n k 1

C a l。ne is b a c出um （G ru n ．）Cle v e O g h in d a 1－il r－P h 1

C a lb n e is Ie p t。S。m a K ra m m e r ＆La n g e－B e rta 10 t O g h－in d in d 土ph R B

T

1　　 1

C a Io n e is s ilic u la （Eh r・）CIe v e O g h．in d a l一i1 in d 2

C a lo n e is s p p ・ O g h－un k u n k u n k 1

C。CC。ne is d is c u lu s S c h u m a n n O g h－in d a 1－il トbi－ 1　　　 3　　　 3　　　 3　　　 2　　　　　　　 1　 ・ 2　　　　　 2

C。CC。ne is p e d ic u lu s E h re n b e r g O g h－in d a土bi in d 2　　　 1

C o c c。ne is p 1a c e n tu fa （Eh r．）C1e v e O g h－in d a l－il in d U 1　　　 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

C。CC。ne is p la c e n tu la v a r．eu g ly p t a （Eh r．）C 1e v e O g h－in d aトil r－P h T －　2

C o c c。ne is p la c e n tu la v a r．lin e a ta （E h r．）Cle v e O g h・in d a土il r－P h T 6　　　 6　　　　　　　　　　　　　　 1

Cra t ic u 1a c u sp id a t a （Ku e t z・）D ．G ．M a n n O g h－in d a土i1 in d S 2

C y m b e lla g ra c ifis （Eh r・）Ku O tz in g O g h・in d in d トph T

．0

2

C y n？b e Ifa h e te r。P le u ra v a r．m in。r C 1e v e O g h・h。b a c．il トph 1－

Cy m b e lIa m e s ia n a C h 。ln。ky O g h．in d aトbi トbi 1

C y m b e Lla n a v ic u 1if。rm is A u e rs w a Jd O g h・in d in d in d 0 1

C y m b e lla s ile s（ac a B le is c h O g h．ih d in d in d T 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　 3－　 17

C y m b e lla s in u a ta G re g 。ry O g h・in d in d r－P h K ，T 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

Cy m b e n a t u m id a （B re b・e X K u e tz ・）V ．H e u rc k O g h－in d a土il in d T

R A

1 1　　　 7　　　 1

Cy m b e H a s p p ． O g h．un k u n k u n k 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

Dip 1。ne is fin n ic a （Eh r・）C le v e O g h in d a c－il トph 1　　 1　　 1

D ip l。ne is 。Va lis （Hilse ）C le v e O g h－in d a l．il in q 1　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　 3　 －

Dip l。ne is s p p． Og h．un k u n k u n k 1　　 1

E u n。tia d u p 1ic。ra P h is H ．K 。b ay a si O g h－h。b a c・il l・Ph 1

E u n。tia fa lla x A ・Cle v e O g h－h。b a c－bi in d 1

E u n o t ia p e c t in a lis （Ku e t z．）R a b e n h。rS t O g h．h。b a c－il in d 0 ，T Z

E u n。tia p e c t in a lis v a r．m in。r （Ku e t z・）Ra b e n h o rs t O g h．ho b a c－i1 iin d 0 1　　 1　　　　　　　　　　　 1

E叩 Ot ia p ra e ru p ta E h re n b e rg O g h－h。b a c－il 土ph R B，O ，T 1－

Eu n。tia p ra e ru p ta v a r・b id e n s G ru n。W O g h－h。b a c－il 土ph R B ，0

∪

1

E u n。tia s p p． Og h・un k u n k u h k 2　　　　　　　　　　　 1

Fra g ila ria c。nS tr u e n S （Eh r・）G ru n。W O g h 一in d a土日 トph 1 3　 20

F ra g ila ria c。nS tr u e n S f。・Ve n t e r （Eh r．）H u st e d t O g h ．in d aトil トph S

0

7 4　　 73

F ra g iJa ria e x lg u a G ru n。W O g h ．in d in d トph ．6　　　 2

Fra g ila ria Ie p t。Sta u r。n （Eh r・）H u st e d t O g h－in d a土日 1－Ph 1

F ra g i1a ria u In a （N it z s c h）L a n g e－B e rt a I。t O g h in d aトil in d 5　　　 5　　　 6　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　 2

Fra g ila ria s p p． O g h－un k u n k u田k 1

G 。m P h。ne m a a C u m in a tu m E h re n b e rg O g h－in d in d 土ph 4 1　　 1

G 。rn P h。ne m a a n g u St a tu m （Ku e t z．）R a b e n h o rs t O g h－in d a H l in d U

U

1　　 ．2

G 。m P h。ne m a a n g u St u m A g a rd h O g h in d aトil in d 4　　　 6　　　　　　　　　　　　　　　　 2

G 。m P h。ne m a a u g u r E h re n b e rg O g h－in d in d in d 1　　　 2

G 。m P h。ne m a g rO V e i v a r・Iin g u la tu m （H u s t．）La n g e－Be rt a l。t O g h－in d a 1lil トph 1　　　　　　　　　　　 1

G 。m P h。ne m a P a rV u lu m K u e tz ln g O g h－in d in d in d 5　　　 5

G 。m P h。ne m a S P h a e r。Ph。ru m E h re n b e rg O g h－in d a L il in d 丁 2
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表3　第7．8．9．11地点の珪藻分析結果（2）

檀　　　　　 頬 生　 態　 性 環 境

指標 檀

第 7 地 点　　　　　　 第 8 地 点　 ．第 9 地点　 第 1 1地 点

2　　　 3　　　 4　　　 6　　　 3　　　 5　　 1　　 3　　　　 1塩 分 P H 流水

G 。m P h 。ne m a S u m a t。re n S e F ric k e O g h－in d in d r－bi J

R A ，U

K ，T

1

G 。m P h o n e rTla S P P・ O g h u n k u n k u n k 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

G y r。Slg m a S P P ・ O g h－un k u n k U n k 1

H a n t z sc h ia a m p h io xy s l（E h r・OG ru n。W O g h－in d a H l in q 2　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　 3

H？nt Z Sc h ia a m p h i°Xy S V a r・Viv a x （H a n tz・）G ru n 。W O g h in d a トi1 in d 1

M e rid i。n C ir c u la e v a r．C。nS t ric tu m （Ra lfs）V ・H e u rc k O g h．in d a l■il r－bi 1

N a v ic u la c。nfe rv a c e a （K u e tz．）G ru n 。W O g h．in d a l．bi in d R B ，S 1　　　 2

N a v ic u la c°nte n ta G ru n o w O g h－ih d a l・il in d R A ，T 1　　　　　　　　　　　　　　　 2　　 1

N av ic u la e lg in e n s is （G re g ・）Ra 1fs LO 9Oh．in d aトil in d 0 ，U

R A ，S

K，U

R A

2

N av ic u 1a e lg in e n s is v a r・Cu n e a ta H ．K 。ba y a s i O g h．in d aトi， in d 1

N av ic u la k°tS C h y i G ru n。W O g h－in d aトil in d 1

N av ic u la rTl。bi1ie n s is v a r・m in。r P a tric k O g h－in d a H 1 in d 1　　 2　　　　　　　　　　　　　　 1　　 2

N av ic u la m u tic a K u e tz in g O g h－in d aトil in d 2　　　 2　　　 2　　　　　　　　　　　 6　　　 3

N av ic u Ia re in h a rd t ii G r u n。W O g h－in d aトb i in d 3　　　 9　　　　　　　　　　　　　　　 1

N av ic u Ia v irid u la （Ku e t z．）K u e tz in g O g h－in d －aトil 「．p h 4　　　 5

N 3v ic u la s p p・ O g h －un k u n k u n k 1

N e id iu m a m p Iia tu m （Eh i・）K ra m m e r O g h．in d in d 土Ph 2　　　 2

O rth o se ira r。eS e a n a （R a b h．）0 ・M 由 ra O g h．in d in d in d 1

P in n u la ria a c r。SP h a e ria W ・Sm it h O g h in d aトil 土ph 0

0

S

0

K ，T

S

1

P in n u la ria b ra u n ii（G ru n ・）CIe v e O g h．h o b a c．bi トph 1　　 1

P in n u la ria d iv e rg e n s W ．Sm it h O g h－h 。b a c・i1 トph 1

P in n u b ria g ib b a E h re n b e rg O g h－in d a c－il in d 2　　　　　　　　　　　　　　　　 4

Pin n u la ria g ib b a v a r．lin e a ris H u s te d t O g h．h 。b a c－il in d 1

P i田nu la ria m e s。Ie p ta （E h r．）W ．Sm it h O g h．in d in d in d 1

P in n u 1a ria m ic r。St a u rO n V a r．bre b is。nii（Eh r・）C le v e 0 9 h－ih d in d in d 1

P in n u la ria r u p e st ris H a n tz s c h O g h．h。b a c・i1 in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

Pin n u la ria v irid is （N it z．）Eh re n b e rg O g h－in d in d in d 1　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

Pin n u la ria s p p． O g h－un k u n k u n k 3　　 1　　 1　　　　　　 1　　　　　　　　 2

Plag io t r。P is s p p． O g h u n k u n k U n k 1

R h o ic。SP h e n ia a b b re v ia t a （A g ．OL a n g e．Be rta l。t O g h．h il a土日 r－Ph 1　　　　　　 1

Rh 。Pa l。dia 一g ib b a （Eh r．）0 ．M u”e t O g h－in d aトil in d 4

S e lla p h。ra a m e r ic a n a （Eh r．）M a n n O g h in d aトil トph ． 1　　 1

S e lla p h d ra la e v is s im a （K u e tz ．）M a n n O g h－in d in d in d 1

S e lla p h。ra P u P u la （Ku e tz．）M e re s c h k。W S k y O g h－in d in d in d 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　 1

S t a u r。ne is p h。en ic e n te r。n （N it z．）Eh r3 n b e tg O g h－in d in d トph 0 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

St a u r。ne is s p p ・ O g h－un k u n k － u n k 2

S u rire ila lin e a ris W 1S m it h O g h in d in d in d 1

S y n e d ra s p p ． O g h－un k u n k u n k 1　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

海水生撞合書十

海水－汽水生種合計

汽水生穫含蓄十

淡水－汽水生穣合計

淡水生種合計

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　1　　　　0

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　　0

0　　1　　2　　　0　　　0　　　0　　1　　0　　　　0

0　　　0　　1　　0　　　0　　　0　　　7　　　3　　　　0

日8　139　171　　30　　22　　　5　202　199　　　13

珪酎ヒ石総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　118　140174　　30　　22　　5　210　203　　13

凡例

H．R．：塩分濃度に対する適応性　pH：水素イオン濃度に対する適応性　C．R．：流水に対する適応性

Euh　：海水生穣　　　　aトbi：真7ルカリ性穣　　　　トbi：真止水性棲

Meh　：汽水生権　　　aトil：好アルカリ性穣　　　　トph：好止水性檀

Ogh・Meh：淡水生穣一汽水生檀ind：PH不定性棲　　　ind：流水不定性種

Ogh－hil：貧塩好塩性権　　ac－1l：好酸性棟　　　　r－Ph：好流水性種

Ogh－1nd：貧塩不定性撮　　ac－bi：真酸性種　　　　r－bi：真流水性檀

Ogh－h。b：貧塩嫌塩性撞　　unk：PH不明確　　　　unk：流水不明確

Ogh－unk：貧塩不明撞

環境指標穐

Dl；海水砂賞干潟指標種　E2：汽水泥賞干潟指棲種（以上は小杉，1988）

」：上流性河川指標樟　K：中～下流性河川指標穣一　M：湖沼浮遊性穫

N：湖沼沼沢湿地指標撞　0：沼沢湿地付着生穣（以上は安藤，1990）

S：好汚濁性檀　U：広適応性穣　T：好漬水性撞く以上はAsai，K．＆Watanabe，T．1995）

R：陸生珪湊（RA：A乳RB：B群，伊藤・堀内，1991）
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表4　第10地点の珪藻分析結果（1）

種　　　　　 類 生　 態　 性 環境

指棟穫塩分 PH L流水

Dipl。ne i3 sm ith ii（B r占b．）C 1eY e　一 Euh ．M eh E2

Dipl。neis pse・u d°Valis H usted t りeh

EZ

Navicula pereg rlna V ar．ha nken寧is S kv。rtZOW M eh

Nitzsch ia Iore nziana var．sub tilis G runo w M eh

N itzsch ia spp・ M e h

Baci11aria parad oxa G m elin O gh －M e

l

bi

il

il

il

il

bi

il

i1

il

トph U

L ，S
l

l

CyC10tena m e neghiniana K iJetZing 。gh－M e 土ph

Fragi1aria brevistriata G run。W 0 93h．M 3 トph U

N avicu la capitata Ehre nberg O g h－M e r－Ph U

N avicu la capitata var．h ung arica （G run・）R°SS O g h．M e r．ph U

U
N itzsc hia frustulum （K uetz．）G runow O g h．M e ind

N itzsc hia Iev ide nsis var．v ict。riae G rundw O g h－M e ind

N itzschia o btu sa var．scalp ellif。rm is G run。W O g h．M e ind S

N itzsch ia p aIea （K uetz ．）W 1Sm ith O g h．M e ind S

R h。Pa 1°dia gibberula （Ehr．00 ・M u”er O g トM e ind

A ch nan thes cteveiG runow O gh，ind a il 1－P h 丁

2

A ch nan the？Crenulata Grunow O gh －ind a b i トp h T

A ch nan thes exlgua G runo w O gh －ind ′　a．il 呵 S

A ch nan thes hunga rica Grunow O g h－ind a il ind U

A c hnan thes inflata （K uetz．）G run。W O gh．ind a －il r．p h T

A c hnan thes JaP Onica H ．Kob ayasi O g h・ind －a 1 1 r－bi J，T

A chnan thes la田ceo 1ata （Breb ．）Grun。W O g h－ind ．ind 「．p h K，T

A chnan the s一lance°lata var・dub ia （G run・）La hge－E3 O g h－ind a土日 r工P h T

A chnan the s m inutissim a Kue tzing O g h．ind a1－il ind U

A chnan th es r。Strata O estru p O g h．ind a土日 r－P h U

0

A chnan th es tro plCa H usted t O g h．ind ind ind

A chnan th es spp ・ 。g h un Unk unk

A ctirTella brasi1iensis G run 。W O g h・ind a6－il トbi

A rn ph。ra m Ontana K rasske ． O g h．ind i田d in d RA

A m ph。ra 。Valis （Kuetz．OK uetzing O g h－in d a同 ind T

0 ，T

T

N

A m ph°ra SPP． O gh．uh u田k un k

A nom °e°neis brachysira （Breb ．OG run。W Og h．in d ac．i1 1．ph

A pom 。e OneiS g。m Phone m acea （G run．）H．K。bayas高，O gh．ind acⅡ ind

A no m °eO neis vitre a （G run・）R。SS O g h．h。 ac・il －トph

A no m °e°neis spp・ 。gh－U n unk u nk

A u暮a90Seira am b igua （G ru n・）Sim 。nSen O gh．ind aトil トb i

A ulac。Se ira d istans （Eh r．）Sim o n．sen O gh．h。 ac－il トb i N iU

A ulacose ira italica （Ehr．）S im onsen O gh．ind al．il トp h 一日

C aI。n eis aero phila B °Ck O gh－ind aトil ind R A

C al。n eis bacil一lum （G run ．）Cle ve O gh・ind aトil 「．ph ∪

C aI。neis lep t。S。m a K ram m er ＆Lan ge－B ertal°t O gh ・ind ind 1－P h RB

U

C aJo neis s”icula （Ehr．）Cleve O gh ind aトi1 ind

C al。neis spp ． O g h．un Un k unk

C occ°neis discu 1us S chum ann O g h－ind －a土il トbi

C。CC°neis placentu la （Ehr．）CIev e O g h．ind a土il ind

Coce。ne is p lacentu la v ar．eug Iypta （Ehr1）C1e ve O g h－ind aトi1 r－P h T

Cocc。ne is p lacentu 1a 一v ar．lineata （Ehr．）C leve O g h－ind aトi1 rやh－ T

S

0 ，T

C。C COne is thum ensis A ・M ayer 。g h－ind a土il トph－

Cr彿 C叫 cuspidata （K uetz ．）D．G・M ann O g h－ind al．i1 ind －

Craticu la h叫。Phila 一一（ノG ra n．ex V ．H eurck ）D．G・M ann O g h ind a土il ind

Cym b e”a am p hioxys （K uetz・）G run。W O g h．irld ind トph

Cy m b e11a aspe ra （Ehr．）C Ieve 0 9 h一ind aトil ihd

Cy m bella e hrenbe rgiiK uetzing O g h－in d ind トph 0

Cy m bel1a g racilis （Ehr．）K uet3ing O g h in d ind トph T

Cy m bell一a m e siana C h°1一n。ky O gh－in d aトbi トbi 0

Cy r巾 e lJa m inuta．H ils3 ex Rabh ． O gh．ind ind r－Ph K ，T

C ym b一e lla naYiculiform is A uersw atd O gh・ind ind in d 0

C ym be Ila siIesiac一a Ble isch O gh．ind ind －in d T

C ym be na Sinuata G reg。ry O gトihd ind r－Ph K ，T

C ym be 出a tum id a （Breb ・eX Ku et立．）V ・H eurc k O gh，ind aトil ind †

C ym be lla turg idula G run 。W O gh・ind aトil r－Ph K ，T

D i2t。m elIa ba1fo uriana （W ・Sm ith ）G revi1－ O gh・ind irld in。 RA ・

T

P ip l°0－eis finnica （E hr．）C leve O gh．ind ad一il トp h

D ip 10n eis 。Culata （Breb ．）C 1eve O gh ind al・i－ トp h

D ip 1°n e！s o valis （H iJse ）C 1eve －O gh．ind aトil ind

D ip 10n eis parm a C 1eve O gh－ind 中d ind

D ip ldn eis 5P P． O gh一un un k u りk

E pith erTlia tu rgida （Eh r．）K uetzing 0 9－h－ind aH 1 トp h

2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10

1 1　　2

1

1　　1

1　　2　　　　　　　3

2

6　　　7　14　　　3

1

1

4　　　3　　1　　3

1　　　　　　2

1

3　　　3　　　2　　　2

1

1　　1　　1

4　　　8　　　8　　　8

1　　1　　1

3　　1　　3

1　　1

2　　　3　　　　　　1

1　　1　　　　　　2

2　　1　　1

2　　．　　－　　　－　　1

1

3　　　4　　6　　　2　　　5　　　2

9　10　　8　10　16　　7　　3

1　　1

1

1

1　　　　　　2

3　　　5　10

1

3　　　2

4　　1

1

1

1

1

1

1

5

7

1

1

1

2

4

1

1

7

4

1

1

1　　　　　　　　　1

3　　　9　　　2　14

1

1　　　　　　3

1

4　　1

1　　1

2

1

1

1

1

1

6　　　9　　　3　　　9

1

3　　　2

2　　1　　　　　　1

1　　1

1

2

3　　　3

1

2

1

12　15　　7　11　　3　　5　　4　16

2　　　　　　1

1　　4　　1　　3　　　　　　1

1　　－　　　－　　1　　－　　1

1　．　　－　　　2　　．　　2

1

1　　－　　・　　1　　2

1　　3　　1　1　　　　　　　　1　1

1

1

1

1

1　　　　　　1

1

9　10

3　　　5

2

1　　2

1

1

1

1　　4　　　3　　　5　　　4　　　3

1　　1　　　　　1　　3　　1

1　　　　　　　　　1

1

4　　　2　　1

1　　1

1　　2　　　3

1　　1　　　　　　1
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1　　2

1　　　　　　1

1

1　　　　　　1

2　　　3　　1　　6　　　3　　　3

2　　1　　1　　1

1

1

2　　　5　　　2　　1

1　　．　　－　　　－　　．　　1

3　　－　　．　．　　－　　　－　　1

1　　1

2

1

1

1



表4　第10地点の珪藻分析結果（2）

種　　　　　 類 生　 態　 性 環境

指標 穣 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8　　 9　 1 0　 11　 12　 113塩分 PH 流水

Eu n o tia b ilu n a ris （E h r．）M i”S O g h －h。 ac．il トph －

0

1　　 2　　 1　　 2　　　 5　　　 3　　　 3　　　　　　 1

Eu n o tia f。rm ic a E h re n b e rg O g h －h－。 ac．il L b i 1　　　　　　　　　　 1

Eu n 。tia in c is a W ．Sm it h e x G re g 。ry O g h ・ho a c．il in d 1

E u n。tia p e c t in a lis （Ku e tz．）R a b e n h。rS t O g h ．h。 ac，il in d 0 ，T 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　 1

E u n。tia p e c t in a lis v a r．m in。r（Ku e tz．）R a b e n h。rS t O g h －h。 ac．il in d 0 7　　　 2　　　 2　　　 5　　　 5　　 1　　 1　　 2　　 1　　 4　　　 5

E u n。tia p e c t in a lis v a r．un d u 1a t a （Ra lfs）Ra b e n h。i O g h －h。 ac－il in d 0 1

E u n o t ia－p ra e ru p t a E h re n b e rg O g h ．h。 ac－il L p h R B，0 ，

日

1　　 1　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　 1

Eu n。tia s p p ． O g h－un U n k u n k 1　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　 2　　　　　　 －2

Fr ag ila ria b ic a P it a ta A ．M a y e r O g h －h。 in d 1．bi 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　 7　　　 4　 16　　　 5

Fr ag ila ria c。nS t ru e n S （E h r．）G ru n o w O g h－in d aトil トph 2 7　 1 1 1 7　 1 6　 1～　 2 1 1 7　 116　　 7　 13　　 5　 26　 19

Fr a g ila ria c。n St ru e n S f。・V e n te r（Eh r・）H u s te d t O g h－in d a L il トph S 5 4　　 93　　 5 3　　 3 2　　 4 0　　 33　　 44　　 4 4　　 4 1　 3 3　　 2 3　　 9 3　　 54

Fr a g ila ria e I一ip t ic a （Sc h u m a n n ）Ca rls。n O g h in d aトi1 in d U

U

1　　　　　 1　　 1　　 2　　　 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3　　　 2

Fr a g ila ria e x lg U a G ru n。W O g h－in d in d L p h 1　　　　　　 2　　 1　　 3　　　　　　　 3　　　　　　　 3　　　　　　　　　　　　　　 1

Fr a g ila ria in t e rm d ia G ru n o w O g h－in d a土i1 in d 1　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　 2　　　 2

Fr a g iIa ria le p t。St a u rO n （Eh r．）Hu s te d t O g h．in d a l．il L p h 1

F ra g iIa ria p P r a Sitic a （W ．Sm ith ）G ru n。W O g h－in d a l．il in d 1　　 1　　 1　　　　　　 1　　　　　　 2　　 1　　　　　　　　　　 1

Fra g ila ria p in n a t a E h re n b e rg O g h・in d a 1．il トph S 3　　　　　　　　　　 3　　 1　　 5　　　　　　　　　　　　　　 5　　　 6　　　 4

Fra g ila ria p in n a ta v a r1 la n c e ttu la （S c h u m ・）H u ste d t O g h．in d a同 in′d S

K ，T

P

2　　　　　　 1

Fra g ila ria u ln a （N itz s c h OL a n g e一Be rta l。t O g h．in d a土i1 in d 2　 －　 1　　 1　　 1　　 3　　 1　　　　　　 2　　　　　　　 2　　　 6

Fra g i1a ria v a u c h e iia e （Ku e t z．）Pe t e rs e n O g h．in d a l・i1 r．p h 1　　　　　　 2　　 1　　　　　　 1　　 1　　 2　　　 3　　　 2　　 1

F ra g ifa ria sp p－． O g h－un u n k u n k 1

F ru st u lia r h o m b o id e s （Ellr．）D e T o n i O g h －h。 ac．i1 トph 1

F ru st u Iia v u lg a ris （T h w a it．）D e T 。ni O g h in d a 1．i1 in d ∪ 1　　　　　　　　　　　　　　 1　　　 2　　 1

G 。m P h。ne m a a C u m in a t u m E h re n b e rg O g h lin d in d トph 0 1　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　 1 －　　 1　　 1　　 1

G 。m P h。ne m a a n g u S t a tu m （K u e t z．）Ra b e n h。rS t O g h．in d aトil in d ∪

0 ，∪

1　　 1　　 3　　　　　　 1　　 2　　　 7　　　　　　　　　　 1

G 。m P h。ne m a a n g u S t u m A g a rd h O g h－in d aトil in d 3　　　 6　　　　　　　　　　 1

G 。m P h。ne m a a u g U r E h re n b e rg O g h・in d in d in d 4　　 1　　 2　　 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1

G 。m P h°ne m a c la v a tu m E h r e n b e rg O g h－in d aトil in d 3　　 1　　 7

G 。m P h。ne m a g ra C ile E h re n b e rg O g h．in d a上り L p h 1　　　　　　 1　　　　　 ‘1　　　　　　 1　　 3

G 。m P h。ne rn a P a rV u 1u m K u e t z in g O g h－ih d in d in d ∪ 5　　　 5　　　 2　　　 8　　　 8　 －14　　　 6　 1 8　 1 5　　 2 0　　 2 2　 15　 10

G 。m P h。ne m a ．SP h a e ro p h。ru m E h re n b e r g O g h・in d aトil in d T 2　　 －1　　 1　　 1　　 1　　 2　　　　　　　 2　　 1　　 1　　 4

G o m p h。ne m a S U m a t。re n S e F r ic k e O g h in d in d r－bi 」 3　　　 2

G 。m P h。ne m a t ru n C a t u m E h re n b e rg O g h－in d in d 土ph T

U

R A ，U

M ，T

R l

R B ，S

1　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　 1　　 2　　　 3　　 1

G 。m P h。ne rn a S P P． O g h．un u n k u n k 1　　 2　　　　　　　　　　 1　　　　　　 2　　　 3　　　　　　 －3

G y r。Sig m a a c u m in a tu m －（K u e t z．）Ra b e n h。rSt O g h．in d a土i1 in d ．1　 1

G y r。Sig m a s c a lp ro id e s （Ra b h ・）cIe v e O g h －in d aトil r－P h 1

G y ro s ig m a s p e n c e rii（W ・S m ith ）C1e v e O g h－in d a同 L p h 1

G y r。Sig m a s p p 1 O g h u n u n k u n k 1　　 1

H a n t z s c h ia a m p h i。Xy S （Eh r・）G ru n o w O g h－in d a L il in d 2　　　 2　　　 4　　　 4 －　 1　　 2　　　 2　　　 4　　 1　　　　　　 2　　　　　　 1

Ha n t z s c h ia a m p h i。Xy S V a r．Viv a x （H一an tZ．）G ru n o O g h－in d a土i1 in d 2　　　　　　 1

M e lo s ira a ff．S。lid a E u le n s te in O g h■un in d 土ph 1

M e l。Sira u n clu la ta （Eh r一OK u e t z in g O g h －in d in d トph 1

N a v ic u la b ry 。Ph i1a B o y e．Pe t e rs e n O g h －in d aトil in d 1

N a v ic u la c 1e m e n tis G ru rlo w O g h －in d a同 in d 1　　 1

N a v ic u一la c。n fe rv a c e a （Ku e t z．）G ru一n。W O g h ．in d a 1－b i in d 4　　 1　　 3　　　 5　　　 5　　　 4　　　 2　　　 2　　　 3　 ．2

N a v ic u la c。n te n t a G ru n。W O g h ．in d aトil in d R A ，T 2　　　 4　　　 3　　　 4　　　 5　　　 3　　　 6　　　 2　　　 3　　　 8　　 1

N a v ic u 1a c°h te酌 a f．bic e p s （A R N O T T ）Hu s t O g h ．in d a土il in d R 4

∪

－1

N a v ic u la c o n st a n s v a r．sy m m e t ric a H u s te d t O g h－un u n k u n k 1

N a v ic一u1a c ry p t。Ce P h a la K u e t z in g O g h ．in d aトil in d 1　　 2　　　　　 1　　　　　　　　 1　 1　　　　　 1　 1

N a v ic u 1a c ry p t。te n e lla L a n g e ．Be rt a l。t O g h －in d in d in d T 1

N a v ic u la d e c u ss is－O e s tr u p O g h ．in d aトil r－Ph K ，U 1　　 1　　 1　　 3　　　 6　　　　　　　　　　 1

N a v ic u la e lg in e n sis （Gr e g．）R a 1fs O g h ．in d a H l in d 0 ，日 1　　　　　　 1　　 1　　 1　　　 4　　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1 －

N a v ic u la e lg in e n sis v a r・ne g 1e c ta （K ra s s．OP a tric k O g h －in d a L i1 rやh ∪ 1　　 2　　　 2　　　 4　　 1　　 2　　　 2　　　　　　　　　　　 2　　　　　　 1　　 7

N a v ic u la h a s ta P a n t o c s e k O g h ．in d a 1－il 1－P h U

R A ，S

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N a v ic u 1a m 。b ilie n s is v a r・m in。r一Pa t ric k O g h in d a H l in d 1　　　　　　 1　　 1　　 1　　 1

N a v ic u Ia m u tiC a K u e t z in g － O g h－in d aトil in d 3　　　 3　　　 5　　　　　　　 2　　　 2　　　 5　　　 2　　　 3　　 1　　 1

．N a v ic u Ia ra d i。Sa K u e t z in g O g h．in d in d in d ∪ 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N a v ic u la rh y n c h。Ce P h a la K u e tz in g O g h．in d 3 1－il in d ∪ 1

N a v ic u Ia te n e ll。id e s H u s te一d t O g h －un u n k r．ph 」，U 1　　 1

N a v ic u la t o ky o e n s is H ．Ko b a y a s i O g h・in d
i田d トp h R 1 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

N a v ic u Ia v irid u la （Ku e TZ・OK u e t z in g O g h・in d a 1－il r－Ph K ，∪ 3　　 2　　 7　　 4　　 －～　　 3　 12　　 8　　 3　　 4　 1　 2　　 5

N a v ic血 Y irid u 1a v a r．ro s te lla t a （Ku e t z・）C Ie v e 。gh．in d a l．il r－Ph K ，U 2　　　　　　　　　　 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

N e id iu m a lp in u m H u s te d t O g h．u n u n k in d R A

S

1

N e id iu m a m p lia tu m （Eh r．）K ra m m e r O g h・in d in d トp h 5　　 1 ′　　　　　　 4　　　　　　 5　　　 5　　 1　 1　　　　　　　　　 1　　 L1 －

N e id iu m h it c h c。kii（Eh r1）Cle v e O g h－in d a c．il in d 1

N e id iu m sp p ． O g h u n u n k u n k 1

N it zs c h ia a rTIP h ib ia G ru n。W O g h－in d a 1－bi in d 1　　　　　　 1　　　　　　 1

N it z sc h ia b re v is s im a G ru n。W O g h・in d aトil in d R B，∪ 2　　　　　　 1　　 1　　 1　　 4　　　 3
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表4　第10地点の珪藻分析結果（3）

種　　　　　 類 生　 態　 性 環境

指標 権 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8　　　 9　 10　 11　 12　 13塩分 PH 流水

N itz s c h ia ．de b i1is （A rn 。tt）G ru n。W O g h．in d a土il in d R B ，U 1　　 1　　　　　　 1　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　 1

N itz s c h ia f。nt ic。la G ru n。W O g h・in d aトil in d ′ U

0

0

S

－1　　 3

N itz s c h ia s p p 1 O g h－un k u n k u n k 2　　　 2　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　 2　　　 2

Pin n u la r ia a c r。SP h a e ria W ・Sm it h O g h．in d a llil L p h 3　　 1　　 2　　　 2　　 1　　 2　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　 1

Pin n u la r ia b ra u n ii（G ru n．）Cle v e O g h．ho a c－bi トph 2　　 1 ・　 3　　　　　 1・　 4　　　　　　 2　　 1　 1　　　　　　　　　 4

Pin n u Ja r ia b re v ic。St at a V a r・Su m a tra n a H u s te d t O g h．in d a c一il 1－Ph 1

P in n u la r ia d iv e rg e n s W ．Sm it h O g h．h。 ac－i土 1－Ph 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　 2　　　　　　 1

Pin n u 1a r ia g ib b a E h re n b e rg O g h－in d a c．i1 in d 1　　　　　　 2　　　 2　　　　　　　　　　 1　　 3　　　　　　 1　　 1

P in n u fa ria g ib b a v a r・1in e a ris H u s te d t O g h．h。 ac－il in d 1

P in n u la ria m e s。le p ta （E h r．）W ．Sm it h O g h－in d in d in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Pin n u la ria m ic r。St a u r。n （Eh r．）C le v e O g h・in d a c－il in d － S　 － 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1

Pin n u la ria m o Ia ris （G ru n・）C 1e v e O g h－in d in d in d R B ，U 1

P in n u la ria n。d 。Sa E h re n b e rg O g h・h。 ac－il． 1．ph 0

R l

R B，S

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Pin n u la ria ru p e s tris H a n tz s c h 0 －g h－h。 ac－i1 in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

Pin n u fa ria s c h r。e d e rii（H u s t・）K ra m m e r O g h．in d in d in q 1

P in n u la ria s t。m at。P h。ra （G ru n ．）Cle v e O g h．in d a 0－il トph 2　　 1　　　　　　　　　 1　　　　　　 1　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Pin n u la ria s u b c a p ita t a G re g o ry O g h in d a 6－il in d 2　　 1　　 1　　　　　　 3　　　　　　　　　　　 2

Pin n u la ria v ir id is （N it z．）Eh r e n b e rg ． O g h－in d in d in d 0 －

U

S

T

2　　　　　　 1　　 1　　 －1　　　　　　 1　　 2　　　 2　　　　　　 1　　 2

P in n u la ria s p p ． O g h－u n u n k u n k 3　　　 2　　　 4　　 1　　　　　　 5　　　 5　　　 2　　　　　　 2　　　　　　 3　　　 2

Rh 。Pa l。dia g ib b a （Eh r・）0 ・M u lle r O g h・in d a L il in d 1　　 1　　 1　　　　　　　　　 1　　 1　　　　　　 2　　　 2

3e lIa p h。ra a m e ric a n a （Eh r・）M a n n O g h．in d a 1－il 1－P h 2

S e 11a p h。ra b a c ilJu一n （Eh r・）M a n n O g h in d a H l in d 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　 1　　 1　　　　　　 1

Se Ha p h。ra Ia e v is s im a （K u e t z．）M a n n O g h．in d in d in d 2　　　　　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　 1

Se lla p h。ra P u P u Ia （Ku e tz．）M e re s c h k。W S ky O g h－in d in d in d 2　　 9　　 －5　　 2　 11　 13　　 8　　 6　　 9　 12　　 6　　 7

－Se l1a p h。ra S P P ． O g h－u n 戸nk u n k 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

St a u ro n e iS a n C e P S E h re n b e rg O g h．前d in d in d 1

S t a u r。ne is k rie g e ri P a t ric k O g h－in d in d u n k T

R B　－

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

＄ta u ro n e is n o b ilis S c h u m a n n O g h．h。 ac・il in d 1

S t a u r°ne is n。bilis fよ ala b a m a e （HP id e n ）A ・C1．一Eu ．0 g h．h° ac．il in d 1

S t a u r。ne is °b tu s a L a g e rSt 0 9 h・in d in d in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

St a u r°ne is p h 。en ic e n te r。n （N it z．）Eh re n b e rg O g h・in d in d トp h 。

∪ －・

1　　　　　　　　　 －2　　　 5 1　 1　 1　　 3　　　　　 1　　 3－

St a u r。ne is p h 。en ic e n te r。n V a r・SIg n a ta M e ist e r O g h．in d in d in d ．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

St a u r°ne is s m it h ii G ru n。W O g h．in d aトil r－Ph 1 －

St a u i。ne is t e n e ra H u s te d t O g h．in d in d in d R B

U

0 ，T

1

S t a u r。ne is s p p ・ O g h－u n u n k U n k 1

S u rire lla a n g u s ta K u e tz in g O g h－in d a土il 『．bi 1

S u rire lJa r。bu s ta E h re n b e rg O g h．h。 in d 1－b i 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

T 3 b e lla r ia f e n e s tra t a （Ly n g b．）K u e t z in g O g h－in d a c．i1 1．b i 1

U n k n。W n u n k u n k u n k 、　　　　　　　　　 3　　 4　　 3　　 4　　 5　　　　　　　　　 2　　　 2

海水生種合計

海水－汽水生檀合計

汽水生種合計

淡水－汽水生檀合計

淡水生檀合計

珪藻化石総数

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　0　　　0　　　0　　　0

0　　1　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　　2

0　　　0　　　4　　　0　　　0　　1　　5　　　0　　1　　0　　1　　3　　　2

13　15　17　　21　12　11　19　12　16　10　10　　6　18

194　188　179　187　194　190　178　193　183　195　196　203　178

207　204　200　208　209　206　205　209　205　205　207　214　202

凡例

H．R．：塩分濃のこ対する適応性　pH：水素イオン濃度に対する適応性　C．R．：流水に対する適応性

Euh・Meh：海水生穣一汽水生檀　al．bi：真7ルカリ性棟　　　　　トbi：真止水性檀

Meh　：汽水生檀　　　al・i1：好アルカリ性躊　　　　　土ph：好止水性棟

Ogh－Meh：淡水生穣一汽水生穣　ind：PH不定性檀　　　ind：流水不定性穣

0gh．ind：貧塩不定性檀　　　ac・il：好酸性撞　　　　r，Ph：好流水性穣

Ogh－h°b：貧塩嫌歯性檀　　ac－bi：真酸性権　　　　r．bI：真流水性権

Ogh・unk：貧塩不明穣　　　unk：PH不明穣　　　　　unk：流水不明権

環境指標檀

EZ：汽水泥賞干潟指標穣（小杉，1988）

J：上流性河111指様様　K：中～下流性河川楷棟穣　L：最下流性河川指標権　M：湖沼浮遊性種

N：湖沼沼沢湿地指標穣　O：沼沢湿地付着生檀　P：高層湿原指標種（以上は安藤，1990）

S：好汚濁性権　U：広適応性撞　T：好清水性穣（以上はAsai，K・＆Watanabe，T・1995）

R：陸生珪湊（RA：A群，RB：B群，R上未区分陸生畦湊、伊藤・堀内，1991）
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これに対して試料番号2は塩分のある水城を嫌う貧塩一嫌塩性種、pH7．0以下の酸性水城を最適と

する真・好酸性種、真・好止水性種が優占することが特徴である。好止水性種で浮遊性のAu．

lacoseirapensacolaeが約65％と優占し、前試料で多産したAmphoraovalis、Achnanthescrenulataを

伴う。

〈第8地点〉

試料番号1・3の2試料とも珪藻化石はほとんど検出されないO

〈第9地点〉

珪藻化石群集は試料番号3・1とも近似し二貧塩不定性種、真・好アルカリ性種、真・好止水性種

が優占する。好止水性のFragiiariaconstruensfo・Venterが約35％と優占し、好止水性のAulacoseira

italica、Fragi1ariaconstruensが10％前後と多産する。

く第10地点〉

珪藻化石群集は、試料番号13・12、試料番号11～3、試料番号2・1で異なる。試料番号13．12で

は、真・好止水性種が優占し、好止水性のFragilariaconstruensfo．benterが25～45％と優占し、同

じ生態性のFragilariaconstruensが10％前後と多産する。

試料番号11～3になると、流水不定性種と真・好止水性種がほぼ半々の割合で産出し、好止水性の

Fragilariaconstruensfo．benterが20％前後と多産し、同じ生態性のFragilariaconstruens、F．brevis－

triata、Auiacoseiraitaiica、流水不定性のGomphonemaparbulum、Se11aphorapupula、好流水性の

Achnantheslanceolataを伴う。

試料番号2・1になると試料番号13．12と類似した組成となり、再び真．好止水性種が優占し、好

止水性のFragiiariacOnStruenSfo．venterが25～45％と優占し、同じ生態怪のFragilariaconstruens

が10％前後と多産する。

（3）花粉化石
結果を表5～7、図6－10に示す。以下、地点ごとに結果を示す。

く第2地点〉

花粉化石は、試料番号5～8の4点を除く試料番号3・10・13で検出される。木本花粉では、マツ

属複維管束亜属・コナラ属アカガシ亜属が多産し、次いでクリ属－シイノキ属－マテバシイ属が検出

される。層位的には上位に向かいマツ属が増加し、アカガシ亜属が減少する。この他、モミ属・ツガ

属・スギ属・ヤマモモ属・クマシデ属一アサダ属．コナラ属・コナラ亜属．エノキ属－ムクノキ属・

ブドウ属などが低率ながら検出される。草本花粉ではイネ科が多産し、ガマ属・オモダカ属．カヤツ

リグサ科・ミズアオイ属・ヨモギ属などを伴う。また、試料番号10では、ソバ属が検出される。

く第3地点〉

試料番号3－11の4点は花粉化石がほとんど検出されない。試料番号13では、マツ属・アカガシ亜

属が多産する。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科・ミズアオイ属・サナエタデ節－ウナ

ギツカミ節・ヨモギ属などを伴う。

く第7地点〉

4点とも花粉化石が検出される。花粉化石群集は4点とも類似しており、アカガシ亜属が最も高率

に検出され、マキ属．モミ属・マツ属．クリ属－シイノキ属－マテバシイ属．エノキ属－ムクノキ

属・アカメガシワ属・ツタ属などを伴う。草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科．サナエタデ節一

ウナギツカミ節．ヨモギ属などが検出されるが、出現率が低率である。
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表 5　 第 2 ．3 地 点 の花 粉 分 析 結 果

種　　 類 第2地点 第3地点
試料番号 －3　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8　 10　 13 3　　　 4　　　 5　　　 8　　 11　 13

マキ属
モミ属

ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束亜属

マツ属複維管束亜属
マツ属（不明）
コウヤマキ属
スギ属
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ料
ヤナギ属
ヤマモモ属

サワグルミ属
クルミ属
クマシデ属－アサダ属
ハシバミ属
カバノキ属
バンノキ属
ブナ属

コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属－シイノキ属－マテバシイ属
ニレ属－ケヤキ属
エノキ属－ムクノキ属
イスノキ属
ユズリハ属

カエデ属
ブドウ属
ツタ属
ウコギ科
カキノキ属
ハイノキ属
トネリコ属
テイカカズラ属
スイカズラ属

草本花粉
ガマ属
サジオモタカ属
オモタカ属
スブタ属
イネ科

カヤツリグサ科
イボクサ属
ミズアオイ属
クワ科
ギシギシ属

サナエタデ節－ウナギツカミ節
タデ属
ソバ属

アカザ料
ナデシコ科
キンボウゲ料
アブラナ科
バラ科
エノキグサ属

キカシグサ属
アリノトウグサ属
セリ科
イヌコウジュ属
オオバコ属
ゴキヅル属

ヨモギ属
オナモミ属
キク亜料
タンポポ亜科

アカウヰクサ属

合・譜のシダ額胞子口．一一，－
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子

亨石亀訝花粉を除，享－．）
クンショウモ

2

2

26

8

2

1

6

1

2

4

29

13

1

3

2

1

1

1

2

354

27

7

1

1

2

1

3

18

1

12

8

4

4

17

4

8

1

5　　　2

5　　　4

1

1

1　　　　　　33　　19　　　1

9　　　1

3　　　7

4

1

4　　　4

1　　1

6　　　5

2　　　1

2

2

9　　　9

1　　　　　　　　　　1　120　129

30　　41

4

4　　　2

1

1

1

1

1　　1

4

1

1

1

1

1

1

460

81

2

2

4

1

3

1

3

5

3

1

8

1

1

25

4

4

1

2

1

166

58

4

4

1

3

1

1

14

1

2

2

1

2

1　　　　　　　　9

7

1　　　2　　　l　　　・　　47

19

1

8

5

1

1　　　　　　　8

1

1

1

1　　　8

1　　　　　　　3　　　3　105

3　　　7

1　　　　　　　3

2

1

1

2

1

2

2

1

1　10　　　3　　339

2　　　－　　　2　　73

4

11

3

1

1　　10

1

1

1　16

2

3

1

513　　　7　　1　　　　　　1　　　　　　22513　　　7　　1　　－　　　1　　49　　22　　62　　38　　20　　95　　60　　27

105　　1　　0　　1　　1　237　241　1　　2　　　2　　　6　　　7　240
474　　　8　　1　　0　　　0　611　262　　　9　　　0　　　3　14　　　7　472

15　　　5　　　0　　　0　　　0　　34　　　8　　　0　　　0　　　0　　1　　0　　　7
513　　　7　　1　　0　　1　　49　　23　　62　　38　　20　　95　　60　　27

1092　16　　　2　　品1　　2　897　526　　72　　40　　25　115　　74　739
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表 6　 第 7 ． 8 ．9 ・1 1地 点 の花 粉 分 析 緯 果

種　　 類 第7地点 第8地点 第9 地点 第1 1地点

試料番号 2　　　　 3　　　　 4　　　　 6 3　　　　　 5 1　　　　 3 1
木本花粉

マキ属
モミ属
ツガ属
トウヒ属

マツ属複維管束亜属
マツ属（不明）
スギ属
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科
ヤマモモ属
ノグルミ属
クルミ属
クマシデ属－アサダ属
ハシバミ属
カバノキ属
バンノ本属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属－シイノキ属－マテバシイ属
ニレ属－ケヤキ属
エノキ属－ムクノキ属
イスノキ属
ミカン料
キハダ属
アカメガシワ属
シラキ属
モチノキ属
ニシキギ属
カエデ属
クロウメモドキ科
ブドウ属
ツタ属
ツバキ属
グミ属
ウコギ科
ツツジ科
カキノキ属
ハイノキ属
エゴノキ属
イボタノキ属
テイカカズラ属
ガマズミ属
スイカズラ属

草本花粉
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ツユクサ属
ミズアオイ属
アヤメ科
クワ科
ギシギシ属
サナエタデ節－ウナギツカミ節
タデ属
ナデシコ科
カラマツソウ属
キンポウゲ科
ワレモコウ属
バラ科
マメ科
ツリフネソウ属
キカシグサ属
セリ科
オミナエシ属
ヨモギ属
キク亜科
タンポポ亜科
不明花粉

シダ類胞子
アカウキクサ属

－他のシダ類胞子一　一
合　計

木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子

－総計（不明花粉を除く）
その他の微化石

クンショウモ

6　　　　7　　　　4　　　　2　　　　9　　　　2　　　10　　　12　　　　3

3　　　　6　　　　4　　　14　　　　3　　　　8　　　　8

ノ　　　　1　　　1

1　　　　1

3　　　15　　　　3　　　　2　　　　2　　　　6　　　35　　　23

1　　　　2　　　　4　　　　8　　　45　　　　2　　　　4　　　　3　　　　1

1　　　　　　　　　1　　　　2　　　　1　　　　　　　　　3　　　　4　　　　1

1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　1

1　　　l　　　　　3　　　　1　　　　1

1

1

1　　　1　　　1　　　　2　　　　5　　　　　　　　　2　　　　5　　　　5

1

1

5　　　　3　　　　4　　　　2　　　　9　　　1　　　　3　　　　2　　　1

1　　　　－　　　　．　　　1　　　．　　　．　　　1

4　　　　1　　　　2　　　　5　　　　3　　　　1　　　　4　　　　7　　　　4

143　　179　　190　　194　　　216　　　200　　133　　126　　　293

15　　　18　　　16　　　15　　　16　　　　7　　　20　　　24　　　13

2　　　1　　　1　　　1　　　2　　　　2　　　1　　　2　　　　2

3　　　　2　　　　3　　　　　　　　　1　　　　　　　　　6　　　17

6

1　　　　－　　　　・　　　　．　　　　1

1

2　　　　3　　　　6　　　　　　　　　　2　　　　1　　　1

1

1

3

1　　　　l　　　　　－　　　　．　　　　1

2　　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　1　　　　2

2

6　　　1　　　　2　　　　3　　　　2　　　　　　　　　　　　　　1　　　1

1　　　　－　　　　．　　　．　　　　－　　　12

1　　　　　　　　　　1

5

1　　　　－　　　　l　　　　1　　　　2

1

1　　　　－　　　　l Z　　　　1

1　　　　1

2　　　　1

1　　　　　　　　　1　　　　3

1

1　　　1　　　　2

1

2

3

1

2

3

1

1

1

1

4

3

1

1

1

1

5

14

1

1

1

5

2

1

1

1

228　　　416

38　　　　72

2

3　　　　　4

3　　　　　4

2　　　　1

4　　　　　2

1

1

1

2

1

1

1

5

2

1

1

1

2

1

1

1

1　　　　2

229　1178　　　418　　　53　　　69　　　20
189　　18年　　128　　－　　－　　　　　　－ロ　　ー一一一一一　一　．－　．　一　　　一一一

194　　　239　　　247　　　255　　　333　　　233　　　233　　　239　　　366

23　　　12　　　　3　　　12　　　27　　　　5　　　286　　　510　　　　7

29　　　　9　　　　5　　　日　　　　目　　　12　　　10　　　　9　　　10

189　　184　　128　　　229　1178　　418　　　54　　　71　　　20

820　　　393叩6　　435　　378　　L496．1538－．－－－－6－56－－　573　－　－　．　－．⊥－

2
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表7　第10地点の花粉分析結果

木本花粉
マキ属
モミ属
ツガ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属（不明）
コウヤマキ属
スギ属
イチイ料－イヌガヤ料－ヒノキ料
ヤナギ属
ヤマモモ属
クルミ属
クマシテ属－アサダ属
カバノキ属
バンノキ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属－シイノ本属－マテパシイ属
ニレ属－ケヤキ属
エノキ属－ムクノキ属
イスノキ属
アカメガシワ属
モチノキ属
カエデ属
トチノキ属
ブドウ属
ツタ属
ノブドウ属
ツパキ属
グミ属
ミズキ属
ツツジ科
カキノキ属
ハイノキ属
イボタノキ属
トネリコ属
ガマズミ属′■　ヽ　′ヽ　－1．′．；，1

スイカズラ属
草本花粉

オモタカ属
ミズオオバコ属
イネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ属
イボクサ属
ツユタサ属
ミズアオイ属
クワ科
ギシギシ属
サナエタデ節－ウナギツカミ節
ナデシコ科
アブラナ科
バラ科
マメ科
エノキグサ属
ツリフネソウ属
キカシグサ属
ヒシ属
セリ科
シソ科
オギノツメ属
ヤエムグラ属－アカネ属
ゴキヅル属
ヨモギ属
オナモミ属
キク亜科
タンポポ亜

ミズワラビ属
アカウキクサ属

合等シダ類胞子
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計（不明花粉を除く）

その他の微化石
クンショウモ

3　　　7　　　9　　12　　　7

1　　　4　　　7　　　6　　　3

1　　1　　　2　　　1　　1

2

15　　35　　30　　28　　29
1　　1　　1　　．　　　2

3　　　5　　　3　　1　　　3

1　　　2

2　　　1　　　7　　　2　　　1

2　　　1　　　　　　　1

5　　　3　　　3　　　6　　　3

3　　　－　　　－　　　－　　　1

1　　　2　　　1

7　　　4　　10　　　8　　11

138　145　130　125　142

44　　日　　19　　30　　21

1　　1　　1

3　　　3　　　3　　　8　　　5

1　　1　　　2　　　2　　　2

2　　　　　　　2　　　2　　　3

1　　　　　　　　　　　1

1

1　　．　　．　　．　　1

1　　1　　　　　　　1

1

1

1　　　　　　　1

1　　　1

1

1　　1

9

2

27

5

1

2

1

2

9

1

1

1

14

135

24

2

6

1

2

1

1

1

1

1

12　　　4　　　6　　　7

4　　　1　　　3　　　3

2　　　1　　　3　　　1
＿．

24　　24　　18　　13

1　　　3　　　3　　　4

1　　1

5　　　5　　　8　　　2

2　　　　　　　　　　　2

3　　　5　　　4　　　7

1　　　　　　　2　　　2

4　　　9　　　5　　　9

1　　1

5　　　2　　　5　　　4

1　　1

10　　15　　15　　12

148　139　134　159

28　　29　　19　　39

2　　　2　　　1

6　　　9　　13　　10
1　　　3　　　6　　　2

2

1

1

1

1

1　　　　　　　2

1

1　　　　　　　1

4　　　－　　　－　　　1　　　－　　　－　　　1

1

246　313　210　184　153　219　276　239
46　　42　　24　　57　　40　　31　　50　　34

9

2

1

1

2

2

7　　　2

・　　　1

11　　　8
1

3

2　　12

2

1　　1　　1　　1

1　　　　　　　1

3　　　1　　　3　　　1

2　　　1

2　　　　　　　1　　　2

1

1

2

4　　　　　　　　　　　　3

1

3　　　1

1

2

1　　1

1

1

1

1　　　5　　　3　　　－　　　1

2　　　4　　　7　　12　　　3 5

13　　17　　10 9　　17　　2

243

30

1

3

2

2

3

1

3

1

1

1

7

2

272

50

2

3

1

2

1

1

3

1

1

1
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〈第8地点〉

2点とも花粉化石が検出される。花粉化石群集はアカガシ亜属が最も高率に検出されるが、試料番

号3になるとマツ属が多く検出される傾向がある。この他、マキ属．モミ属・クリ属一シイノキ属－

マテバシイ属・テイカカズラ属などが検出される。草本花粉では、イネ科．カヤツリグサ科・ヨモギ

属などが僅かに検出される程度である。

〈第9地点〉

2点とも花粉化石が検出される。花粉化石群集はアカガシ亜属が最も高率に検出され、次いでマツ

属．クリ属一シイノキ属－マテバシイ属が検出される。この他、マキ属・モミ属・コナラ亜属．エノ

キ属－ムクノキ属・イスノキ属などを伴う。

草本花粉はイネ科か多産し、次いでカヤツリグサ科が検出される。この他に、ミズアオイ属・ギシ

ギシ属・サナエタデ節一ウナギツカミ節・ヨモギ属．キク亜科・アカウキクサ属を伴う。

〈第10地点〉

13点とも花粉化石が良好に検出される。木本花粉の出現傾向は著しい変化がなく、アカガシ亜属が

最も高率に出現する。この他に、マキ属・モミ属・マツ属・コナラ亜属・クリ属－シイノキ属－マテ

バシイ属．エノキ属－ムクノキ属・イスノキ属・カキノキ属などを伴う。これらの種類の中でクリ属

－シイノキ属－マテバシイ属が試料番号11で多産する。

草本花粉ではイネ科が最も高率に出現し、次いでカヤツリグサ科が検出される。この他、オモダカ

属・ツエクサ属・ミズアオイ属・サナエタデ節－ウナギツカミ節・ナデシコ科・ヒシ属・セリ科・ゴ

キゾル属・ヨモギ属．アカウキクサ属などが検出される。

〈第11地点〉

木本花粉が総花粉・胞子数の90％以上を占め、中でもアカガシ亜属が最も高率に出現する。この他

にクマシデ属－アサダ属．コナラ亜属・クリ属－シイノキ属－マテバシイ属・エノキ属－ムクノキ

属・ツバキ属などが検出されるが、10％以下と低率である。草本花粉は、イネ科・カヤツリグサ科・

サナエタデ節一ウナギツカミ節が数個体検出される程度である。

（4）植物珪酸体

結果を表8に示す。以下に、地点毎に結果を示す。

〈第2地点〉

イネ属、タヶ亜科、ヨシ属、ウシクサ属（コブナグサ属・ススキ属）、イチゴツナギ亜科が検出さ

れる。試料番号13・10・7・3ではイネ属が多産する傾向にある。また、試料番号7でイネ属穎珪酸

体、試料番号3でイネ属短細胞列が検出される。この他、試料番号7・3でイネ科起源の植物珪酸体

の他に近藤・ピアスン（1981）の樹木起源珪酸体III型が検出される。

〈第3地点〉

試料番号11・8・3でイネ属、その他の試料ではタヶ亜科が多産する傾向にあり、ヨシ属、ウシク

サ属・ススキ属、イチゴツナギ亜科、シバ属を伴う。また、試料番号11でイネ属穎珪酸体、試料番号

11・8でイネ属短細胞列が検出される。この他に近藤・ピアスン（1981）の樹木起源珪酸体Ⅲ型・Ⅳ

型、また海綿骨針がそれぞれ検出される。

〈第7地点〉

タヶ亜科が多産する傾向にあり、ヨシ属、ウシクサ属（コブナグサ属・ススキ属を含む）、イチゴ

ツナギ亜科を伴う。この他、近藤・ピアスン（1981）の樹木起源珪酸体Ⅲ型・Ⅳ型、また海綿骨針が
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表 8　 植 物 珪 酸 体 分 析 結 果 （1 ）

種　　　 類 第2地点 第3地点 第7地点

第8

地点

試料番号 3　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8　　 10　　 13 3　　　 4　　　 5　　　 8　　 11　　 13 2　　　　 3　　　　 4　　　　 6 3

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ属

キビ属チゴザサ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ属コブナグサ属

ウシクサ属ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ属

シバ属

不明

2

13

4

1

2

6

8

8

17

14

6

15

23

9

3

1

Z

4

1

2

1　　12

1　　　2

2

2　　　　2

3　　　　8

1　　　　　　　　8

2　　19　　11　　　5

5　　　1

3　　　　3

2　　　　4　　　4　　　　2

1　　　1　　　3　　　　3

6　　12

2　　　　5　　　　4　　　　3

3　　　　5　　　　3　　　　3

9　　　20　　　　3

4　　29　　16　　15　　10　　　7　　18　　　21　11

6　　　3　　　1　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　1

4　　　　2　　　　2

6　　　6　　　3　　　3　　　1　　　2　　　1　　　2

8　　　1　　1　　　　　　　　　　　　1　　　2　　　1

2　　18　　　9　　13　　　4　　　2　　　3　　　2　　　5

5　　　3　　　4　　　1　　　2　　　1　　　4

13　　17　　10　　　6　　　1　　　8　　　3　　　3

10　　　24　　12　　　6　　　1　　31　　27　　10

7　　　5　　　2　　10　　　4　　16　　11　　24　　　9　　　5　　18　　　7　　　8

5　　　4　　1　　1　　3　　　4　　　5　　　4　　1　　　5　　　4　　　2　　1

1　16　　1　　　4　　　3　　　9　　11　13　　　　　　　8　　　6　　　3

1

5　　10　　11　　　6　　　4　　27　　13　　18　　　　　　14　　16　　1

合　　計

イネ科葉部短細胞種醸体

イネ科棄身機動細胞珪酸体

総　　計

44　　　0　　　0　　22　　　0　14　　48　　46　16　　　6　　98　　77　　52　　26　13　　36　　33　　23

75　　1　　7　　Z6　　　0　　Z8　　59　　Z7　　27　15　　88　　67　　69　10　　32　　44　13　　　9

19　　1　　7　　48　　　0　　42　107　　73　　43　　21186　144　121　36　　45　　80　　46　　32

組　　織　　片

イネ属穎瑳酸体

イネ属短細胞列

3　　．　　　－　　　－　　　－　　　－　　　1　　・　　　3

1　　　－　　　．　　　－　　　－　　　．　　．　　．　　　－　　　－　　　2　　　1

そ　　の　　他

樹木起源（Ⅲ型）

樹木起源（Ⅳ型）

海綿骨針

2　　　1

2　　　　3　　　　3

1

表 8　 植 物 珪 酸 体 分 析 結 果 －（2 ）

種　　　 類

第8

地点 第9地点 第10地点

第11

地点

試料番号 5 1　　　　 3 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8　　　 9　　 10　　 日　　 －12　　 13 1

イネ科葉部短細胞珪車体

イネ属

キビ属チゴザサ属

タケ亜料

ヨシ属

ウシクサ属コブナグサ属

ウシクサ属ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ属

タケ亜料

ヨシ属

ウシクサ属

シバ属

不明

5

1

2

3

1　　7　　　4　　　6　　　9　　　2　　　　　　　　　　1　　3　　1　　2　　　2

1　　　　　　4　　　5　　　3　　　　　　　　　　2　　　4　　　4　　　　　　　2

16　15　17　　30　　36　　57　　58　13　　　8　　1　24　　42　　28　　　5　　27　　　2

6　　　9　　　7　10　　　5　15　　　8　　　6　　　3　　1　　6　14　11　　2　　　3

3　　1　　4　　　3　　　2　　　　　　　　　　1　　5　　　　　　　　　　　3

2　　　4　　　2　　　5　　　4　　　6　13　　　　　　2　　1　　3　　　6　　　2　　1

2　　　3　　　4　　　7　　　2　　　4　　　2　　1　1　　　　　　6　　　4　　　2　　1　　4

2　　　6　　　8　16　　　8　　31　46　12　　　2　　　2　12　　20　18　　　3　17

7　　　7　　　4　16　10　　21　16　　　9　　　4　　1　　7　　　9　10　　　　　　6

8　　　5　　　5　14　13　　33　　34　13　　　8　　1　14　　27　　20　　1　　8

5　　　9　　24　　26　　13　　20　　　4　　　7

日　　16　　　5　　22　　17　　21　　7　　24　　　6　　1

1　　7　　　　　　　3　　　5　　　3　　　2　　　5　　　2

3　11　　5　　　9　12　　　8　　　5　　　6　　　4　　　2

8　14　　　3　　11　　23　　30　　　6　　22　　　5　　　9

3　　　20　　　5　　　5　　　7

5　　15　　11　13　　　7

1　　1　　　3　　　　3　　　　6

3　　　9　　　6　　　1　　　4

4　　19　　12　　　1　　　4

合　　計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総　　計

11　43　　49　　48　109　　83　181194　　61　28　　7　　76　134　　96　15　　72

23　　48　18　　54　　81　88　　33　　77　　21　19　　1　16　　64　　37　　23　　28

34　　91　67　102　190　171　214　271　82　　47　　8　　92　198　133　　38　100

組　　織　　片

イネ属穎環酸体

イネ属短細胞列 1　　．　　，　　．　　　－　　　1　　・　　1

そ　　の　　他

樹木起源（皿型）

樹木起源（Ⅳ型）

海綿骨針

2　　　1　　　5　　　2　　　1　　　　　　1

1　　－　　　－－　　．　　・　　1　　－　　　－　　．　　3　　1

4　　26　　32　　21　22　　35　13　　　6　　　3　　　2　14　　　4　17　　21
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検出される。

〈第8地点〉

タヶ亜科、ヨシ属、ウシクサ属、イチゴツナギ亜科が検出される。これらの種類の中では、タケ亜

科が比較的多い。

〈第9地点〉

タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ属ススキ属、イチゴツナギ亜科が検出され、試料番号3ではイネ属も

見られる。これらの種類の中では、タケ亜科が多産する傾向にある。この他、近藤・ピアスン（1981）

の樹木起源珪酸体Ⅲ型・Ⅳ型、また海綿骨針が検出される。

〈第10地点〉

イネ属、キビ属、チゴザサ属、タヶ亜科、ヨシ属、ウシクサ属（コブナグサ属・ススキ属）、イチゴ

ツナギ亜科が検出される。試料番号10．5～2ではイネ属、他はタヶ亜科が比較的多く、次いでヨシ属

が多い。また、試料番号5．10・12でイネ属短細胞列が検出される。この他、近藤．ピアスン（1981）

の樹木起源珪酸体Ⅲ型．Ⅳ型、また海綿骨針が検出される。

〈第11地点〉

タケ亜科の短細胞珪酸体2個体が検出されるに過ぎない。

（5）樹種同定

結果を表9・10に示す。保存状態が悪いために樹種の同定に至らない試料は、観察できた範囲での

結果を記す。その他の試料は、針葉樹2種類（サワラ・マキ属）、広葉樹33種類（ヤマモモ・ヤナギ

属〈幹材・根材〉・コナラ属コナラ亜属クヌギ節．コナラ属アカガシ亜属・クリ・ツブラジイ・スダ

ジイ・マテバシイ属・ムクノキ・エノキ属・ヤマグワ・イヌビワ属・クスノキ科．マタタビ属・ヤブ

ツバキ・ヒサカキ・モツコク・アジサイ属・バラ属・バラ科ナシ亜科・アカメガシワ・センダン・チ

ドリノキ・カエデ属・ムクロジ〈幹材・根材〉・アワブキ属・モチノキ属・ヤマブドウ・キブシ．シャ

シャンボ・カキノキ属・エゴノキ属・ハイノキ属ハイノキ節・ガマズミ属）に同定された。

時期別に見ると、′5両ではアカガシ亜属・ムクロジを中心に9種類が認められ、ムクロジは根材も

確認された。一方、4両では、アカガシ亜属．ヤナギ属・アワブキ属などを中心に30種類が認められ

た。同定された各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・サワラ（Chamaecyparispisifera（Sieb・etZucc．）Endlcher）　ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限って認

められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はスギ型～ヒノキ型で1

～3個。放射組織は単列、1－15細胞高。

・マキ属（Podocarpus）　マキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部は不明瞭。樹脂細胞が早・晩材部の別なく

散在する。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型で1－2個。

放射組織は単列、1－10細胞高。

・ヤマモモ（MyricarubraSieb．etZucc．）　ヤマモモ科ヤマモモ属

散孔材で、小径の道管が高い密度で分布する。道管は、階段穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ～Ⅰ

型、1－3細胞幅、1～30細胞高。

・ヤナギ属（Salix）　　ヤナギ科

〈幹材〉
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表9　樹種同定結果
堂線番号 仮称名 遺構名 遺構面 種類 ・部位 樹種名

42 0 0 5 木 5 SG O Z 4 自然木 1 ムクノキ

4 20 0 7 木 7 SG O Z 4 自然木 アワプキ属

4 20 0 8 木 8 SG O Z 4 加工木 1 ツプラジイ

4 20 0 9 木 9 SG O Z 4 加工木 i モ ツコク

4 20 10 木 10 SG O Z 4 加工木 ； ナワプキ属

4 20 1 1 木 11 SG O 2 4 加工木 i アワブキ属

4 20 12 木 12 SG O Z 4 加工木 1 スダジイ

4 20 13 木 13 －．SG O Z 4 加工木 i コナラ属アカガシ亜属

4 20 14 木 14 S GO Z 4 自然 ヤナギ属

4 2 0 1 5 木 1 5 S GO Z 4 自然木 1 ヤナギ属

4 2 0 1 6 木 16 S G OZ 4 自然木 i ヤナギ属

4 2 0 1 7A 木 1 7 SG O2　 － 4 自然木 1 ヤナギ属

4 2 0 1 7B 木 1 7 SG OZ 4 自然木 1 ヤナギ属

4 2 0 1 8 木 1 8 SG O2 4 自然木 1 ヤナギ属

42 0 1 9 木 1 9 SG O Z 4 自然木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

42 0 2 0 木 2 0 SG O Z 4 加工木 1 状 スダジイ

4 20 2 1 木2 1 SG O Z 4 自然木 1 ヒサカキ

4 20 2 2 木2 2 SG O Z 4 加工木 1 材 スダジイ

4 20 2 3 木2 3 SG O Z－ 4 自然木 ） コナラ属コナラ亜属クヌギ節

4 20 2 4 木2 4 SG O Z 4 自然木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

4 20 2 5 木Z 5 SG O Z、Y－ 4 加工木 ； モ ツコク

4 ZO 2 6 木 26 SG O Z 4 自然木 i枝 コナラ属アカガシ亜属

4 20 27 ．2 木 27 SG O Z 4 自然木 1枝 バラ属

4 20 28 木 28 S GO Z 4 加工木 1 ■－几
アワブキ属

4 2 0 29 A 木 29 S GO Z 4 自然 枝 バラ属

4 2 0 29 B 木 29 S GO Z 4 自然木 バラ属

4 2 0 30 木 30 S GO 2 4 加工木 ；杭 スダジイ

4 2 0 3 2 木 3 2 SGO 2 4 自然木 スダジイ

4 2 0 3 3 木 3 3 SG O2 4 自然木 1枝 キブシ

4 2 0 3 4B 木 3 4 SG O Z 4 自然木 クリ

4 2 0 3 7 木 3 7 SG O Z 4 自然木 バラ科ナシ亜料

4 2 0 3 8 木 3 8 SG O Z 4 自然木 1枝 アワブキ属

42 0 3 9 木 3 9 SG O Z 4 加工木 ！．一一几 スダジイ

42 0 4 0 木 4 0 SG O Z 4 加工木 1 －L爪， クリ

4 20 4 1 木4 1 SG O Z 4 自然木 1枝 広葉樹 （散孔材）

4 20 4 2 木4 2 SG O Z 4 加工木 i且材 ムクノキ

4 20 4 3 木4 3 SG O Z 4 加工木 1板状 ツブラジイ

4 20 4 4 木4 4 SG O Z 4 自然木 ！枝 ヤナギ属

4 20 4 5 木4 －5 SG O 2 4 加工木 ■．．几 エゴノキ属

4 20 4 －8 木4 8 SG O Z 4 自然木 枝 コナラ属アカガシ亜属

4 20 4 9 木4 9 SG O Z 4 加工木 ■－几 スダジイ

4 20 50 木 50 SG O Z 4 加工木 ■－几
スダジイ

4 20 5 1 木 5 1 SG O 2 4 自然木 叫材 マキ属

4 20 52 木 52 SG O Z 4 加工木 土　　．几 ムクノキ ー

4 20 54 木 54 SG O Z 4 自然木 ムクノキ

4 20 5 5 木 5 5 S GO Z 4 加工木 ■－几
アワブキ属

4 20 57 木 57 S GO Z 4 自然木 枝 ヤナギ属

4 2 0 58 木 5 8 S GO Z 4 加工木 －▲－几 ヤマモモ

－4 2 0 59 木 59 ．S GO Z 4 加工木 ■，几 マタタビ属

4 2 0 60 木 60 S GO Z 4 自然木 カキノキ属

4 2 0 6 1 木 6 1 SG O Z 4 自ハ！木 枝 ヤナギ属

4 2 0 6 2 木 6 2 SG O Z 4 自然木 枝 カキノキ属

42 0 6 6 木6 6 SG O Z 4 自然木 ヤナギ属

42 0 6 7 木6 7 SG O Z 4 自然木 枝 アワプキ属

42 0 6 8 木6 8 － SG O Z 4 －－自然木 ツブラジイ

4 20 6 9 木6 9 SG O Z 4 自然木 拇 ハイノキ属ハイノキ節

42 0 7 0 木7 0 SG O Z 4 自然木 1枝 ヤマブ ドウ

4 20 7 1 木7 1 SG O 2 4 自然木 ；枝 ヤナギ属

4 20 7 2 木7 2 SG O Z 4 自然木 1根材 ヤナギ属＜根材＞

4 20 7 3 木7 3 SG O Z 4 自然⊆木 ；枝　 － ムクノキ

4 20 7 4 木7 4 SG O Z 4 加工木 杭 ツブラジイ

4 20 75 木 75 SG O Z ．4 自然木 1幹 センダン 、

4 20 76 木 76 SG O Z 4 自然木 スダジイ

4 20 78 木 78 SG O Z 4 自然木 ヤナギ属

4 20 8。 木 80 SG O Z 4 自然木 カーキノキ属

4 20 8 1 木 8 1 S GO 2 4 自然木 枝 ヤナギ属

4 2 0 82 木 82 － S GO Z 4 自然木 瀬 ムクノキ

4 2 0 8 3 木 8 3 S G OZ 4 加工木 淘 材 モツコク

4 2 0 8 5A 木 8 5 SG OZ 4 自然木 ヤナギ属

42 0 8 5B 木 8 5 S G O Z 4 加工木 1割材 エノキ属

42 0 8 6 木 8 6 SG O Z 4 自然木 i幹 モツコク

42 0 8 8 木 8 8 SG O Z 4 加工木 淘 材 マキ属

42 0 8 9 木8 9 SG O 2 4 － 自然木 1枝 クリ

4 20 9 0 木9 0 SG O Z 4 白．，木 書幹 ヤマグワ

　4 20 9 1 木9 1 SG O Z 4 白．1 木 ；幹 コナラ属アカガシ亜属

4 20 9 2 木9 2 SG O Z 4 白．木 枝 アワブキ属

4 20 9 3 木9 3 SG O Z 4 自ハ木 コナラ属アカガシ亜属

4 2－0 9 6 木9 6 SG O Z 4 自3．木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

4 2 09 7 A 木9 7 S GO Z 4 自ハ木 ヤナギ属

4 2 0 97 B
木石7 S GO 2 4 自ハ木 ムクノキ

4 2 0 97 C 、木 97 SGO Z 4 自然木 －　コナラ属アカガシ亜属

登録番号　 イ反称名 －遺構名 ．遺構面 ‡重病 ．部位 樹種名

4 2 09 8 木9 8　 SG O Z 4 自然木 1 コナラ属アカガシ亜属

4 2 10 0A 木 100 SG O 2 4 自然木 i ツプラジイ

4 2 10 0 B 木 10 0 SG O Z 4 自然木 ； 広葉樹 （環孔材）

4 2 10 1 木 10 1 SG O Z 4 自然木 i エノキ属

4 2 1 02 木 10 2 SG O Z 4 自然木 i クスノキ料

42 1 03 木 10 3 S GO Z 4　 力日工木 1 スダジイ

42 1 04
木 10 互 S GO Z 4 自然木 1 コナラ属アカガシ亜属

42 106 A 木 10 6 S GO Z 4 自然木 1 ヒサカキ

4 2 10 6B 木 10 6 S G OZ 4　－加工木 1 シャシャンボ

4 2 10 7 木 10 7 SG OZ 4 自然木 i カキノキ属

4 2 10 8A 木 10 8 SG OZ 4 自然木 ； スダジイ

4 2 10 8B 木 1 08 SG O 2 4 加工木 1 材 スダジイ

－4 2 10 9 木 109 SG O 2 4 加工木 ； スダジイ

4 2 1 10 木 110 SG O Z 4 加工木 ； 広葉樹 （環孔材）

4 2 1 11 木 11 1 SG O Z 4 自然木 1 マテバシイ属

4 2 1 12　－木 11 2 SG O Z 4 自然木 ． スダジイ

4 2 1 14 木 11 4 SG O Z 4 加工木 1 コナラ属アカガシ亜属

42 1 15 木 1 15 SG O Z 4 加工木 1 広葉樹

42 1 16 木 1 16 SG O Z －4 加工木 ！ ガマズミ属

4 21 17 －2 木 1 17 S GO 2 4 加工木 1 アワプキ属

4 2 12 1 S G－0 2 4 自然木 アカメガシワ

4 2 12 2 S G O2 4 L 自然木 ⅰ ヤナギ属

4 2 12 3 SG O Z 4 自然木 コナラ属アカガシ亜属

4 22 0 2 杭 2 SG O Z 4 加工木 1 シャシャンボ

4 2 20 4 杭 4 SG O Z 4 加工木 1 コナラ属アカガシ亜属

4 2 20 6 杭 6 SG O Z 4 加工木 吉 アジサイ属

4 2 50 1 SG O 2 4 自然木 エノキ属

4 2 5 10 －1 SG O Z 4 自然木 シャシャンボ

4 2 52 1－1 SG O 2 4 加工木 ；割材 ムクロジ

4 2 5 24 SG O Z 4 自然木 センダン

4 2 5 63 －1 SG O Z 4 自然木 エノキ属

42 5 64 －1 SG O Z 4 自然木 ヤブツバキ

42 5 68 －1 SG O Z 4 自然木 ；根材 ヤナギ属＜根材＞

42 5 69 －2 S GO Z 4 加工木 1杭材 エノキ属

42 5 7 2－1 S GO 2 4 加工木 1杭片 クスノキ科

4 25 7 9 S GO Z 4 自然木 アワプキ属

4 2 58 6 S G OZ 4 自然木 ムクロジ

4 2 59 0－1 SG O Z 4 白鍵木 コナラ属アカガシ亜属

4 2 59 0－2 SG O Z 4 自然木 コナラ属アカガシ亜属

4 2 59 6－1 SG O Z 4 加工木 1 状 カキノキ属

4 2 62 3 SG O Z 4 加工木 i割材 スダジイ

4 2 63 6 SG O Z 4 自然木 クスノキ科

4 2 64 0 SG O Z 4 加工木 1割材 センダン

・4 2 66 0 SG O Z 4 加工木 1杭 ツブラジイ

4 2 66 1 SG O 4 4 加工木 1 クリ

4 4 00 1 SG O 4 ・4 加工木 吉 エゴノキ属

4 4 00 7 SG O 4 4 加工木 1杭 スダジイ

4 4 0 13 SG O 4 4 加工木 ：杭 サウラ

50 0 0 1 木 1 埋没林 －5 自然木 コ．ナラ属アカガシ亜属

50 0 02 木 Z 埋没林 5 自然木 イヌ ビワ属

50 0 0 3 木 5 埋没林 5 自然木 コナラ属アカガシ亜属

50 0 0 4A 木 4A 埋没林 5 自然木 モチノキ属

5 00 0 6 木 6 埋没林 5 自然木 コナラ属アカガシ亜属

5 00 0 7 木7 埋没林 5 自然木 ムクロジ

5 00 0 8 木8 埋没林 5 眉然木 ムクロジ

5 0 00 8 A 木8 A 埋没林 5 加工木 掬Ⅰ材 エノキ属

50 00 9 木9 埋没林 5 自然木 ムクロジ

50 0 10 A 木 10 A 埋疫林 5 自然木 i根 ムクロジ＜根材＞

50 0 10 B 木 10 B 埋没林 5 自－然 エゴノキ属

50 0 10 0 木－10 C ．埋没林 5 自然 エゴノキ属

－50 0 1 1 木 1 1 埋没林 5 自然 1根株 コナラ届アカガシ亜属

5 00 1 2 木 1 2 埋没林 5 自然 コナラ属アカガシ亜属

5 00 13 木 1 3 埋没林 5 自然木 －
涌 材 ムクロジ＜根材＞

5 00 14 木 14 埋没林 5 自然木 根材 ムクーロジ＜根材＞

5 00 16 木 16 埋没林 5 自然木 広葉樹 （散孔材）

50 0 17 木 17 埋没林 5 自然木 コナラ属アカガシ亜属

50 0 18 一木 18 埋没林 5 自然木 エノキ属

50 0 19 木 19 埋没林 5 自然木 根材 ムクロジ＜根材＞

50 0 20 木 20 埋没林 5
白．．i

良材 ムクロジ＜根材＞

50 0 2 1 木 2 1 埋没林 5 自然木 根材 ムクロジ＜根材＞

－50 0 2 2 木 2 2 埋没林 5 自然木 マテバシイ属

50 0 2 3
哀 2 3 埋没林 5 白鍵9木 根材 ムクロジ＜根材＞

5 00 2 4 木2 4 埋没林 5 自然木 良材 ムクP ジ＜根材＞

5 00 2 5 木2 5 埋没林 5 自 コナラ属アカガシ亜属

5 0 02 6 木2 6 埋没林 5 自 カエデ属

50 0 27 木2 7 埋没林 5 自 コナラ属アカガシ亜属

．50 0 28 木 28 埋没林 5 自 ムクロジ

50 0 28 A 木 28 A 埋没林 5 自 ムクロジ

50 0 2 8B 木 28 B 埋没林 5 自 ムクロジ

50 0 29 木 29 埋没林 5 自 チ ドリノキ

50 0 3 0 木 30 埋没林 5 自然木 根材 ムクロジ＜根材＞
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表10　出土木製品．木材の時期別種類構成

樹蕃

性－

格

重名

4 両 5 面

自 然 木 加 工 木 自 然 木 加 工 木

合　　 計
サワラ 1

口
1

2

1
i5

2

マキ属 1 1
ヤ マモモ － 1
ヤナギ属 13

ヤナギ属＜根材＞ 2

コナラ属－コナラ亜属クヌギ節 4 4
3 コ

4

．－－6－

1－6

－2

2
7

1

1

3

コナラ属アカガシ亜属 10 3 8
クリ 2 2
ツブラジイ 2 4
スダジイ －4 12
マテバシイ属 1 1
ムクノキ 1 5
エノキ属 3 －2 1 1
ヤマグワ 1
イ ヌビワ属 1
クスノキ科 2 1
マタタビ属 1 －1

1

2

ヤブツバキ 1
ヒサカキ C2

モツコク 1 3 4

1

3

1

1
－3．

アジサイ属 1
バラ属－ 3
バラ科ナシ亜科 1
アカメガシワ －1
センダ ン 2 1
チ ドリノキ 1 1

1

8

9

●

カエデ属 1
ムクロジ 1 1 6 －
4 ク白ジ＜根材＞ 9
一アワブキ属 5 5
モチノキ属 1 1
ヤマブ ドウ ．

章プと

1 1
1 1

シャシャンボ 2 1 3
カキノキ属 4 1 5
畢 ゴノキ属 2 2 4

1ノ＼イノキ属ハイノキ節 1
ガマズミ属

一広葉樹
広葉樹 （環孔材）－

1 1

1－ 1
1 1 ロー一一ラー

広葉樹 （散孔材） 1 1 2
．合　　 計 7 7 5 1 3 2 1 コ6 1
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散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布し、年輪界付近でやや管径を減少させる。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1～15細胞高。

〈根材〉

幹材に比較して径の大きい道管が高い密度で分布し、木繊維が目立たない。その他の特徴は幹材と

ほぼ同じである。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercussubgen・Lepidobaianussect・Cerris）　ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列するO

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1－20細胞高のものと複合

放射組織とがある。

・コナラ属アカガシ亜属（Quercussubgen・Cyc10balanopsis）　ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

・クリ（CastaneacrenataSieb．etZucc・）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1－4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎

状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する○放射組織は同性、単列、ト15細胞高。

・ツブラジイ（Castanopsiscuspidata（Thunberg）schottky）　ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で、孔圏部は3～4列、孔圏外でやや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火

炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細

胞高のものと集合～複合放射組織とがある。・

・スダジイ（Castanopsiscuspidatavar．sieboldii（Makino）Nakai）　ブナ科シイノキ属

環孔性放射孔材で、孔圏部は3～4列、孔圏外でやや緩やか～やや急激に管径を減じたのち、漸減

しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

1～20細胞高。

・マテバシイ属（Pasania）　ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸一厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高のものと複合～集合放射組

織とがある。

・ムクノキ（Aphanantheaspera（Thunb・）pianchon）　ニレ科ムクノキ属

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または2～3個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁

孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1－5細胞幅、1～20細胞高。柔組織は周囲状および

ターミナル状。

・エノキ属（Celtis）　　ニレ科

環孔材で、孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線．斜方向

の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性」型、1～15細胞幅、1－50細胞高で輌田胞が認められる。

・ヤマグワ（MorusaustralisPoiret）　クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は1～5列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ

－Ⅲ型、1～6細胞幅、1～50細胞高で、しばしば結晶を含む。
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・イヌビワ属（Ficus）　クワ科

散孔材で、管壁は厚く、横断面では楕円形、単独および2～4個が複合する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1～10細胞幅、1～30細胞高。柔組織は独立帯状で

目立つ。

・クスノキ科（Lauraceae）

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独まれに2－3個が放射方向に複合する。

道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～3細胞幅、1

－20細胞高。柔組織は周囲状および散在状。柔細胞には油細胞が認められる。

・マタタビ属（Actinidia）　マタタビ科

環孔材で、孔圏部は1－4列、孔圏外で急激に管径を減じて散在するO道管はほぼ単独で、時に2

個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅰ型、1～4細胞幅、

1－60細胞高。

・ヤブツバキ（CamelliajaponicaL．）　ツバキ科ツバキ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および2－3個が複合する。道

管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅱ～Ⅰ型、1－2（3）細

胞幅、1～20細胞高で時に上下に連結する。柔細胞の縁辺部には大型の結晶細胞が顕著に認められる。

．ヒサカキ（EuryajaponicaThunberg）　ツバキ科ヒサカキ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2－3個が複合する。道管は階段穿孔を有

し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、1～4細胞幅、1～40細胞高。

．モッコク（TernStrOemiagymnanthera（WrightetArn．）Bedd．）　ツバキ科モツコク属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2～3個が複合する。道管は階段穿孔を有

し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅳ～Ⅱ型、1～5細胞幅、1－100細胞高。

・アジサイ属（Hydrangea）　ユキノシタ科

散孔材で、小型の道管がほぼ均一に散在するが、分布密度は高くない。道管は階段穿孔を有し、壁

孔は階段状に配列する。放射組織は異性Ⅰ型、1～3細胞幅、1～30細胞高。

・バラ属（Rosa）　バラ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外でやや急激に径を減じて散在する。道管は単穿孔を有する。

放射組織は異性、単列、1～10細胞高前後のものと、15細胞幅以上、100細胞高以上の大型のものと

がある。

・バラ科ナシ亜科（Rosaceaesibfam．Maloideae）

散孔材で、管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、単独および2～5個が複合する。道管の分布密

度は年輪始めが最も高く、晩材部に向かって密度を減少させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状

に配列、内壁にはらせん肥厚が認められるO放射組織は異性Ⅲ型～同性、1－2細胞幅、1－20細胞
－　1

尚O

．アカメガシワ（Mallotusjaponicus（Thunb．）Mueller一Arg．）　トウダイグサ科アカメガシワ属

環孔材で、孔圏部は1～5列であるが不明瞭。孔圏外で管径を減じたのち漸減しながら放射方向に

配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は単列異性、1～30細胞高。

・センダン（MeliaazedarachL．var・SubtripinnataMiquel）　センダン科センダン属

環孔材で、孔圏部は1－5列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1－4細胞幅、
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1－30細胞高。

・チドリノキ（AcercarpinifoliumSieb．etZucc・）　カエデ科カエデ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2一3個が複合、晩材部へ向かっ

て管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は同性、1～10細胞幅、1～100細胞高を越える。細胞壁の厚さが異なる2種類の

木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

・カエデ属（Acer）　カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2－3個が複合、晩材部へ向かっ

て管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は同性、1～5細胞幅、1～30細胞高O細胞壁の厚さが異なる2種類の木繊維が木

口面において不規則な紋様をなす。

・ムクロジ（SapindusmukorossiGaertn．）　ムクロジ科ムクロジ属

環孔材で、孔圏部は1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～3細

胞幅、1～40細胞高。柔組織は周囲状～連合翼状、帯状およびターミナル状。

．ァヮブキ属（Meliosma）　アワブキ科

散孔材で、管孔は単独または2～6個が複合して散在し、道管の分布密度は低い。道管は単穿孔ま

たは階段穿孔を有し、階段穿孔の段数は5前後、壁孔は小型で交互状に配列する。放射組織は大型で

異性Ⅱ型、1～3細胞幅、1～50細胞高。

・モチノキ属（Ⅰ1ex）　モチノキ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2～8個が複合して散在する。道管は階段

穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ型、1－6細胞幅、1～20細胞高。

・ヤマブドウ（ⅤⅰtiscoignetiaePu11iat）　ブドウ科ブドウ属

環孔材で、孔圏部は1～4列であるが、孔圏内にも小径の道管が存在する。小道管は単独あるいは

2－4個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状に配列する。放射組織は同性、6細胞幅で、

100細胞高以上になる。

・キブシ（StachyuruspraecoxSieb．etZucc・）　キブシ科キブシ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2～3個が複合する。道管径および分布密

度は年輪中央で極大となる傾向がある。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列一網目状に配列する。放

射組織は異性Ⅱ型、1～4細胞幅、1～60細胞高。

・シャシャンボ（VacciniumbracteatumThunb．）　ツツジ科スノキ属

散孔材で、道管はほぼ単独で年輪界一様に分布し、その分布密度は高い。道管は単穿孔および階段

穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ型、単列で8細胞高前後のものと

5～7細胞幅、30～60細胞高のものがある。放射組織には鞘細胞が認められる。

・カキノキ属（Diospyros）　カキノキ科

散孔材で、管壁は厚く、横断面では楕円形、単独または2－4個が時に年輪界をはさんで複合する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は小型で対列状に配列する。放射組織は異性Ⅲ型、1～2（3）細胞幅、

10～20細胞高で、階層状に配列する。

・エゴノキ属（Styrax）　エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、2～4個が複合または単独で、年輪界付近で管径を減ずる。道管は
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階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1～3細胞幅、1～20細胞高。柔

組織は短接線状および散在状。

・ガマズミ属（Viburnum）　　スイカズラ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では円形～やや角張った楕円形、ほぼ単独で時に2個が接線方向ま

たは放射方向に複合する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は異

性Ⅱ型、1～4細胞幅、1－40細胞高。放射組織には鞴状の組織が認められる。

（6）種実遺体・菓同定

結果を表11に示す。以下、各種類の形態学的特徴を示す。

・カヤ（TorreyanuciferaSieb．etZucc．）　　イチイ科カヤ属

葉が検出された。針状で、長さ1・5cm、幅3mm程度。先端は鋭く尖り、基部は破損する。裏には、

中央寄りに2列の気孔列が並ぶ。

．イヌガヤ（Cepha10taXuSharringtonia（Knight）K．Koch）　イヌガヤ科イヌガヤ属

種子が検出された。黒褐色で側面観は長卵形、上面観は凸レンズ型。大きさは1・5cm程度O種皮は

黒褐色で堅く、表面に顆粒状の隆起がある。

・イヌシデ（CarpinusTschonoskiiMaxim・）　カバノキ科クマシデ属

果実が検出された。黒褐色で大きさは4mm程度。側面観は亜三角型、上面観は凸レンズ型。表面

には縦方向に数本の筋が存在する。

．イチイガシ（Quercusgi1vaBiume）　　ブナ科コナラ属

葉が検出された。倒披針形で先は急に鋭尖となり、基部は鈍形。大きさは長さ5cm、幅2cm程度。

革質で、菓縁は上半部に鋸歯がある。側脈は裏に突出し、支脈は裏面に突出して目立ち、支脈間を平

行につなぐ。葉柄は1cm程度。なお、イチイガシに似るが、やや大型の破片で、支脈の間隔が粗いも

のもいくつかみられた。これらは、先端部、基部、菓縁の詳細な形状が不明なことからアカガシ亜属

とした。

・アカガシ亜属（Quercussubgen．Cyc10ba1anopsissp・）　ブナ科コナラ属

果実、殻斗、花序が検出された。殻斗の部分は半球状で直径1cm程度O鱗片は癒着して同心円状の

輪のように見える。果実は大きさ1cm程度。表面は褐色で光沢があり、薄くて堅い。下部に、座につ

いていた円形でざらつく部分がある。花柱の部分に輪状の模様がみられる。なお、花柱の輪状紋が残

存していないかあるいは不明瞭な果実に関しては、コナラ属とした。

・マタタビ属（Actinidiasp．）　マタタビ科

種子が検出された。黒色。側面観は長楕円形。大きさは2m程度。表面は硬質で光沢があり、丸い

へこみが不規則に配列しているように見える。

・カラスザンショウ属（Fagalasp・）　　ミカン科

核が検出された。黒褐色。大きさは3mm程度。楕円形。表面には粗い亀甲状の綱目模様がみられる。

表面は、厚く堅い。なお、破片でサンショウとの区別が難しいものは、ミカン科として扱っている。

・キハダ（Phe110dendronamurenseRuprecht）　　ミカン科キハダ属

核が検出された。黒褐色。大きさは5mm程度。半円形。表面には細かい亀甲状の浅い綱目模様が

みられる。表面は薄くて堅く、やや光沢がある。

・アカメガシワ（Mallotusjaponicus（Thunb・）Mue11er－Arg・）　トウダイグサ科アカメガシワ属

種子が検出された。大きさは4mm程度。黒色でY字型の小さな「へそ」があり、表面には小さな
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痛状隆起を密布する。種皮は薄く硬い。

・センダン（MeliaAzedarachL．var．subtripinnataMiquel）　センダン科センダン属

核が検出された。褐色で堅い。側面観は楕円形で、上面観は星型。大きさは1・2cm程度。縦方向に

数本の稜が見られる。

・ノブドウ（Ampelopsisbrevipeduncuiata（Maxim．）Trautv・）　ブドウ科ノブドウ属

種子が検出された。黒色、ほぼ球形で大きさは4mm程度。背面には「さじ状」の「へそ」がある。

種皮は厚く硬い。

・ブドウ属（Vitissp・）　ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは4mm程度。心臓形。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇に

は楕円形に深くくぼんだ穴が存在するO背面には中央に「さじ」状の「へそ」があり、「へそ」回り

はくぼんでいる。

種子が検出された。黒色。大きさは4mm程度。心臓形。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇には

楕円形に深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそ」がある。両面とも放射状

に溝が存在する。

核が検出された。茶褐色で側面観は半円形、上面観は卵形。長さ2mm程度。核はやや厚く硬い。核

の表面には不規則な癌状突起がある。

・ミズキ（CornuscontroversaHemsley）　ミズキ科ミズキ属

核が検出された。褐色で大きさは5mm程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に大きな臍がある。

縦方向に走る溝がみられる。核が検出された。長楕円形、褐色で、大きさは1cm程度。表面は木質で

堅く、深い溝が多数入る。

・エゴノキ属（Styraxsp．）　エゴノキ科

核が検出された。灰黒色。側面観は楕円形、上面観は円形。大きさは1cm程度。下端に大きな「へ

そ」がある。表面は厚くて堅く、ざらつく。

・二ワトコ（Sambucusra。emOSaL・Subsp．sieboidiana（Miquel）Hara）　スイカズラ科ニワトコ属

種子が検出された。黒色。長楕円形で、大きさは2mm程度。下側に臍があり、表面には横軸に平行

なしわ状の模様が存在する。

．オモダカ科（A1ismatacaesp・）

種子と果実が検出された。種子は、U字形での細長く、大きさは1mm程度。褐色で柔らかく、やや

透き通る。

果実は、褐色、広卵形で、大きさ4mm程度。背部に小さな翼状の突起が2つある。背面の皮ははず

れやすい。

・イネ（OryzasativaL・）　イネ科イネ属

穎の破片が検出された。褐色で、大きさ4mm程度O表面には微細な突起が縦に配列する。

・イボクサ（AneilemaKeisakHassk．）　ツエクサ科イボクサ属

種子が検出された。灰色、不定形で、大きさは2mm程度。種皮はやや柔らかい。くぼんだ発芽孔が

存在し、その側面には一文字のくぼみがあり、それに直行するしわ模様が存在する。表面には円形の

小孔が多数存在する。

・ホタルイ属（Scirpussp．）　カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色。堅く光沢がある。大きさは2mm程度。偏平で背面が高く稜になっている。

腹面は平らである。平凸レンズ状の広倒卵形。先端部はとがり、基部はせばまって「へそ」がある。
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表面には細かい凹凸があり、横軸方向に平行な横しわがあるように見える。

・カナムグラ（Humuusscandens（Lour．）Merriii）　クワ科カラバナソウ属

種子が検出された。黒色で凸レンズ状、大きさは4mm程度。側面の一端に心形の「へそ」が存在す

る。種皮は薄く光沢がありゃや硬い。表面は細かく不規則な凹凸があり、ざらつく。

・タデ属（PolygOnumSp．）　タデ科

果実が検出された。3稜があり、大きさは3mm程度。表面は薄くて堅く、光沢がある。

・アカザ科－ヒユ科（Chenopodiaceae－Amaranthaceaesp．）

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は凸レンズ形を呈している。大きさは1．5mm程

度。側面に「へそ」がある。表面は細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。

・ナデシコ科（Caryophyllaceaesp．）

種子が検出された。黒色で、大きさは1mm程度。表面には荒い突起が密に配列している。

・セリ科（Umbe11iferaesp・）

果実が検出された。半球状で淡褐色。大きさは2mm程度。球面側では数本の縦方向に大きく裂け

た溝があり、内部が露出している。果実が分離した面では、中央に縦軸方向に延びた紡錘形のくぼみ

があり、内部が露出している。

．ヒシ属（Trapasp．）　アカバナ科

果実の破片（刺の部分）が検出された。茶色で、大きさは数mm程度。肉厚でもろい。

・ヒョウタン類（Lagenariasp．）　ウリ科ユウガオ属

種子の破片が検出された。褐色で肉厚。長楕円形で、先端部に大きな「へそ」がある。縁がやや肥

厚する。

・メロン類（CucumismeloL・）　ウリ科キュウリ属

種子が検出された。大きさは7mm程度。側面観は長楕円形、上面観はやや偏平な楕円形。表面は比

較的平滑。

・スズメウリ（Me10thriajaponica（Thunb．）Maxim）　ウリ科スズメウリ属

種子が検出された。楕円形で扁平。大きさは7mm程度。一端に「へそ」がある。縁は肥厚しない。

（7）昆虫遺体

結果を表12に示す。II区4面SG02．SGO4池跡から出土した昆虫遺体は以下の4種類に同定された。

．ガムシ（HydrophilisacuminatusMotschulsky）

・コガネムシ（MimelasplendensGyllendal）

・マクソコガネ属（Aphodiussp・）

・コガネムシ科（Scarabaeidaesp．）

池堆積物中から出土した昆虫遺体はガムシが最も多い。本種は今でこそ薬害で激減したが、以前は

どこでも見られる代表的な池沼の昆虫の一種であった。この種が、池の堆積物から出土するのは当然

のことといえる。このガムシ以外に他の水棲昆虫が検出されなかったことが、むしろ不思議である。

次に多いのがコガネムシ類で、おもしろいことに、普通多く産出する土建より、前胸板、すなわち胸

が多かったOこれらの胸部は、種まで決定するには至らなかったが、4個全部がみな別種のものと思

われる。中型ないしやや小型の食菓性のコガネムシで、これらの生息する環境が周囲にあったことを

示す。

1個体だけ発見された糞虫の前足は、その形状からマクソコガネ類と判断される。マクソコガネ属
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には多くの小型の種類が含まれるが、出土した標本は日本のマグソコガネとしては最大級で、オオマ

グソコガネやオオフタホシマグソコガネに匹敵するが、脛節の形状が一致しない。大きさはゴホンダ

イコクの小型の個体にも合うが、脛節が異なる。マグソコガネはその名の通り、牛馬などの家畜や野

生獣類の糞、おそらく人糞も食餌としている。

表12　出土昆虫遺体の同定結果

試料番号調査区・遺構面遺構名　　　　　　　採取日　　種類　　　　　　　　　部位

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

Ⅱ区4両　　池

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4画　　泊

Ⅱ区4画　　地

Ⅱ区4画　　泊

Ⅱ区4画　　地

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4面　　池

Ⅱ区4画　　地

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

S G O2

SGO2（木106側）

9711・28

9711．28

97・1．28

97．1・29

97．1．29

97・1．28

97．2．4

97．Z・4

97・2．5

97・2．14

97・2．27

SGO4A北側　　　　97・3・11

SG O2　　　　　　　　97．217

ガムシ

コガネムシ科の1種

コガネムシ科の1種

ガムシ近似種

マクソコガネ属の一種

コガネムシ科の1種

コガネムシ科近似種

昆虫ではない（植物遺体）

ガムシ

コガネムシ科の1種

ガムシ

ガムシ

ガムシ近似種

左上趨基部

前胸背板

前胸背板

右上麹の一部の破片

右前肢の腿節・脛節

前胸背板

上麹の一部

右上週の一部

前胸背板

右上趨前半部

右上趨基部その他

右上麹の一部

4・縄文時代以降の古環境変遷

（1）縄文時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
第5面では調査範囲が狭いにもかかわらず多数の木材遺体が出土した。これら木材遺体の多くは幹

や枝に由来するものであったが、根張りの立ち株も認められた。立ち株は幹材に移行する部分で腐植

しており、その腐植状況から水没により枯死したと推定されている。また、根株のすぐ脇には、その

幹材と考えられる木材が検出されており、樹種も一致していたことから、当時の調査区に生育してい

たものに由来すると判断される。すなわち、今回検出された木材遺体は当時の平地に生育していたも

のに由来する可能性が高く、埋没林であると判断される。

この埋没林の成立過程は堆積層および珪藻化石の産状から次のように推定される。埋没林が確認さ

れる層位はIV層上面である。本層は、先述したように上位を覆うIII層堆積時に浸食の影響を受けて

おり、調査区内での分布状況は部分的であった。また、その上部は堆積構造からみて、再堆積あるい

は多少なりとも移動している状況が窺える。一方、本層中の珪藻化石は、調査を実施した第7．8．

11地点のいずれの地点でも保存状態が悪かったものの、7地点では止水性種と流水不定性種が多産し

た。このよう－な産状のうち、化石の保存状態は堆積後の経年変化による分解消失に起因する可能性と、

当時の調査地点が珪藻の生育に適さない環境にあった可能性が考えられる。また、7地点での止水生

種の多産は、′III層堆積以前に調査地点が一度冠水したことを示している可能性があり、上記した立ち

株の腐植状況から推定される水没による枯死したとする見解と調和している。これらのことから、本

地点で認められた埋没林は、平地に成立していた森林が河川の影響や地下水位の上昇によって水没・

枯死し、その後、調査地点を襲ったIII層の堆積により埋没したものとみられる。年代的には埋没樹の

放射性炭素年代値から縄文時代中期頃と推定される。本時期は、日本各地の海岸平野において、海水

準の小低下に伴って浅谷地形が形成される時期に相当する（例えば辻，1988）。福岡平野では、この
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ような浅谷地形の報告はないが、今回の埋没林の成立過程に、このような広域的な環境変化が関係し

ている可能性もあり、今後、本地域の地形発達史を明らかにしていくことで明らかになっていくと思

われる。

埋没林が成立していた頃の植生および植物相は、埋没樹や、それらが生育していたとみられるIV

層から得られている種実・葉などの大型植物遺体、花粉化石群集、植物珪酸体組成から次のように推

定される。各部位で同定された種類およびその出土傾向を表13に示す。同定された種類は、全部位を

通じて、木本植物53種類、草本植物25種類であり、木本植物由来の植物化石が多かった。量的にも圧

倒的に木本植物由来が多いという特徴を示した。このことは当時の調査区一帯に平地林とよべる林分

が成立していたことを裏付ける結果である。

木本植物の種類構成は、マキ属．ヤマモモ属・アカガシ亜属（イチイガシを含む）．マテバシイ・

タブノキ・センダン・タブノキ・ムクロジ・シラキ属など、暖温帯を中心に分布する種類が多いこと

が特徴である。この特徴から、当時の調査区周辺地域が暖温帯性の気候下に属していたことが窺える。

木本植物由来の各部位の産状をみてみると、木材・種実・花粉のいずれでも共通して産出する種類

がある。これらの種類にはアカガシ亜属・マテバシイ属．カエデ属・エゴノキ属があげられる。これ

らの種類は、調査地点近辺に生育していたと考えられる種類であり、特に花粉・種実遺体で量的に卓

越したアカガシ亜属（イチイガシを含む）は当時の平地林の主要構成種であったとみられる。また、

木材および種実遺体で共通あるいはどちらか片方で産出した種類も、調査区一帯の平地林の構成要素

であった可能性が高い。その種類としては、タブノキ・センダン・ムクロジ．ニワトコなどがあげら

れる。これに対して、木材・種実などの大型植物化石では産出せず、花粉化石でのみ産出する種類で

かつ量的に少ない種類は、平地林を構成する要素ではなく後背台地や遠方に生育していた、あるいは

分布していたとしても量的に少なかった種類である可能性が高い。そのような種類には、マキ属・モ

ミ属．スギ属・ブナ属．シラキ属．クマシデ属－アサダ属などが挙げられる。

このような各部位の植物化石の産状から、当時の調査地点付近に成立していた林分はアカガシ亜属

を中心とした照葉樹林であったことが推定される。ここでのアカガシ亜属の種類には、種実遺体の産

状をみるかぎり、相当量のイチイガシが含まれていたことが推定される。イチイガシは現在でも九州

地方に広く分布している種類である。陰樹であり、植物遷移における最終相である極相林の構成要素

であり、降雨量の多い地域などに分布し、谷底などの肥沃地などで大木をみることができる。このこ

とから、当時の調査区一帯の照菓樹からなる林分は鬱蒼とした自然度の高いものであったことが推定

される。この照葉樹林にはツタ属・ノブドウ・ウドカズラ・テイカカズラ属などのツル性木本植物が

絡まっていたと思われる。また、アカメガシワ属やエゴノキ属などの陽樹は林縁の植生を構成する要

素であったとみられる。

九州地方北部における照葉樹林の成立過程は、花粉分析などによる植生史研究から、約10，000年前

以降に急速に分布を拡大開始し、約8，000年前頃に卓越するようになることが推定されている（例えば、

黒田・畑中，1979：Hatanaka，1985など）。今回の調査結果は、これらの既往の研究成果とも矛盾

しないものであるが、低地帯にも鬱蒼とした照葉樹林が成立していたことが明らかとなった点は注目

に値する。この平地林を構成していたイチイガシなどの種実は、灰汁抜きを必要としない種実であり、

当時の人間にとって重要な食料資源であったと推定される。検出された埋没樹に加工痕が認められ、

縄文時代の人間がこの低地林において活動していたことは確実であり、今回の結果は本地域における

人間活動を推定する上でも貴重な成果といえる。
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表13　Ⅳ・Ⅴ層の植物化石組成
木材　　　　　　　　　　　　種実・薫　　　　　　　　　　　　花粉　　　　　　　　　　　　　　　　　植物瑳政体

王土層
モミ属
マツ属

マツ属複維管束亜属
．－スギ属　　　　　　　　　　　　　－

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

ヤマモモ属
クルミ属　　　　　　－

クマシテ属－アサダ属
バンノキ属
ブナ属

コナラ亜属
アカガシ亜属

クリ属－シイノキ属－マテバシイ属

ニレ属－ケヤキ属
エノキ廣一ムクノキ属

（根材含む）

マテバシイ属

エノキ属
イヌビワ属

マテパシイ

）　タブノキ　ー

カラスザンショウ属
キハダ

－　アカメガシワ
センダン

ミカン科一、－

キハダ属　－
アカメガシワ属

シラキ属
モチノキ属

ニシキギ屑
カエデ属

クロウメモドキ科

カエデ属
チドリノキ

ムクロジ
（根材含む）

カエデ属

ムクロジ

ノブドウ
ウドカズラ

ツタ属
ツバキ属
グミ属－

ウコギ科　　　－
ツツジ科

ハイノキ属

エゴノキ属
イボタノキ属
テイカカズラ属
ガマズミ属
スイカズラ属

イネ科

ミミズバイ

エゴノキ属
モチノキ属
エゴノキ属

草本植物

樹木起源（出型）
樹木起源11V型

一一一一一・ネスキ属一一一

イチゴツナギ重税
タケ亜料

ヨシ属
カヤツリグサ科

ツユクサ属
アヤメ科

クワ科　　一　　　一　　一　一

タデ属
サナエタデ節－ウナギツカミ節

カラマツソウ属
キンポウゲ科
バラ科

－ワレモコウ属

マメ科　　　一　　　　一　一

ツリフネソウ属
セリ料

オミナエシ属

キク亜料
タンポポ亜科

ヨモギ属
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（2）縄文時代～弥生時代
縄文時代中期に成立していた平地林は、枯死後、III層の堆積により完全に埋没する。III層は中粒砂

～粗粒砂からなり、トラフ型斜交層理が発達する構造を示す。本層中には土壌層の発達は認められず、

生物擾乱の影響が見られるのは最上部の細粒化する層準だけである。このような層相から、本層は、

流水成で短期間に堆積したことが推定される。分布範囲は調査区外に及ぶため確認できないが、その

断面には埋没流路が確認されることから、基本的には河道堆積物と考えられる。したがって、本時期

には調査区近辺は河川の影響を直接受ける不安定な場所となり、景観は一変したことが想定される。

その年代は、IV層とII層中の木材の放射性炭素年代測定値から、縄文時代中期以降、晩期までの間と

推定される。

III層堆積後、縄文時代晩期頃になると、河川作用の影響は弱まり、かつての河道跡には腐植に富ん

だ堆積物（II層）が堆積するようになる。この河道跡の凹地が確認される面は第4両とされている。

凹地堆積物中からは珪藻化石が多産した。珪藻化石群集は層位的に急激に変化することなく、phに

対して真・好アルがノ性種が優占し、流水に対しては流れの少ない安定した場所に生育する止水性種

が卓越した。止水性種の中では、Fragilariaconstruens fo・Venterなど有機汚濁の進んだ富栄養水

城に一般的な好汚濁性種が多産した。また、昆虫遺体でも、今でこそ薬害で激減したが、以前はどこ

でも見られる代表的な池沼の昆虫の一種であったガムシ最も多産した。これらのことから、III層を堆

積させた河道は別の場所を流下するようになり、調査区内の河道跡は三日月湖のような池沼になった

と推定される。また、池沼は埋積期間を通じて、状態は大きく変化することなく、富栄養な止水城が

拡がっていた。ただし、池沼斜面上部の堆積断面において植物根による擾乱の痕跡が顕著に認められ

たことを考慮すると、調査区全域が池沼のような状態になったのではなく、旧流路跡の凹地が池沼と

なり、それ以外の場所はむしろ湿地のような場所となっていたと推定される。また、II層中には数層

準に砂の薄層を挟在することから、河川の氾濫の影響をしばしば受ける河川の後背湿地のような場所

であったと考えられる。このことは、次に述べるように植生変遷において草本植生が卓越するように

なることからも推定される。また、年代的には池沼底の出土木材の放射性炭素年代測定債から、縄文

時代晩期頃と推定される。

池沼を埋めるII層中の木材、種実、花粉、植物珪酸体の種類構成を表14に示す。Ⅱ層中の植物化石

の産状は、上記したIV層とは異なる特徴を示したOその特徴は、種実や花粉化石において、草本植

物由来の種類数および量が増加することである。草本植物の種類数は約50種類とⅠⅤ層に比較して約

2倍の種類が認められる。種類構成をみると、スゲ属・ホタルイ属・オニスゲ近似種・オモダカ属・

ミズオオバコ属・ホシクサ属・イボクサ属・ミズアオイ属．キカシグサ属．ミズワラビ属など水深の

浅い水城や湿地に分布の中心がある小型の抽水植物、ヒシ属・ヒルムシロ属といった池沼などに分布

する浮菓植物の種類、浮水植物のアカウキクサ属、大型の抽水植物であるヨシ属、湿地縁辺に普通な

タデ属．ギシギシ属・ゴキヅル属・ツリフネソウ属・ヨモギ属・オナモミ属など、検出された種類の

多くが水湿地やその縁辺に生育する植物からなる。これらの種類が当時の池沼やその近辺の植生を構

成する要素であったと考えられ、調査区近辺は草本植物の卓越する湿地のような場所であったことが

推定される。この湿地には、種実化石で道端などに普通なカナムグラが多産することや、植物珪酸体

組成において、比較的乾いた場所に分布するススキ属が多産したことから、比較的高燥な場所も存在

したことが推定される。一方、木本植物でも種類構成に多少の変化が認められた。照菓樹のアカガシ

亜属（イチイガシを含む）が卓越する点はIV層と一致するが、その出現頻度はIV層より低くなる。

また、本種類以外の種類には、陽樹の種類が多く認められるようになる。．その種類としては、アカメ

－156－



表14　Ⅱ層の植物化石の種類構成
権実．葉 花粉

マキ属　　　一　一
モミ属
ツガ属
トウヒ属

マツ属．一一一一一一日一一＿‥‖－廿一一一一一

…悪書委語……一一一一一…
コウヤマキ属

植物珪酸体

イチイ料－イヌガヤ科－ヒノキ料

ヤマモモ属
ノダルミ属
クルミ属
クマシテ属－アサダ属

ハシバミ属
カバノキ屈
バンノキ屈

アカガシ亜属

マテパシイ属
クリ
ップラジイ
スダジイ

エノキ属

アカガシ亜属

クリ属－シイノキ属－
マテバシイ属

ニレ属－ケヤ本属
エノキ属－ムクノキ属

カジノキ属
ヤマグワ

鍾壷
カラスザン三

ツパキ

ヤマグワ
クスノキ料

マタクビ属

ヤブツバキ
ヒサカ皐
モッコク

アジサイ履
バラ科ナシ亜料

パラ鷹

ハイノ手原
イボタノ卑屈
トネリコ属

ガマズミ属

スイ婚礼－
ミズオオバコ屈
イネ科

樹木起源（ll1型）
封土まコ厄　日＼／憂l1

一一日一一一イえー一一1－…一一一一一．一一一

－157－



ガシワ・エゴノキ属．アワブキ属・クヌギ節などが挙げられる。これらの種類は林縁の植生を構成す

る要素でもある。このほか、ヤナギ属・イヌシデ．エノキ属などの河畔林を構成する要素も増えてい

る。

以上のことから、本時期の調査区周辺の植生について整理すると、周辺の微高地などにはカシ類な

どからなる照葉樹林が成立していたと推定されるが、その様相はIV層の時期のものとは異なり、陽

樹を多く交えるものであった可能性が高い。また低地にはヤナギ属やイヌシデなどの河畔林を構成す

る種類などが分布していたとみられるが、基本的には草本植生が卓越する景観が拡がっていたものと

思われる。昆虫遺体において、ガムシに次いで多産したコガネムシの仲間は、このような植生の中で

生活していたとみられる。

ところで、本層から産出した植物化石には、栽培種のイネ．メロン類・ヒョウタン類、果実が食用

となるカキ属など、現在でも人間になじみ深い植物が認められた。これらの植物の出現は、調査地点

周辺での人間の生業活動を考える上で重要である。池沼堆積物は、遺物の出土状況や放射性炭素年代

測定債から、縄文時代晩期から弥生時代中期頃にわたって埋没したことが推定される。植物珪酸体組

成の産状をみるかぎり、この時期を通じて周辺では稲作が行われていたことが推定される。また、こ

の水田が河川の後背湿地を利用したものであった可能性が高い。縄文時代晩期後半から弥生時代にか

けての水田跡は、本遺跡に隣接する板付遺跡で確認されており、イネ属花粉化石の消長からも稲作が

裏付けられている（中村・畑中，1976）。また、地域は異なるが唐津市菜畑遺跡でも、イネ属に由来

する植物化石の産出が報告されている（笠原，1982：藤原，1982：中村，1982）。

このように縄文時代晩期末に本遺跡付近の低地でも稲作が行われていた可能性が高い。上記した抽

水植物の多くは近年まで厄介な水田雑草の種類でもあったことから、当時も水田雑草として分布して

いた可能性がある。また、昆虫遺体では、糞虫の一種であるマグソコガネが産出した。本種は牛馬な

どの糞や人糞を食餌する種類であることを考慮すると、当時の稲作の様態として施肥などの技術も今

後検討していく必要がある。いずれにしても、現段階では縄文時代晩期頃の水田を復元することは難

しく、今後のデータの蓄積を待って検討していきたい。

（3）古代以降
池沼の埋没後には、調査区の地形は低平な土地となり、シルト・砂からなる単層が数層にわたって

堆積する。これらの各単層の多くは上方に向けて粒径が小さくなる上方細粒化の級化を示しており、

部分的に平行ラミナを形成していた。このような層相と本層が調査区のほぼ全域を覆っていることか

ら、本層が河川の氾濫や溢流により堆積した堆積物であると推定される。また、本層中には腐植質堆

積物の発達は認められなかったが、各単層上部において生物擾乱の痕跡が確認された。このことから、

堆積後には植生に覆われたことが推定される。ただし、腐植層を発達させるような安定した状況は継

続せず、頻繁に河川の氾濫の影響を受けていたとみられる。

珪藻化石は本堆積物のほとんどの層準で検出されなかった。これは堆積後の分解消失に起因する可

能性もあるが、他の微化石でも化石数が少なかったことから、堆積速度が早く取り込まれる化石数が

少なかったことが原因である可能性が強い。珪藻化石が比較的多産した第2地点の試料番号3・10採

取層準の珪藻化石群集から次のような低地の状態が推定される。珪藻化石群集のpHに対する適応性

は真・好アルカリ性種が優占した。また、流水に対する適応性では流水不定性種が優占し、次いで止

水性種の占める割合が高かった。産出種群のうち、Eunotia pectinalis var・minor、Pinnu1aria viridis、

Stauroneis phoenicenteronは沼沢湿地付着生種群（安藤，1990）の一種であり、沼よりも浅く水深
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が1m前後で、一面に水生植物が繁茂するような沼沢や水深の浅い湿地などで特徴的に産出する。こ

のほか乾いた場所に生育する陸成珪藻の種類も検出された。これらのことから、両層準堆積時は、沼

沢地～湿地のような状態であり、時々乾燥することがあったと考えられる。

以上のことから、本層堆積期の調査区は、河川の氾濫の影響を頻繁に受ける沼沢一湿地の状態であ

ったことが窺える。本層では発掘調査により水田が検出されているが、この水田は堆積環境から、し

ばしば氾濫の被害を受けたことが推定されるOただし、氾濫によってもたらされた土壌は、植物の成

長に有効な成分を豊富に含んでいる可能性が高く、土地の生産性といった点では好条件であった可能

性がある。次に当時の水田の様態について検討してみよう。

上記したように本層中の植物珪酸体は保存状態が悪く、化石数も少なかったが、産出した種類では

栽培種のイネ属珪酸体の出現数が多かった。このことは、調査地点で稲作が行われていたことを裏づ

ける。また、層準によってはイネ粗に形成される穎珪酸体、イネの葉などの植物体がそのままの状態

で耕土中に取り込まれている可能性を示唆する菓部短細胞列などが検出されている。これらの産状は

緑肥などの施肥を示唆しているのかもしれない。また、花粉化石群集で認められたオモダカ属．スブ

タ属・イボクサ属・ミズアオイ属・アカウキクサ属などの水生植物の種類は、当時の水田雑草の種類

であった可能性が高い。このように当時の水田は湿田のような状態であった可能性もあるが、珪藻化

石において陸生珪藻が認められたこと、堆積断面において酸化鉄・酸化マンガンの層状の沈着が認め

られたことから、乾田ないし半乾田であった可能性が高い。また、栽培種のソバ属が認められたこと

から、水田付近ではソバ栽培なども行われていた可能性がある。

この時期の周辺の森林植生は、前時期とは大きく異なるものとなった。花粉化石群集では依然とし

てアカガシ亜属が多産するが、本層準ではマツ属（複維管束亜属を含む）が増加するようになる。マ

ツ属複維管束亜属は、現在の九州にはアカマツ・クロマツの2種類が分布する。両種とも陽樹であり、

アカマツは西日本地域の二次林の代表的な樹種である。ここでも照葉樹林の衰退に呼応するようにマ

ツ属が分布域を拡げた可能性がある。このようなマツ属の分布拡大の原因としては人間の生業活動な

どが関係している可能性が高い。また、完新世後半におけるマツ属花粉の増加は、日本各地で認めら

れ、九州地方でも多くの地点で確認されている（中村．畑中，1976：黒田・畑中，1979：Hatanaka，

1985など）。このことは、本変化が地域的広がりを持った変化であることを示唆するが、その直接の

原因やマツ属林への変遷過程は地点によって異なっていた可能性が高く、今後の調査の中で各地域ご

との人間の活動史に関する情報を含めて総合的に検討していくようにしたい。
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図版1珪藻化石（1）

1．AulacoseII・aItalIca（Ehr．）SimOnSen（第10地点；11）

2・AulacoseIrapensacolae（A・S．）SimOnSen（第7地点；2）
3．Achnanthes cz・enulata Grunow（第7地点；2）
4．AchnanthesI11flata（Kuetz．）Grunow（第10地点；11）
5．Achnantheslanceolatavar．dilbIa（Grun・）Lange－B．（第10地点；6）
6．ActI11ella bms11IensIsGrunow（第10地点；11）

7．Aqphora oI唱11S（Kuetz．）Kuetzing（第2地点；10）
8．伽bella sIles1acaBleisch（第2地点；10）
9・伽bellames1anaCholnoky（第9地点；1）
10．FhgIlarIa bIcapItataA．Mayer（第10地点；11）
11．FhgIlarIa constz・uenS（Ehr．）Grunow（第10地点；13）
12．FhgIlarIa constl・uenSfo．ventez・（Ehr．）Hustedt（第2地点；10）
13・Gbqphonema acumInatumEhrenberg（第9地点；1）
14．Gbqphonemapaz・vulumKuetzing（第10地点；4）



図版2　珪藻化石（2）
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15・Goqphonema卵油aerqphoI・umEhrenberg（第10地点；11）
16．Goqphonema tI・unCatumEhrenberg（第2地点；10）

17．助ntzsch1a aqphIoxys（Ehr・）Grunow（第10地点；4）
18．胞v1C乙118

19．伯y1C〃18
20．胸y1C〃18

21．地下1Cと118

22・地下1C〃18

23．〟81d1〟の

co11feI・VaCea（Kuetz・）Grunow（第2地点；10）

contenta Grunow（第10地点；3）
mutIca Kuetzing（第9地点；1）
elg1nensIs（Greg．）Ilalfs（第9地点；1）
elgInensjsvar．neglecta（Krass．）Patrick（第10地点；11）

aqpIIatum（Ehr．）Krammer（第10地点；1）
24．P1nnulaz・Ia g1bba Ehrenberg（第10地点；6）
25・RhqpalodjagIbbez・ula（Ehr・）0．Muller（第10地点；2）

26・Sb114PhorapLPula（Kuetz．）Mereschkowsky（第10地点；13）

27．StauI・OneIsphoenIcenteron（Nitz．）Ehrenberg（第10地点；11）



図版3　花粉化石（1）

1．マキ属（第9地点；3）
3．ヒシ属（第10地点；7）

（1，2，4－7）

（3）

2．マツ属複維管束亜属（第10地点；7）
4．コナラ亜属（第9地点；3）

5．エノキ属－ムクノキ属（第9地点；3）　6．アカガシ亜属（第10地点；7）

7．クリ属－シイノキ属（第2地点；10）



図版4　花粉化石（2）

8．イスノキ属（第9地点；3）
10．ソバ属（第2地点；10）
12．イネ科（第10地点；7）

50〃m

9．カキノキ属（第9地点；3）
11．ミズアオイ属（第2地点；10）



図版5　植物珪酸体

1．イネ属短細胞珪酸体（第3地点；8）
3．ススキ属短細胞珪酸体（第3地点；11）
5．ヨシ属機動細胞珪酸体（第2地点；10）
7・樹木起源（Ⅲ型）（第3地点；11）

50〃m

2．コブナグサ属短細胞珪酸体（第2地点；10）
4．イネ属機動細胞珪酸体（第2地点；7）
6・イネ属穎珪酸体（第2地点；7）



図版6　植物珪酸体

1・イネ属短細胞珪酸体（第10地点；10）
3・イネ属機動細胞珪酸体（第10地点；13）
5・イネ属機動細胞珪酸体（第10地点；13）

50〃m

2．イネ属短細胞珪酸体（第10地点；13）
4．イネ属機動細胞珪酸体（第10地点；13）
6・イネ属機動細胞珪酸体（第9地点；3）



図版7　木材（1）

1．サワラ（40013）

2・マキ属（42988）

3・ヤマモモ（42058）

a：木口，b：柾目，C：板目



図版8　木材（2）

4・ヤナギ属（42017B）
5・ヤナギ属＜根材＞（42072）
6．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（42096）
a：木口，b：柾目，C：板目

■■■200〃．nl：a

一一一　　　一一200／1m：b，C



図版9　木材（3）

7・コナラ属アカガシ亜属（42091）
8・クリ（42034A）

9・ツブラジイ（42068）

a：木口，b：柾目，C：板目



図版10　木材（4）

10・スダジイ（42020）

11．マテバシイ属（Ⅱ区7．8中間）
12．ムクノキ（42005）

a：木口，b：柾目，C：板目

■■■200甚nl：a

200／1m：b，c



図版11木材（5）

13．エノキ属（42101）

14・ヤマグワ（42090）

15．イヌビワ属（50002）

a：木口，b：柾目，C：板目

■■■200〃．nl：a

一一　　　　　200〃．m：b，C



図版12　木材（6）

16．クスノキ科（42102）

17・クスノキ科（42572－1）

18．マタタビ属（42059）

a：木口，b：柾目，C：板目

ーl㍉∴



図版13　木材（7）

19・ツバキ（42564－1）
20・ヒサカキ（42021）

21．モッコク（42000）

a：木口，b：柾目，C：板目



図版14　木材（8）

22・アジサイ属（42206）

23．バラ属（42027－2）

24．バラ科ナシ亜科（42037）
a：木口，b：柾目，C：板目
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図版15　木材（9）

25・アカメガシワ（42121）

26．センダン（42640）

27・チドリノキ（50029）

a：木口，b：柾目，C：板目

■－200〝m

一一一一一　　　　200／1m

a

bl C



図版16　木材（10）

28．カエデ属（50026）
29・ムクロジ（42586）

30・ムクロジ＜根材＞（50013）

a：木口，b：柾目，C：板目
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図版17　木材（11）

31・アワブキ属（42038）

32．モチノキ属（50004A）
33．ヤマブドウ（42070）

a：木口，b：柾目，C：板目



図版18　木材（12）

34．キブシ（42033）

35・シャシャンボ（42510－1）

36・カキノキ属（42062）
a：木口，b：柾目，C：板目
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図版19　木材（13）

37・エゴノキ属（44001）

38．ハイノキ属ハイノキ節（42069）

39・ガマズミ属（42116）

a：木口，b：柾目，C：板目

■■■200〃．nl：a

200〝m：b，C



図版20種実・菓（1）

1．イチイガシ（試料番号1）

4．イチイガシ（試料番号1）
7．アカガシ亜属（花序；試料番号15）
10．アカガシ亜属（試料番号26）
13．ムクロジ（試料番号14）

16．イヌガヤ（試料番号14）
19．カヤ（試料番号27）

22．ヒシ属（10地点；No．6～7）

1cm

（1，9）

2・イチイガシ（試料番号1）
5・アカガシ亜属（菓；試料番号1）
8・アカガシ亜属（花序；試料番号15）

11．アカガシ亜属（試料番号26）
14・マテバシイ（試料番号14）
17・センダン（試料番号21）

20．エゴノキ属（試料番号30）

21

1cm　　　　　　　　4mm

（10－14）　　　（15－22）

3・イチイガシ（試料番号1）

6．タブノキ（試料番号12）
9．クスノキ科（葉；試料番号2）
12・ツバキ（試料番号26）

15．ミミズバイ（試料番号21）
18．ヒョウタン類（試料番号28）
21．カエデ属（試料番号13）



図版21種実・菓（2）

23．イヌシデ（試料番号27）

26．カラスザンショウ属（試料番号27）
29．ウドカズラ（試料番号27）

32・アカメガシワ（試料番号27）
35．カナムグラ（試料番号27）
38．タデ属（試料番号27）

41．カヤツリグサ科（試料番号27）

24．ケヤキ（試料番号27）
27．クスノキ科（種子；試料番号27）
30．キハダ（試料番号15）
33・クサギ（試料番号27）
36．オニスゲ近似種（10地点；No．2～3）
39．ツリフネソウ（試料番号27）
42．スズメウリ（試料番号7）

2mm

一一　　　一

1mm

一　　一一一

（23－37，39－40．42，43）　（38，41）

25．アカガシ亜属（花序；試料番号15）
28．ノブドウ（試料番号27）

31・ブドウ属（試料番号27）
34・ミズキ（試料番号27）

37．イネ（10地点；No．2～3）

40・メロン類（試料番号27）
43．アオツヅラフジ（試料番号27）



図版22　種実・菓（3）

44・ヤマグワ（試料番号27）
47．タラノキ（試料番号27）

50・オモダカ科（10地点；No．6～7）
53．ホタルイ属（試料番号27）
56．アカザ科－ヒユ科（試料番号27）
59・セリ科（10地点；No・10～11）

45．カジノキ属（試料番号27）
48・ニワトコ（試料番号27）

51・ヒルムシロ属（試料番号27）
54．スゲ属（試料番号27）
57．ナデシコ科（10地点；No．8－9）

59　　　（44－59）

46・マタタビ属（試料番号26）
49．ガマズミ属（試料番号27）
52．イボクサ（試料番号27）
55・ギシギシ属（試料番号27）
58．シソ属（試料番号27）
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